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肥沃な水田が広がっています。また、川島町には大きく蛇行する河川の跡や、河川
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が、現在まで良く残ってお

り、関東有数といわれる美しさを誇っています。

　富田後遺跡は、こうした自然堤防上に営まれた遺跡です。遺跡からは縄文時代後

期（約 , 年前）の土器が発見されており、この時期には富田後遺跡が存在する自

然堤防が既に形成されていたことが判明しました。

　この地で、本格的に集落が営まれたのは古墳時代前期であり、住まいの跡である
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と呼ばれる遺構が、折り重なるように多数発見されました。また、こ

の時期の井戸跡には、意図的に土器が置かれたものがあり、特筆に値する資料とい

えます。



序
　埼玉県では、「人と自然にやさしい道づくり」を目標に、生活環境の改善と自然
環境との調和を図る体系的な道路網の整備と、交通渋滞対策を推進しております。
　国土交通省が進める一般国道 号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の新設事
業もその一つであります。都心からの放射状道路をつなぐ道路を整備することに
より、首都圏全体の道路交通の円滑化を目指すものであります。
　さて、圏央道が東西に走る比企郡川島町では、建設予定地内に多くの遺跡が確
認されており、富田後遺跡もそのひとつであります。埋蔵文化財の取り扱いに関
しては、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課（当時）が関係諸機関と慎重に協
議を重ねてまいりましたが、やむを得ず発掘調査を実施し、記録保存の措置を講
ずることとなりました。
　発掘調査は、国土交通省関東地方整備局の委託を受け、当事業団が実施いたし
ました。
　調査の結果、縄文時代、古墳時代、さらに古代から中・近世に至る遺構や遺物
が発見されました。特に、古墳時代初めごろの方形周溝墓や周溝状遺構が密集し
て発見されたことは、注目に値します。その数や密度は、関東でも有数の遺跡と
いえるものです。また、同時期の井戸跡も数多く発見されました。このなかには、
意図的に土器を納めたと考えられるものもあり、興味深い資料といえます。
　本書はこれらの成果をまとめたものであります。埋蔵文化財の保護、学術研究
の基礎資料として、また、普及・啓発及び各教育機関の参考資料として、広く御
活用いただければ幸いであります。
　最後に、本書の刊行にあたり、発掘調査に関する諸調整に御尽力をいただきま
した国土交通省関東地方整備局大宮国道事務所をはじめ、埼玉県市町村支援部生
涯学習文化財課、川島町教育委員会、並びに地元関係者の方々に厚く感謝申し上
げます。

平成 年 月

財団法人　埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理　事　長 藤　野　龍　宏



例 言
１．本書は、比企郡川島町に所在する富田後遺跡
（第１・２次）の発掘調査報告書である。
２．遺跡の略号と、代表地番および発掘調査届に
対する指示通知は、以下のとおりである。
　　富田後遺跡（略号TMTUSR、遺跡番号№ －

）
　　埼玉県比企郡川島町大字牛ヶ谷戸 番地他
（第１次）

　　埼玉県比企郡川島町大字三保谷 －２番地他
（第２次）

　　発掘調査に対する指示通知：
　　平成 年６月 日付け教生文第２－
　　平成 年９月６日付け教生文第２－
　　発掘調査は、一般国道 号首都圏中央連絡自
動車道新設工事に伴う事前調査であり、埼玉県
教育局生涯学習部文化財保護課（当時）が調整
し、国土交通省関東地方整備局の委託を受け、
財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が実施
した。
３．本事業は、Ⅰ－３に示す組織により実施した。
発掘調査期間と調査担当者は以下のとおりで
ある。
　　富田後遺跡（第１次）
　　平成 年６月１日～平成 年 月 日
　　調査担当者　劔持和夫　大谷　徹
　　　　　　　　福田　聖　村端和樹
　　富田後遺跡（第２次）
　　平成 年８月１日～平成 年１月 日
　　調査担当者　黒坂禎二　上野真由美
　　　　　　　　福田　聖　篠田泰輔
４．整理・報告書作成事業の期間と担当者は以下
のとおりである。

　　平成 年 月１日～平成 年３月 日
　　整理担当者　鈴木孝之
　　平成 年４月８日～平成 年３月 日
　　整理担当者　鈴木孝之
　　平成 年４月８日～平成 年９月 日
　　整理担当者　鈴木孝之
　　以上の期間と担当者で実施し、平成 年 月
日までに事業団報告書第 集として刊行し
た。

５．遺跡の基準点測量は、株式会社GIS関東に委託
した。

６．遺跡の空中写真は、精進測量設計株式会社に
委託した。

７．木製品の樹種同定は独立行政法人森林総合研
究所に委託した。

８．遺構の写真撮影は各調査担当者が行った。遺
物写真撮影は鈴木が行い、福田　聖の協力を得
た。

９．出土遺物の整理および図版の作成は鈴木が行
い、宮井英一　細田　勝　大谷　徹　上野真由
美の協力を得た。
．本書の編集は鈴木が行った。本書の執筆は、
Ⅰ－１を埼玉県教育局市町村支援部生涯学習
文化財課が行い、Ⅴ章では２を上野、３を福田
が行い、それ以外を鈴木が行った。
．本書にかかる資料は平成 年 月以降、埼玉
県教育委員会が管理・保管する。
．発掘調査から報告書の刊行まで、下記の機関
にご教示、ご協力を賜った。記して感謝の意を
表します。（敬称略）

　　川島町教育委員会



凡 例
１．本書中におけるＸ・Ｙの数値は、世界測地系
による平面直角座標Ⅸ系（原点北緯 度 分
秒、東経 度 分 秒）に基づく座標値を示し、
各挿図における方位はすべて座標北を示す。
２．遺跡におけるグリッドは、前記座標系に基づ
いて設定し、 ｍ ｍを基本グリッドとして
いる。
３．グリッドの名称は、北西杭を基準として、東
西方向は西からアラビア数字（１・２・３……）
を付し、南北方向は北からアルファベット
（Ａ・Ｂ・Ｃ……）を付し、両者を組み合わせ
Ａ－１、Ｂ－２等の名称を付した。富田後遺跡
のＧ－ グリッド北西杭の世界測地系Ｘ＝－
, . ｍ、Ｙ＝－ , . ｍ（北緯 ° ′ ″ 
 東経 ° ′ ″ ）である。

４．調査の工程上、Ａ～Ｃ区では、遺構名を連番
で付した。Ｄ区・Ｅ区については、調査を並行
して実施したため、遺構番号の重複を避けるべ
く、遺構名の前に区名を冠し、Ｄ区第１号住居
跡、Ｅ区第２号溝跡……と命名した。また、原
則として調査時に付した遺構番号をそのまま
用い、欠番もそのままとした。
５．発掘調査時に付した遺構番号を尊重し、遺構
番号順に編集したため、時期別の配列ではな
い。
６．本文中に使用した略号は以下のとおりである。
　SJ　竪穴住居跡 SB　掘立柱建物跡
　SR　周溝状遺構 SH　方形周溝墓
　SK　土壙 SE　井戸跡
　SX　性格不明遺構 SD　溝跡
　SA　柵列跡 GP　グリッドピット
　SS　古墳跡 ST　火葬墓跡
７．遺構図および実測図の縮尺は、各挿図中に縮
尺率とスケールを示した。同一図中に縮尺の異
なる場合は、図中にその都度例示した。

　遺構　全体図　１/ ・
　　　　竪穴住居跡・掘立柱建物跡　１/
　　　　土壙・井戸跡・性格不明遺構　１/
　　　　方形周溝墓　１/ 　古墳跡　１/ ・
　　　　溝跡　１/ ・ 　柵列跡　１/ ・
　　　　周溝状遺構　１/ ・ ・
　遺物実測図
　　　　土器　１/３・４　陶磁器　１/３
　　　　金属製品　１/２・４
　　　　石製品　１/２・３・６
　　　　木製品　１/２・４・６・ ・
　　　　埴輪　１/４・５　土製品１/３
　　　　拓影図　１/３・４
８．胎土は土器に含まれる鉱物等のうち、特徴的
なものを記号で記した。

　Ａ－白色粒子　Ｂ－角閃石　Ｃ－石英　Ｄ－雲
母状微粒子　Ｅ－長石　Ｆ－赤色粒子　Ｇ－
黒色粒子　Ｈ－白色針状物質　Ｉ－片岩　Ｊ－
砂粒　Ｋ－小礫　Ｌ－その他

９．文中や観察表中の（　）内の数値は復元推定
値、［　］内の数値は残存値を意味する。
．遺物の残存率は、図示した範囲についてのお
よその残存率を、５％刻みで示した。
．遺物の焼成については、数値での表現が難し
いため、良好・普通・不良の３段階で表す。
．遺構断面図に表記した水準値は海抜標高で、
単位はｍである。
．遺物実測図中の網掛けは、赤彩を意味する。
．本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の
１/ , の地形図（大宮・鴻巣・熊谷・川越）を
使用した。
．本書に使用した引用・参考文献は、著者・発行
年の順で表記し、その他の参考文献とともに巻
末に一覧を掲載した。
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　　　　５　第１号方形周溝墓遺物出土状況（１）



　　　　６　第１号方形周溝墓遺物出土状況（２）
　　　　７　第２号方形周溝墓
　　　　８　第２号方形周溝墓（東溝）遺物出土状況
図版 　１　第３号方形周溝墓
　　　　２　第３（奥）・４（手前）号方形周溝墓
　　　　３　第５号方形周溝墓
　　　　４　第５号方形周溝墓遺物出土状況（１）
　　　　５　第５号方形周溝墓遺物出土状況（２）
　　　　６　第５号方形周溝墓遺物出土状況（３）
　　　　７　第５号方形周溝墓遺物出土状況（４）
　　　　８　第５号方形周溝墓遺物出土状況（５）
図版 　１　第５号方形周溝墓遺物出土状況（６）
　　　　２　第５号方形周溝墓遺物出土状況（７）
　　　　３　第６号方形周溝墓
　　　　４　第６号方形周溝墓（北溝）溝内土壙
　　　　５　第６号方形周溝墓遺物出土状況（１）
　　　　６　第６号方形周溝墓遺物出土状況（２）
　　　　７　第７号方形周溝墓
　　　　８　第１号掘立柱建物跡
図版 　１　第２号掘立柱建物跡
　　　　２　第３（手前）・１（奥）号掘立柱建物跡
　　　　３　第５号掘立柱建物跡
　　　　４　第６号掘立柱建物跡
　　　　５　第６（奥）・（手前）号掘立柱建物跡
　　　　６　第７号掘立柱建物跡
　　　　７　（手前から）第 ・７・９号掘立柱建物跡
　　　　８　第８号掘立柱建物跡
図版 　１　第 号掘立柱建物跡
　　　　２　第 号掘立柱建物跡
　　　　３　第 号掘立柱建物跡
　　　　４　第 号掘立柱建物跡
　　　　５　第 号掘立柱建物跡
　　　　６　第 号掘立柱建物跡
　　　　７　Ｄ区第２号掘立柱建物跡
　　　　８　Ｄ区第３号掘立柱建物跡
図版 　１　Ｄ区第４号掘立柱建物跡
　　　　２　Ｄ区第５（奥）・ 号掘立柱建物跡

　　　　３　Ｄ区第６号掘立柱建物跡
　　　　４　Ｄ区第７号掘立柱建物跡
　　　　５　Ｄ区第７号掘立柱建物跡ピット１
　　　　６　Ｄ区第８号掘立柱建物跡
　　　　７　Ｄ区第９号掘立柱建物跡
　　　　８　Ｄ区第 号掘立柱建物跡柱穴土層断面
図版 　１　Ｄ区第 （手前）・５号掘立柱建物跡
　　　　２　Ｄ区第 号掘立柱建物跡
　　　　３　Ｅ区第１号掘立柱建物跡
　　　　４　Ｅ区第２号掘立柱建物跡
　　　　５　Ｅ区第３号掘立柱建物跡
　　　　６　Ｅ区第６・７・５・４（奥）号掘立柱建

物跡
　　　　７　Ｅ区第４号掘立柱建物跡
　　　　８　Ｅ区第５号掘立柱建物跡
図版 　１　Ｅ区第６号掘立柱建物跡
　　　　２　Ｅ区第７号掘立柱建物跡
　　　　３　第２（手前）・１号柵列跡
　　　　４　第３・４号柵列跡、第 号掘立柱建物跡
　　　　５　第５号柵列跡
　　　　６　第６号柵列跡
　　　　７　第６号柵列跡（中央）
　　　　８　Ｅ区第１号柵列跡
図版 　１　Ｅ区第２号柵列跡
　　　　２　第６号土壙
　　　　３　第８号土壙遺物出土状況
　　　　４　第 号土壙遺物出土状況
　　　　５　第 号土壙遺物出土状況
　　　　６　Ｄ区第１号土壙
　　　　７　Ｄ区第２号土壙
　　　　８　Ｄ区第７号土壙
図版 　１　Ｄ区第 号土壙遺物出土状況
　　　　２　Ｄ区第 号土壙遺物出土状況
　　　　３　Ｄ区第 号土壙
　　　　４　Ｅ区第１号土壙
　　　　５　Ｅ区第７号土壙
　　　　６　Ｅ区第 号土壙



　　　　７　Ｅ区第 号土壙
　　　　８　Ｅ区第 号土壙遺物出土状況
図版 　１　Ｅ区第 ・ 号土壙
　　　　２　Ｅ区第 ・ （奥）号土壙
　　　　３　第１号井戸跡
　　　　４　第２号井戸跡
　　　　５　第２号井戸跡遺物出土状況
　　　　６　第５号井戸跡
　　　　７　第６号井戸跡
　　　　８　第７号井戸跡
図版 　１　第８号井戸跡
　　　　２　第９号井戸跡（井戸枠）
　　　　３　第 号井戸跡
　　　　４　第 号井戸跡
　　　　５　第 号井戸跡遺物出土状況
　　　　６　第 号井戸跡
　　　　７　第 号井戸跡
　　　　８　第 号井戸跡
図版 　１　第 ・ 号井戸跡
　　　　２　第 号井戸跡
　　　　３　第 号井戸跡
　　　　４　第 号井戸跡
　　　　５　第 号井戸跡
　　　　６　第 号井戸跡
　　　　７　第 号井戸跡
　　　　８　第 号井戸跡
図版 　１　第 号井戸跡
　　　　２　第 号井戸跡
　　　　３　第 号井戸跡
　　　　４　第 号井戸跡
　　　　５　第 号井戸跡
　　　　６　第 号井戸跡
　　　　７　第 （奥）・ 号井戸跡
　　　　８　第 号井戸跡
図版 　１　（左から）第 ～ 号井戸跡
　　　　２　第 号井戸跡遺物出土状況
　　　　３　第 号井戸跡

　　　　４　第 （左）・ 号井戸跡
　　　　５　第 号井戸跡
　　　　６　第 号井戸跡
　　　　７　第 号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　８　第 号井戸跡遺物出土状況（２）
図版 　１　第 号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　２　第 号井戸跡遺物出土状況（２）
　　　　３　第 号井戸跡
　　　　４　第 号井戸跡
　　　　５　Ｄ区第１号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　６　Ｄ区第１号井戸跡遺物出土状況（２）
　　　　７　Ｄ区第２号井戸跡
　　　　８　Ｄ区第３号井戸跡
図版 　１　Ｄ区第６号井戸跡
　　　　２　Ｄ区第７号井戸跡遺物出土状況
　　　　３　Ｄ区第８号井戸跡
　　　　４　Ｄ区第９号井戸跡
　　　　５　Ｄ区第９号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　６　Ｄ区第９号井戸跡遺物出土状況（２）
　　　　７　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　８　Ｄ区第 号井戸跡
図版 　１　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　２　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　３　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　４　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（２）
　　　　５　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（３）
　　　　６　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（４）
　　　　７　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（５）
　　　　８　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（６）
図版 　１　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（７）
　　　　２　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（８）
　　　　３　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　４　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　５　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　６　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　７　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　８　Ｄ区第 号井戸跡（右）、



　　　　　　Ｈ－ グリッドピット１（左）
図版 　１　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　２　Ｄ区第 号井戸跡（手前）、第４号掘

立柱建物跡ピット３（奥）
　　　　３　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　４　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　５　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　６　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　７　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（２）
　　　　８　Ｄ区第 ・ 号井戸跡
図版 　１　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　２　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　３　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（２）
　　　　４　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　５　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　６　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　７　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　８　Ｄ区第 号井戸跡遺物出土状況（２）
図版 　１　Ｄ区第 号井戸跡
　　　　２　Ｅ区第１号井戸跡
　　　　３　Ｅ区第２号井戸跡
　　　　４　Ｅ区第３号井戸跡
　　　　５　Ｅ区第３号井戸跡遺物出土状況
　　　　６　Ｅ区第４号井戸跡
　　　　７　Ｅ区第４号井戸跡遺物出土状況
　　　　８　Ｅ区第５号井戸跡
図版 　１　Ｅ区第６号井戸跡
　　　　２　Ｅ区第７号井戸跡遺物出土状況（１）
　　　　３　Ｅ区第７号井戸跡遺物出土状況（２）
　　　　４　Ｅ区第８号井戸跡
　　　　５　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　６　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　７　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　８　Ｅ区第 号井戸跡
図版 　１　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　２　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　３　Ｅ区第 号井戸跡

　　　　４　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　５　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　６　Ｅ区第 号井戸跡
　　　　７　Ｄ区第１号墳（奥）
　　　　８　Ｄ区第１号墳東側
図版 　１　Ｄ区第１号墳遺物出土状況（１）
　　　　２　Ｄ区第１号墳遺物出土状況（２）
　　　　３　Ｄ区第２号墳
　　　　４　Ｄ区第２号墳遺物出土状況（１）
　　　　５　Ｄ区第２号墳遺物出土状況（２）
　　　　６　Ｄ区第２号墳遺物出土状況（３）
　　　　７　Ｄ区第２号墳遺物出土状況（４）
　　　　８　Ｄ区第２号墳遺物出土状況（５）
図版 　１　Ｄ区第２号墳遺物出土状況（６）
　　　　２　Ｄ区第３号墳
　　　　３　Ｄ区第３号墳遺物出土状況（１）
　　　　４　Ｄ区第３号墳遺物出土状況（２）
　　　　５　Ｄ区第３号墳遺物出土状況（３）
　　　　６　Ｄ区第３号墳遺物出土状況（４）
　　　　７　Ｅ区第１号墳
　　　　８　Ｅ区第１号墳遺物出土状況
図版 　１　Ｅ区第２号墳
　　　　２　Ｅ区第２号墳遺物出土状況（１）
　　　　３　Ｅ区第２号墳遺物出土状況（２）
　　　　４　Ｅ区第２号墳遺物出土状況（３）
　　　　５　Ｅ区第３号墳（奥）、第 号溝跡（右）
　　　　６　第１号溝跡遺物出土状況（１）
　　　　７　第１号溝跡遺物出土状況（２）
　　　　８　第 号溝跡（中央）、第１号周溝状遺構
図版 　１　第 ・ 号溝跡（中央）、第３号周溝

状遺構
　　　　２　第 ・ （中央）・（奥）号溝跡
　　　　３　第 号溝跡遺物出土状況
　　　　４　第 号溝跡（左）、第 号井戸跡（右）
　　　　５　第 号溝跡、第 号井戸跡（手前）
　　　　６　（左から）第 ・ ・ ・ 号溝跡
　　　　７　（左から）第 ・ ・ ・ 号溝跡



　　　　８　第 （左）・ （中央）・ （右）号溝跡
図版 　１　第 （手前）・ 号溝跡
　　　　２　（左から）第 ・ ・ ・ 号溝跡
　　　　３　第 号溝跡遺物出土状況
　　　　４　第 （中央）・（右）号溝跡
　　　　５　第 号溝跡遺物出土状況
　　　　６　第 号溝跡
　　　　７　第 号溝跡（中央）、第 号周溝状遺構
　　　　８　（手前から）第 ・ ・ ・ 号溝跡
図版 　１　（左から）第 ・ 号溝跡
　　　　２　第 号溝跡
　　　　３　第 号溝跡
　　　　４　第 号溝跡
　　　　５　（左から）第 ・ 号溝跡、第 号井戸跡
　　　　６　第 （中央）・ （奥）号溝跡
　　　　７　第 号溝跡
　　　　８　（手前から）第 ・ 号溝跡
図版 　１　（左から）第 ・ ・ 号溝跡
　　　　２　（手前から）第 号溝跡、第 号土壙
　　　　３　第 号溝跡
　　　　４　（左から）第 号溝跡、第 ・ 号土壙
　　　　５　第 号溝跡
　　　　６　第 号溝跡（中央）、Ｃ区全景
　　　　７　第 号溝跡
　　　　８　（手前から）第 ・ ・ 号溝跡
図版 　１　第（中央）・ ・ （奥）号溝跡
　　　　２　（左から）第 ・ ・ 号溝跡
　　　　３　（左から）Ｄ区第 ・４・３・ 号溝跡
　　　　４　（左から）Ｄ区第 ・ ・ 号溝跡
　　　　５　Ｄ区第 号溝跡遺物出土状況
　　　　６　Ｄ区第 号溝跡遺物出土状況
　　　　７　Ｄ区第 号溝跡（中央）
　　　　８　（左から）Ｄ区第 ・ ・ 号溝跡
図版 　１　（右から）Ｄ区第 ・ ・ ・ ・ 号溝跡
　　　　２　Ｄ区第 号溝跡遺物出土状況
　　　　３　Ｄ区第 （中央）・（左）号溝跡
　　　　４　（左から）Ｄ区第 ・ ・ ・ ・ 号

溝跡
　　　　５　Ｄ区第 号溝跡遺物出土状況（１）
　　　　６　Ｄ区第 号溝跡遺物出土状況（２）
　　　　７　Ｄ区第 号溝跡、Ｅ区第２号墳（左）
　　　　８　Ｄ区第 号溝跡、第 ・ （奥）号井戸跡
図版 　１　（左から）第１号方形周溝墓、Ｅ区第

１号溝跡、第３号方形周溝墓
　　　　２　Ｅ区第１号溝跡遺物出土状況
　　　　３　第２号溝跡、Ｅ区第５号周溝状遺構（左）
　　　　４　第３号溝跡、Ｅ区第２号方形周溝墓
　　　　５　Ｅ区第４号溝跡遺物出土状況
　　　　６　Ｅ区第５号溝跡
　　　　７　Ｅ区第 号溝跡
　　　　８　Ｅ区第 号溝跡
図版 　１　Ｅ区第 号溝跡遺物出土状況
　　　　２　第１号性格不明遺構
　　　　３　第２号性格不明遺構
　　　　４　第３号性格不明遺構遺物出土状況
　　　　５　第１号火葬墓跡出土状況
　　　　６　Ｆ－ グリッド　ピット１遺物出土状況
　　　　７　Ｇ－７グリッド　ピット 遺物出土状況
　　　　８　Ｋ－５グリッド　ピット１遺物出土状況
図版 　１　第２号住居跡（第 図１）
　　　　２　第１号周溝状遺構（第 図１）
　　　　３　第３号周溝状遺構（第 図３）
　　　　４　第３号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　５　第３号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　６　第４号周溝状遺構（第 図１）
図版 　１　第８号周溝状遺構（第 図１）
　　　　２　第８号周溝状遺構（第 図２）
　　　　３　第 号周溝状遺構（第 図１）
　　　　４　第 号周溝状遺構（第 図８）
　　　　５　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　６　第 号周溝状遺構（第 図 ）
図版 　１　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　２　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　３　第 号周溝状遺構（第 図 ）



　　　　４　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　５　第 号周溝状遺構（第 図２）
　　　　６　第 号周溝状遺構（第 図４）
図版 　１　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　２　第 号周溝状遺構（第 図１）
　　　　３　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　４　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　５　第 号周溝状遺構（第 図６）
　　　　６　第 号周溝状遺構（第 図７）
図版 　１　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　２　第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　３　第 号周溝状遺構（第 図３）
　　　　４　第 号周溝状遺構（第 図４）
　　　　５　第 号周溝状遺構（第 図９）
　　　　６　第 号周溝状遺構（第 図２）
図版 　１　第 号周溝状遺構（第 図４）
　　　　２　Ｄ区第１号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　３　Ｄ区第８号周溝状遺構（第 図１）
　　　　４　Ｄ区第９号周溝状遺構（第 図７）
　　　　５　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図１）
　　　　６　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図３）
図版 　１　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図４）
　　　　２　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図６）
　　　　３　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図８）
　　　　４　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　５　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図 ）
　　　　６　Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図 ）
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Ⅰ　発掘調査の概要
１．発掘調査に至る経過
　平成 年度からの新５か年計画『ゆとりとチャ
ンスの埼玉プラン』に「渋滞のない円滑な自動車
交通の実現」という基本目標を揚げている。この
ような中、国土交通省関東地方整備局大宮国道事
務所が主体となって建設を進める首都圏中央連絡
自動車道は県内を東西に結ぶ大動脈としてその完
成が待望されている。
　埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課で
は、首都圏中央連絡自動車道建設に係る埋蔵文化
財の保護について、昭和 年の入間・狭山・日高地
区を皮切りに現在まで国土交通省などの関係機関
と事前協議を重ね、調整を図ってきたところであ
る。
　さて、本書で報告される個所については、工事
計画に先立ち国土交通省関東地方整備局大宮国道
事務所長（当時）より平成 年５月９日付け大国工
第 号で埋蔵文化財の所在及び取り扱いについ
て、県教育委員会教育長（以下「県教育長」）あて
の照会があった。当該個所は周知の埋蔵文化財包
蔵地になっていなかったため、県教育長から平成
年 月 日付け教文第 号で、今後試掘調査
が必要となる範囲の一つとして回答した。実際に

試掘調査を実施したのは平成 年２月７日と８日
で、古墳時代前期を中心とした遺構・遺物が確認
された。この箇所は富田後遺跡（ － ）として
平成 年２月８日、遺跡台帳に登載された。
　その取扱いについて協議を重ねたが、現状保存
は困難であることから記録保存の措置を講ずるこ
とになった。
　発掘調査については、財団法人埼玉県埋蔵文化
財調査事業団（以下「事業団」）が受託することに
なった。文化財保護法第 条による埋蔵文化財発
掘通知が大宮国道事務所長から平成 年３月 日
付け大国工第 号で提出された。それに対する保
護法上必要な勧告は県教育長から平成 年３月
日付け教文第４－ 号で行われた。
　文化財保護法第 条の規定による発掘調査届に
ついては、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団
理事長から地元川島町教育委員会経由で県教育長
あてに提出された。これに対する県教育委員会と
しての発掘調査の指示は次の文書で行った。
　平成 年６月 日付け教生文第２－ 号
　平成 年９月６日付け教生文第２－ 号

（生涯学習文化財課）

― ―



２．発掘調査・報告書作成の経過
（１）発掘調査
　富田後遺跡の発掘調査は、平成 年度（第１次）・
年度（第２次）に実施した。調査対象面積は、
, ㎡である。

平成 年度（富田後第１次）
　富田後遺跡第１次の発掘調査は、平成 年６月
１日から開始した。調査面積は , ㎡である。
　調査地点は、現道によって分断されていたため、
便宜的にＡ～Ｅと命名し調査を行った。
　平成 年６月中に事務手続き、事務所設置作業
を行い、重機による表土除去作業を開始した。
　６月中旬、人力で遺構確認を行い、Ａ・Ｂ区か
ら調査を実施した。６月下旬と８月上旬に基準点
測量を実施した。
　調査の進展に伴い順次、土層断面図、平面図等
の作成、遺物の取り上げ、および写真撮影を行っ
た。
　平成 年 月に、遺構の分布状況を把握するた
め、空中写真撮影を実施した。
　 月上旬、調査が終了したＡ・Ｂ区の重機による
埋め戻しを行った。
　事務処理等を含め、すべての作業を 月上旬に
終了した。

平成 年度（富田後第２次）
　富田後遺跡第２次の発掘調査は、平成 年８月
１日から開始した。調査面積は、 , ㎡である。
　Ｃ区の残り部分とＤ・Ｅ区を、人力で遺構確認
を行い、順次、土層断面図、平面図等の作成、遺
物の取り上げ、写真撮影を行った。
　平成 年 月、平成 年１月に、遺構の分布状況
を把握するため、空中写真撮影を実施した。
　平成 年１月下旬、調査が終了したＣ～Ｅ区の
重機による埋め戻しを行った。
　事務処理、事務所撤去等を含め、すべての作業

を１月 日に終了した。

（２）整理報告書の作成
　富田後遺跡の整理・報告書作成事業は、平成
～ 年度に実施した。以下、年度ごとの整理・報
告書作成の経過を述べる。
　なお、遺物の整理にあたって、コンテナ総数
箱の内、平成 年度に 箱、平成 年度に 箱、平
成 年度に 箱を対象とすることとした。

平成 年度
　平成 年度の整理・報告書作成は、平成 年 月
１日から平成 年３月 日まで実施した。
　 月当初から、遺物の水洗・注記作業と、同時に
遺構図面の修正・第二原図の作成、および遺構写
真整理を行った。続いてコンテナ 箱分の遺物に
ついての接合・復元作業を行った。
　 月からグラフィックソフトによる遺構図のデ
ジタルトレースを開始した。続いて、遺構分布図、
全体図の作成、遺構のデータ処理などの作業を３
月末まで実施した。

平成 年度
　平成 年度の整理・報告書作成は、平成 年４月
８日から平成 年３月 日まで実施した。
　４月当初から遺物実測・拓本、遺構図面の修正・
第二原図の作成、遺構図のデジタルトレース作業、
併せて遺構分布図、全体図の作成、遺構のデータ
処理、遺構図版の版組みなどを３月末まで実施し
た。
　遺物の接合・復元作業は、調査区ごとに行う必
要から４月と９月～３月に、水洗・注記作業は５
月～８月に行った。
　８月より遺物図版の版組み、 月より遺構写真
整理、報告書の割り付けを開始し、３月末まで
行った。

― ―



平成 年度
　平成 年度の整理・報告書作成は、平成 年４月
８日から平成 年９月 日まで実施した。
　４月当初から５月下旬にかけて、コンテナ 箱
分の遺物の接合・復元作業を行った。また、平成
年度から継続している遺構図面の修正・第二原
図の作成、グラフィックソフトによる遺構図のデ
ジタルトレース、および遺物の実測・拓本、遺構
図の作成や、遺物実測図のコピーによる仮版組み
等の作業を実施した。
　これらと併行して、４月当初から６月にかけて、

３．発掘調査・報告書作成の組織
平成 年度（発掘調査）
理　　　事　　　長　　　　福　田　陽　充
常務理事兼管理部長　　　　保　永　清　光
管理部
管 理 部 副 部 長　　　　村　田　健　二
主　　　　　　　席　　　　高　橋　義　和

平成 年度（発掘調査）
理　　　事　　　長　　　　福　田　陽　充
常務理事兼総務部長　　　　岸　本　洋　一
（常務理事兼総務部長）　　　保　永　清　光
総務部
総 務 部 副 部 長　　　　昼　間　孝　志
総 務 課 長　　　　高　橋　義　和

遺物実測図のトレースを行った。
　６月末から７月上旬にかけて、遺物の写真撮影
を行い、遺物写真図版の編集作業を開始した。
　その後、報告書の割り付けと原稿執筆を９月末
にかけて行った。
　９月、作業が終了した段階で、遺構図面類・出
土遺物を分類・整理し、収納作業を行った。
　９月下旬に、入札により印刷会社を決定し、入
稿した。
　その後、３回の校正を経て、 月下旬に報告書を
刊行した。

調査部
調 査 部 長　　　　今　泉　泰　之
調 査 部 副 部 長　　　　坂　野　和　信
主席調査員（調査第二担当）　劔　持　和　夫
統 括 調 査 員　　　　大　谷　　　徹
主 任 調 査 員　　　　福　田　　　聖
調　　　査　　　員　　　　村　端　和　樹

調査部
調 査 部 長　　　　今　泉　泰　之
調 査 部 副 部 長　　　　小　野　美代子
主幹兼調査第一課長　　　　金　子　直　行
主　　　　　　　査　　　　黒　坂　禎　二
主　　　　　　　査　　　　上　野　真由美
主　　　　　　　査　　　　福　田　　　聖
主　　　　　　　事　　　　篠　田　泰　輔

― ―



平成 年度（報告書作成）
理　　　事　　　長　　　　刈　部　　　博
常務理事兼総務部長　　　　萩　元　信　隆
総務部
総 務 部 副 部 長　　　　昼　間　孝　志
総 務 課 長　　　　田　中　雅　人

平成 年度（報告書作成）
理　　　事　　　長　　　　藤　野　龍　宏
常務理事兼総務部長　　　　萩　元　信　隆
総務部
総 務 部 副 部 長　　　　金　子　直　行
総 務 課 長　　　　田　中　雅　人

平成 年度（報告書作成）
理　　　事　　　長　　　　藤　野　龍　宏
常務理事兼総務部長　　　　根　本　　　勝
総務部
総 務 部 副 部 長　　　　金　子　直　行
総 務 課 長　　　　矢　島　将　和

調査部
調 査 部 長　　　　小　野　美代子
調 査 部 副 部 長　　　　礒　﨑　　　一
整 理 第 一 課 長　　　　宮　井　英　一
主　　　　　　　査　　　　鈴　木　孝　之

調査部
調 査 部 長　　　　小　野　美代子
調 査 部 副 部 長　　　　昼　間　孝　志
調査監兼整理第一課長　　　劔　持　和　夫
主　　　　　　　査　　　　鈴　木　孝　之

調査部
調 査 部 長　　　　小　野　美代子
調 査 部 副 部 長　　　　劔　持　和　夫
主幹兼整理第一課長　　　　細　田　　　勝
主　　　　　　　査　　　　鈴　木　孝　之

― ―



Ⅱ　遺跡の立地と環境
１．地理的環境
　関東平野は、西に関東山地・丹沢山地、北に三
国山地・足尾山地、東に筑波山地が連なり、南は
多摩丘陵・三浦丘陵・下総丘陵に取り囲まれた盆
地状の地形となっている。
　関東平野は、台地と低地に大別できる。台地は、
下総台地・猿島台地・大宮台地・武蔵野台地など
があり、関東平野における主要な地形を形成して
いる。
　低地は、台地を刻んだ平野内で高度的に最も低
い一帯で、低地名は、その低地を流れる河川名を
冠するものが大部分である。
　富田後遺跡が立地する川島町は、埼玉県のほぼ
中央部、荒川低地の中流部に位置する。川島町は、
大小の河川によって形成された自然堤防・河川の
流路跡・後背湿地からなる。自然堤防と後背湿地、
沖積平野の河川中流部に特徴的な地形であり、川

島町はこれらの地形が発達した地域である。その
地形景観は、現在に至るまで極めて良好に保存さ
れており、関東随一といわれている。
　川島町は、隣接する市町とは河川によって画さ
れている。北は市野川により吉見町と、東は荒川
により上尾市・桶川市と、南は入間川により川越
市と、西は越辺川・都幾川により坂戸市・東松山
市と画されている。
　川島町域では、大小の河川は概ね北西方向から
南東方向に向かって流下している。町域の西、東
松山市高坂付近では、越辺川と都幾川が合流し、
さらに下流の川越市との境界付近では入間川と合
流する。そして入間川は、上尾市・さいたま市と
の境界付近で荒川に合流する。町域の北では市野
川が東流して、北本市・桶川市付近で荒川に合流
している。

― ―

第１図　埼玉県の地形



― ―

第２図　遺跡周辺の地形



　川島町における現在の土地利用は、自然堤防上
は宅地や畑地、後背湿地や流路跡の多くは水田域
となっている。
　川島町の自然堤防は、古期・中期・新期の三期
に分類されている（川島町 ）。古期自然堤防
は、断続的に併行する飯島と安塚の自然堤防で、
その間が旧流路跡とされている。両自然堤防の標
高と幅は、前者が標高 . ～ . ｍ、幅約 ｍ、後
者が標高 . ～ . ｍ、幅約 ｍである。現在は、
水田面である旧流路跡の標高は . ～ . ｍ、幅は
ｍと広い。

　中期自然堤防では、平沼に認められる並行する
二筋の自然堤防があり、その間が旧流路とされる。
　二筋の自然堤防のうち、北側に位置する自然堤
防の後背湿地（北側）は、自然堤防から約 ｍ離
れた地点で、標高 . ｍ、自然堤防近辺で . ｍで
ある。この自然堤防は、標高 . ～ . ｍ、幅約
ｍ。両自然堤防の間の、現水田面である旧流路跡
の標高は . ～ . ｍ、幅 ｍである。南側の自然
堤防は、標高 . ～ . ｍ、幅約 ｍ、自然堤防南
の後背湿地は標高約 . ｍとなっている。
　この二筋の中期流路跡のうち、左岸側に位置す
る自然堤防上には、平沼一丁田遺跡（岡田 ）、
右岸の自然堤防上には白井沼遺跡（栗岡 ）が立
地している。
　両遺跡ともに、縄文時代中期の遺構と遺物が検
出されており、自然堤防が縄文時代中期には形成
されていたと考えられる。この中期自然堤防は、
新期自然堤防によって分断されている。中期自然
堤防については、宮前から上狢下狢にかけて、半
円形を成して明瞭に残存しているが、これと並行
する自然堤防は認められず、旧流路の痕跡は失わ
れている。
　このみごとな円弧を描く自然堤防内側の水田面
の標高は . ～ . ｍ、外側の水田面では . ～

. ｍである。自然堤防の標高は、川島町管内図
（平成９年９月測図、平成 年２月修正）をみる
と、新期自然堤防との接点では標高 . ｍである。
　新期自然堤防では、鳥羽井の自然堤防について
は薬師堂付近の標高 . ｍの地点が最高位であ
る。しかしこの自然堤防については、標高 . ～
. ｍの高度が一般的であるといわれている。こ
の自然堤防南側の、現水田面である流路跡の中央
付近では、標高 . ｍ前後の高さを示している。
　下谷ツ林の自然堤防の標高は、 . ～ . ｍであ
り、鳥羽井の自然堤防の標高より若干低い。南に
ある後背湿地の標高は北の . ｍから南の . ｍ
というように、南に向かって次第に低くなってい
く。
　下小見野から出丸本にかけて、並行する二筋の
自然堤防が存在する。その間に旧流路が存在し、
富田後遺跡は、旧流路の右岸側に立地している。
そして左岸側の自然堤防上、約 ｍ上流に元宿遺
跡（鈴木 ）が存在する。
　富田後遺跡が存在する自然堤防は . ～ . ｍ
というように高低差が大きく、最大幅は約 ｍ、
自然堤防北側の後背湿地では、標高 . ｍを測る。
元宿遺跡が存在する、左岸側の自然堤防との間の
旧流路跡では、標高 . ～ . ｍ、最大幅約 ｍ、
その南の後背湿地では、標高 . ～ . ｍを測る。
　なお、この他に越辺川沿いにも新期自然堤防が
認められる。
　町内の芝沼堤外遺跡（金子 ）や東野遺跡（岡
田 ）は、現在の荒川右岸側に立地する遺跡で、
現地表下５ｍ程の位置から、縄文時代前期の遺構
や遺物が検出されている。しかし両遺跡とも、現
地形からは遺跡が立地していたであろう自然堤防
を窺い知ることはできない。このことから、ほか
にも埋没している自然堤防が存在する可能性が考
えられる。

― ―



― ―

第３図　周辺の遺跡



２．歴史的環境
　川島町内における発掘調査例は少ないが、町史
編纂事業や、近年の首都圏中央連絡自動車道の新
設事業、入間川河川改修工事事業に伴う発掘調査
などの成果によって、徐々に過去の姿が浮かび上
がりつつある。

　以下に、富田後遺跡の所在する川島町を中心に、
時代ごとに歴史的環境を概観していく。
旧石器時代
　川島町では、旧石器時代の遺跡は確認されてい
ない。旧石器時代には、川島町は位置的・地質学

― ―

第１表　周辺の遺跡一覧
市町村 番号 遺　跡　名 時　　　　代

川島町 １ 富田後遺跡 縄文　古墳　奈良・平安
中・近世

川島町 ２ 元宿遺跡 縄文　弥生　古墳
奈良・平安　中・近世

川島町 ３ 白井沼遺跡 縄文　古墳
川島町 ４ 平沼一丁田遺跡 縄文　古墳　中・近世
川島町 ５ 宮ノ町遺跡 奈良・平安
川島町 ６ 安楽寺遺跡 古墳　奈良・平安
川島町 ７ 稲荷塚遺跡 古墳
川島町 ８ 正直稲荷町遺跡 古墳　奈良・平安　中・近世
川島町 ９ 山王塚古墳 古墳
川島町 正直玉作遺跡 古墳
川島町 塚ノ腰古墳 古墳
川島町 吹塚古墳 古墳　奈良・平安　中・近世
川島町 華蔵院地蔵堂遺跡 古墳　中・近世
川島町 西見寺遺跡 奈良・平安
川島町 極楽寺遺跡 古墳　奈良・平安　中・近世
川島町 上八ッ林古墳 古墳
川島町 宮ヶ谷戸遺跡 古墳　中・近世
川島町 柳町遺跡Ａ区 古墳
川島町 柳町遺跡Ｂ区 古墳　奈良・平安
川島町 大塚古墳 古墳
北本市 宮岡遺跡 古墳　奈良・平安
北本市 雷電遺跡 縄文　古墳　中・近世
北本市 問屋坂遺跡 古墳
北本市 市場Ⅰ遺跡 縄文　奈良・平安　中・近世
北本市 諏訪山北遺跡 古墳
北本市 諏訪山南遺跡 古墳　中・近世

北本市 下宿遺跡 縄文　古墳　奈良・平安
中・近世

北本市 元屋敷遺跡 縄文　古墳　奈良・平安
北本市 庚塚遺跡 古墳　中・近世
桶川市 東台Ⅰ遺跡 古墳
桶川市 台原遺跡 弥生　古墳
桶川市 大平遺跡 旧石器　縄文　古墳　中・近世
桶川市 西台遺跡 縄文　古墳
桶川市 前原遺跡 縄文　古墳　中・近世
桶川市 中台Ⅱ遺跡 古墳
桶川市 川田谷古墳群 古墳
桶川市 永久保Ⅰ遺跡 弥生
桶川市 若宮台遺跡 古墳
桶川市 三ツ木遺跡 弥生　古墳　中・近世
川島町 村並遺跡 弥生　古墳　奈良・平安
川島町 尾崎遺跡 古墳　奈良・平安　中・近世
川島町 富士浅間塚古墳 古墳
川島町 愛宕塚古墳 古墳
川島町 養竹院内古墳 古墳
川島町 廣徳寺古墳 古墳　中・近世
川島町 廣徳寺遺跡 中・近世
川島町 慶徳寺古墳 古墳

市町村 番号 遺　跡　名 時　　　　代
川島町 西谷遺跡 古墳
川島町 浅間塚古墳 古墳
川島町 森谷稲荷古墳 古墳
川島町 上廓天神社遺跡 奈良・平安
川島町 中廓正泉寺遺跡 奈良・平安
川島町 堂地遺跡 古墳　奈良・平安　中・近世
川島町 上伊草堀ノ内遺跡 奈良・平安　中・近世
坂戸市 牛塚山古墳群 古墳
坂戸市 小沼堀之内遺跡 古墳

坂戸市 木曽免遺跡 旧石器　弥生　古墳
奈良・平安　中・近世

坂戸市 北谷遺跡 縄文　古墳　中・近世
川島町 東福院遺跡 中・近世
坂戸市 高窪遺跡 古墳
坂戸市 景台遺跡 縄文　中・近世
坂戸市 天王山古墳群 古墳
坂戸市 上谷遺跡 古墳
坂戸市 下小坂古墳群 奈良・平安
川越市 登戸遺跡 縄文　弥生　古墳　中・近世

川越市 会下遺跡 弥生　古墳　奈良・平安
中・近世

川越市 花見堂遺跡 弥生　古墳　奈良・平安
中・近世

川越市 浅間下遺跡 古墳　奈良・平安　中・近世
川越市 南山田遺跡 弥生　古墳
川越市 日枝神社遺跡 古墳　中・近世
川越市 龍光遺跡 奈良・平安　中・近世
川越市 河越館跡 奈良・平安　中・近世
川越市 天王遺跡 奈良・平安　中・近世
川越市 山王久保遺跡 奈良・平安　中・近世

川越市 霞ヶ関遺跡 弥生　古墳　奈良・平安
中・近世

川越市 川越城遺跡 中・近世
桶川市 宮岡Ⅱ遺跡 縄文
川島町 芝沼堤外遺跡 縄文

川島町 荒川河床市野川合流
地点遺跡 縄文

桶川市 荒川河床内遺跡 縄文
川島町 東野遺跡 縄文

川島町 荒川河床太郎右衛門
橋付近遺跡 縄文

川島町 入間川河床遺跡Ａ地
点 縄文

川越市 入間川西河床遺跡 縄文

川島町 入間川河床遺跡Ｄ地
点 縄文

川島町 入間川河床遺跡Ｇ地
点 縄文

川越市 入間川東河床遺跡 縄文
川越市 上老袋遺跡 縄文
　



的にみて、現在の荒川筋に形成されていた谷の中
にあったものと推定されている。その後、沖積世
以降の河川堆積によって形成されていったと考え
られている。
　このことから、川島町周辺では、後期旧石器時
代の遺跡は発見されていない。但し、荒川対岸（左
岸）の台地上では、多数の旧石器時代の遺跡が確
認されている。
縄文時代
　川島町では、草創期・早期の土器群は出土して
いない。現在確認されている最も古い遺物は、入
間川河床遺跡Ｄ地点から出土した縄文時代早期後
葉から前期初頭にかけての土器である。
　町域内で、前期の土器が出土しているのは芝沼
堤外遺跡（ ）と東野遺跡（ ）である。
　東野遺跡では、前期終末の十三菩提式期の住居
跡８軒、土壙 基、性格不明遺構１基、集石土壙１
基が検出されている。台地上の遺跡では検出例が
乏しい前期終末期の集落跡が確認された点で重要
な遺跡といえる。
　白井沼遺跡（３）と三竹遺跡では、縄文時代中
期の土器が、平沼一丁田遺跡（４）では集石土壙
に伴って中期の土器が出土した。また、富田後遺
跡（１）と元宿遺跡（２）では、土壙内から縄文
時代後期の土器が出土している。
弥生時代
　弥生時代の遺跡は、町内の村並遺跡（ ）で中期
の条痕文系土器が出土しているが、遺構は確認さ
れていない。なお、村並遺跡と同じ、新期の自然
堤防上に立地する元宿遺跡でも、中期の土器が１
点出土している。今後、調査例が増えれば、この
時期の遺跡が検出される可能性がある。
　町外に目を転じれば、東松山市反町遺跡・銭塚
遺跡・代正寺遺跡・大西遺跡、坂戸市附島遺跡・
木曽免遺跡（ ）で弥生時代中期の集落が検出され
ている。多くは台地上に立地しているが、東松山
市反町遺跡では、自然堤防上に立地する中期の集

落が確認されている。なお埼玉県北部では、熊谷
市北島遺跡およびその周辺地域でも、自然堤防上
に中期の住居跡が確認されている。
　弥生時代後期の遺跡は、坂戸台地・高坂台地・
東松山台地・大宮台地などの台地上に立地してい
る。なお、当地域は、高坂台地・東松山台地を中
心に、後期の吉ヶ谷式土器が盛んに用いられた地
域であるが、現在までのところ、川島町内の自然
堤防上では、後期の遺跡は確認されていない。
古墳時代
　川島町域で集落が多数営まれ始めるのは、古墳
時代前期である。近年、首都圏中央連絡自動車道
をはじめとした開発事業に伴う発掘調査によっ
て、川島町域内の自然堤防上から、古墳時代前期
の遺跡が次々と検出されている。新期自然堤防上
に、北から安楽寺遺跡（６）・宮ヶ谷戸遺跡（ ）・
柳町遺跡（ ・ ）・村並遺跡・尾崎遺跡（ ）・富
田後遺跡・元宿遺跡・白井沼遺跡・平沼一丁田遺
跡・西谷遺跡（ ）等の存在が確認されている。
富田後遺跡・元宿遺跡が立地する新期自然堤防に
分断され、細長く弧状を描く中期自然堤防上には
白井沼遺跡が立地し、この自然堤防と旧流路を挟
んだ対岸には平沼一丁田遺跡が立地している。
　同じく町内の越辺川に面した自然堤防上には堂
地遺跡（ ）がある。このほか、玉作りの製作途中
の遺物が数多く出土した正直玉作遺跡（ ）があ
る。
　川島町内では、富田後遺跡を含む自然堤防上の
集落跡で、周溝状遺構と呼ばれる遺構が多数検出
されている。周溝状遺構は、従来、方形周溝墓と
されていた遺構であるが、周囲に溝を巡らせた居
住施設とされる遺構であり、尾崎遺跡・白井沼遺
跡・平沼一丁田遺跡・元宿遺跡などでも確認され
ている。
　なお、富田後遺跡の西約８㎞に位置する反町遺
跡も、自然堤防上の遺跡であるが、周溝状遺構は
１基も確認されていない。同時期で、同様の立地
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条件にある集落でありながら、竪穴住居と周溝状
遺構という違いが何に起因するのか、分布状況を
含めて、その解明が今後の課題といえる。
　川島町の北隣の吉見町では、富田後遺跡・元宿
遺跡と同じ旧流路に面した自然堤防上に、三ノ耕
地遺跡がある。この遺跡では、古墳時代前期の前
方後方形周溝墓２基が検出され、東海系の土器が
多数出土している。
　三ノ耕地遺跡に近接する吉見丘陵上には、前方
後方墳である山の根古墳が存在する。
　台地上の遺跡では、東松山市内の東松山台地上
に、番清水遺跡が存在する。また、この番清水遺
跡や、古墳時代前期を意味する五領式土器の標識
遺跡として著名な五領遺跡が立地する台地の突端
部付近には、下道添遺跡が立地している。
　都幾川を挟んだ対岸の高坂台地には、諏訪山遺
跡・高坂三番町遺跡が、台地下の自然堤防上には
反町遺跡が存在する。
　川島町内では、古墳時代中期の遺構・遺物は現
在確認されていない。
　廣徳寺古墳（ ）・大塚古墳（ ）・富士浅間塚古
墳（ ）・愛宕塚古墳（ ）・養竹院内古墳（ ）・
浅間塚古墳（ ）等は、後期の古墳である可能性が
高い。また、三竹遺跡・富田後遺跡でも古墳が検
出されている。
　後期の集落跡としては、村並遺跡・尾崎遺跡・
元宿遺跡・堂地遺跡・尾崎遺跡・宮ヶ谷戸遺跡・
正直玉作遺跡・極楽寺遺跡などがある。
　なお、白井沼遺跡・平沼一丁田遺跡の立地して
いる自然堤防は中期自然堤防であるが、この２遺
跡以外の他はいずれも新期自然堤防に立地してい
る。
奈良・平安時代
　川島町内におけるこの時期の遺跡の調査例は少

なく、奈良・平安時代の遺跡として、正直稲荷町
遺跡（８）・尾崎遺跡・村並遺跡・元宿遺跡・堂地
遺跡・西見寺遺跡（ ）・極楽寺遺跡（ ）・三竹遺
跡などがあげられるにとどまる。
　なお、三竹遺跡からは、「貴」・「長」・「玉」等が
墨書された須恵器坏が出土しており、周辺に集落
が存在していた可能性も考えられる。
中・近世
　文献資料の上では、川島町域には三尾谷（三保
谷）・小見野（尾美野）などの字名のあったことが
知れる。『吾妻鏡』の中にみられる武蔵武士、三尾
谷十郎広徳や小見野四郎盛行は、これらの地を根
拠地としていたとされる。ちなみに、三尾谷十郎
広徳は、三保谷（三尾谷）郷を名字としている。
　また歴史にまつわる地名として、「元宿」が現存
しているが、その周辺は「宿」の存在が想定され
ている地点であり、地名はこの宿に由来している
と考えられる。このことは元宿遺跡の出土遺物か
らも裏付けられる。
　町内の中世遺跡として、三尾谷十郎広徳の館跡
とされる廣徳寺遺跡（ ）のほか、廣徳寺古墳・平
沼一丁田遺跡・白井沼遺跡・宮ヶ谷戸遺跡・尾崎
遺跡・極楽寺遺跡・吹塚古墳（ ）・正直稲荷町遺
跡・上伊草堀ノ内遺跡（ ）・華蔵院地蔵堂遺跡
（ ）・東福院遺跡（ ）・堂地遺跡・三竹遺跡・元
宿遺跡・富田後遺跡を含め 遺跡が知られている。
遺跡や板碑の分布状況から、すべての中・近世遺
跡が自然堤防上に展開していることが分かる。
　以上の遺跡の内、発掘調査が行われたのは、堂
地遺跡・白井沼遺跡・元宿遺跡・富田後遺跡・平
沼一丁田遺跡・三竹遺跡の６遺跡である。しかし、
今後発掘調査の事例が増せば、この時期の遺跡も
さらに増加すると推測される。
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Ⅲ　遺跡の概要
　富田後遺跡は、埼玉県比企郡川島町大字牛ヶ谷
戸字富田後 番地他に所在し、川島町役場の東約
１㎞に位置している。調査は、一般国道 号首都
圏中央連絡自動車道新設工事に伴うもので、平成
年６月１日から平成 年 月 日、平成 年８
月１日から平成 年１月 日まで、延べ ヶ月間
実施された。
　遺跡は、川島町中央よりやや東寄りを、北西か
ら南東へと流下する河川によって形成された新期
自然堤防上に立地している（第２図）。この旧流路
は蛇行が激しく、幅に違いがあるものの、両岸に
はほぼ途切れることなく自然堤防が続いている。
富田後遺跡は、この旧流路が北から東へほぼ直角
に流れ下った地点の右岸に位置している。遺跡付
近の標高は ｍ前後で、旧流路との比高差は１ｍ
程である。この旧流路の対岸、 ｍ東（上流）に
は元宿遺跡が所在する。さらに、富田後遺跡の西
側の中期自然堤防上には白井沼遺跡（本遺跡の西
約 ｍ）が所在し、その対岸に位置する自然堤防
上には、平沼一丁田遺跡（本遺跡の西約 . ㎞）が
所在している。この２遺跡からは、縄文時代中期
の土器が出土しており、この時期には自然堤防が
形成されていたことがわかる。また、富田後遺跡
や元宿遺跡でも縄文時代後期の土器が検出されて
おり、新期自然堤防がこの時期には形成されてい
たことが分かる。富田後遺跡の推定範囲は、南北
約 ｍ、東西約 ｍである。今回は、そのほぼ中
央部を南西から北東にかけて、幅 ｍ、延長約
ｍ、面積 , ㎡の発掘調査を行った。調査区

は、遺跡が立地する自然堤防をほぼ東西に横断す
る形となる。調査区の、遺跡が立地する自然堤防
内での最大比高差は ㎝程である。
　調査の結果検出された遺構は、住居跡４軒、掘
立柱建物跡 棟、柵列跡７基、方形周溝墓７基、周
溝状遺構 基、井戸跡 基、土壙 基、古墳跡６

基、溝跡 条、性格不明遺構３基、火葬墓１基、
のほか、多数のピットである。
　周溝状遺構は、古墳時代前期の居住施設と考え
られる形態のひとつであり、自然堤防上の遺跡に
みられることが多い。富田後遺跡の大きな特徴と
して以下の２点が挙げられる。
　①周溝状遺構が大多数を占め、竪穴住居は例外
的であること。

　②井戸を埋めるに当たり、土器を納めていると
考えられる例が極めて多いこと。

　①については、遺構数や、遺構の集中度からみ
ても、関東地方屈指であるといえる。なぜ居住施
設の選択肢として、周溝状遺構を採用したのか、
今後解明しなければならない課題である。
　②については、この時期の井戸跡と推定される
基のうち、土器が納められていると考えられる
ものが ～ 例あるのは、希有な事例である。この
時期における井戸祭祀の事例としてのみでなく、
その比率の高さも特徴的であり、一般の集落とは
性格を異にした集落であった可能性も考えられ
る。
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第４図　基本土層図
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第５図　遺跡の位置



― ―

第６図　遺跡全体区割図
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第７図　区割図（１）
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第８図　区割図（２）
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第９図　区割図（３）
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第 図　区割図（４）
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第 図　区割図（５）
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第 図　区割図（６）



― ―

第 図　区割図（７）
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第 図　区割図（８）
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第 図　区割図（９）
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第 図　区割図（ ）



― ―

第 図　区割図（ ）
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第 図　区割図（ ）
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第 図　区割図（ ）
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第 図　区割図（ ）



Ⅳ　遺構と遺物
１．縄文時代の遺構と遺物
（１）土壙
　縄文時代の遺構は土壙が５基検出されている。
土壙から出土した土器は、いずれも後期前葉の堀
之内２式土器で、土壙の時期も同じと考えられ
る。
第 号土壙（第 ～ 図）
　Ｋ－８グリッドに位置する。北側は谷地形であ
るため、調査の過程でプランが失われており、南
側は調査区外に続き、平面形は長楕円形と推定さ
れる。断面形は皿状である。残存する遺構の規模
は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝である。
　土壙内からは複数の土器片が検出された（第
図）が、いずれも同一個体で、深鉢が単独で埋設
されていたと考えられる。第 図１～５は、同一個
体の朝顔形深鉢形土器である。推定される口径
㎝、底径は . ㎝である。口縁部に刻みを施す隆
帯を巡らせる土器で、隆帯上には縦位の８字状貼
付文を施している。口唇部の上面と口唇部直下の
内面には、１本の沈線を巡らしている。体部の文
様は、器面の磨滅が著しいため不明瞭であるが、
残存している文様から、２本の沈線を巡らせ、そ
の中に対向する弧状の沈線文を施すと考えられ
る。文様内には無節Ｌの縄文を充填する。
Ｄ区第 号土壙（第 ～ 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡と
重複し、本遺構の北側部分はプランが失われてい
る。平面形は楕円形と推定される。断面形は皿状
である。残存する遺構の規模は、長径 . ｍ、短径
. ｍ、深さ ㎝である。
　土壙内からは同一個体の複数の土器片が検出さ
れた（第 図）。第 図６～９は深鉢形土器の胴部
破片である。沈線によって、楕円文などが施文さ
れる。文様内には、単節LRの縄文を充填してい
る。

Ｄ区第 号土壙（第 ～ 図）
　Ｈ・Ｉ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号井戸
跡、Ｄ区第１号墳によって遺構の一部が失われて
いる。平面形は楕円形と推定される。断面形は皿
状である。残存する遺構の規模は、長径 . ｍ、短
径 . ｍ、深さ ㎝である。
　土壙内からは同一個体の複数の土器片が検出さ
れた（第 図）。第 図 は出土した深鉢形土器で
ある。口縁部に刻みを施す隆帯を巡らせる。口唇
部直下の内面には、沈線を１本巡らし、胴部には
沈線を２本帯状に巡らせている。器面が磨滅して
いるため不明瞭であるが、文様内には斜方向の地
文の痕跡が認められるが、原体は不明である。
Ｄ区第 号土壙（第 ・ 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第３号墳と重
複している。平面形は楕円形、断面形は皿状であ
る。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ
㎝である。長軸方位はＮ－８°－Ｅである。
　土壙の底面からは、炭化物が検出された。第 図
は出土した深鉢形土器の底部の破片である。底
径は８㎝である。底面には網代痕が認められる。
Ｅ区第 号土壙（第 ～ 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第８・ 号周溝
状遺構によって、本遺構の北側部分のプランが失
われている。平面形は楕円形と推定される。断面
形は逆台形である。残存する遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝である。
　土壙内からは、第 図 の土器が検出された。単
独で埋設された深鉢と考えられる。 は、開く口縁
部から胴上部にゆるやかな括れを持ち、胴下半で
丸みを持つ器形である。推定される口径は . ㎝
である。胴部文様は沈線によって、胴部の括れか
ら上部のみに施文される。文様は縦位の３本１組
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の沈線文を施文し、その間に波状や弧状の文様を
施文している。また、口唇部直下の内面には沈線

（２）グリッド出土遺物
　グリッド内出土の縄文時代の遺物を一括した。
出土土器（第 図１～ ）
　１～ は出土した土器である。１～８は朝顔形
深鉢形土器の口縁部の破片である。１・２は口縁
部に隆帯を貼付しないもので、３～８は隆帯を貼
付するものである。隆帯には刻みが入り、５以外
の隆帯上には８字状貼付文が施されている。１～
５の口唇部直下の内面には、沈線を巡らせている。
６～８は内面に円文や刺突文を施文する。６の突
起上面には、渦巻き文が施される。１・２は単節
LR、７は無節Ｌの縄文を文様内に充填している。
９・ は無文の口縁部から頸部で屈曲し、胴部が丸

を１本巡らしている。

みを持つ器形の土器片である。・ は粗製の深鉢
形土器の胴部破片である。 は底部の破片である。
時期は後期前葉の堀之内２式期である。
出土石器（第 図 ～ ）
　 ～ は出土した石器である。・ は打製石斧
で、 は側縁部の一部を欠損するもので、残存する
長さ . ㎝、幅 . ㎝、厚さ . ㎝、重さ . ｇ、石材
は緑泥片岩である。 は基部を欠損するもので、残
存する長さ . ㎝、幅 . ㎝、厚さ . ㎝、重さ . ｇ
で石材はホルンフェルスである。 はスクレパー
で、基部を欠損する。残存する長さ . ㎝、幅 . ㎝、
厚さ . ㎝、重さ . ｇで石材はチャートである。

― ―

第 図　土壙
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第 図　土壙遺物出土状況
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第 図　土壙出土遺物
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第 図　グリッド出土遺物



２．古墳時代～中・近世の遺構と遺物
（１）住居跡
　検出された住居跡はＢ区１軒、Ｃ区２軒、Ｄ区
１軒の併せて４軒で、Ａ・Ｅ区では検出されな
かった。４軒とも部分的な検出であり、遺存度は
きわめて低い。なお、命名に当たっては、Ｂ～Ｃ
区は連番とした。そのため、区名の表記をしてい
ない。しかしＤ区については、調査の工程上、Ｃ・
Ｄ区を並行して行ったため遺構名の重複を避ける
ために、区名を冠してＤ区第１号住居跡とした。
第１号住居跡（第 図）
　第１号住居跡はＧ－５グリッドに位置する。重
複するピットより古いと判断した。
　本住居跡の南部分は、後世の土取りのためプラ
ンは失われていた。そのため、住居跡の平面形は、
やや四隅に丸みをもつ方形、もしくは長方形と推
定されるにとどまる。
　確認できた平面規模は、東西方向が . ｍであ
るが、南北方向は . ｍまで確認できたのみで
あった。確認面からの深さは７～ ㎝である。主軸
方位は特定できないが、Ｎ－ °－Ｅ、もしくは
Ｎ－ °－Ｗと推定される。
　第１号住居跡では、東西方向の壁周溝が１条、

南北方向の壁周溝が２条検出できたのみである。
壁周溝の上場幅は ～ ㎝、下場幅は５～ ㎝、深
さは５㎝であり、断面形は緩やかな逆台形である。
　掘り方をもたず、土層断面の第１層は貼床では
なく、床面の硬化範囲を図示したものである。
　床面の凹凸は小さく、比較的平坦であった。床
面や壁周溝の直上には、ほぼ満遍なく炭化物が認
められたが、焼土の分布や、床面・壁周溝に被熱
の痕跡がないことから、焼失家屋ではないと考え
られる。
　柱穴・炉・貯蔵穴などは確認されなかった。
　遺物は土師器の小破片が１点出土したが、図化
には至らなかった。
第２号住居跡（第 ・ 図）
　Ｊ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺構、
第 ・ 号掘立柱建物跡に壊されている。また、多
数のピットと重複しているが、いずれのピットも
住居跡より新しいと推定される。第 号周溝状遺
構とも重複しているが、覆土が極めて浅いことか
ら、新旧関係を特定することはできなかった。
　これらの重複関係のため、本住居跡の北西側部

― ―

第 図　住居跡分布図



分は失われており、また、南側部分の一部が調査
区外に続いている。
　確認できた範囲では、住居跡の平面形は、四隅
に丸味をもつ方形、もしくは長方形と推定される。
東辺はやや膨らみをもち、北辺はやや歪んだ状態

で検出された。壁面の立ち上がりは緩やかである。
　確認できた平面規模は、北東－南西方向は
. ｍであるが、北西－南東方向は . ｍまで確認
できたのみであった。確認面からの深さは９～
㎝である。主軸方位は、Ｎ－ °－Ｅ、もしくは

― ―

第 図　第１号住居跡

第 図　第２号住居跡



Ｎ－ °－Ｗと推定される。
　Ｐ１～Ｐ４を本住居跡の柱穴と判断した。柱穴
間距離はＰ１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が
. ｍ、Ｐ３－Ｐ４間が . ｍ、Ｐ４－Ｐ１間が
. ｍであり、柱穴の配置にはやや歪みがあると
いえる。
　各柱穴の径と深さは、Ｐ１が ㎝、Ｐ２
が ㎝、Ｐ３が ㎝、Ｐ４が

㎝である。各ピットとも、平面形は円形、も
しくはほぼ円形である。
　Ｐ２の土層断面図における第４層は柱痕跡であ
り、第５層は柱穴への充填土である。
　床面は凹凸が少なく比較的平坦である。床面に
は炭化物の分布や硬化は認められなかった。

　壁周溝・炉・貯蔵穴などは確認されなかった。
　図化できた遺物は、土師器鉢１点（１）であっ
た。
第３号住居跡（第 図）
　Ｉ・Ｊ－ グリッドに位置する。重複する第 号
周溝状遺構、第 号溝跡と、１つのピットに壊され
ていると推定される。
　確認できた範囲が限られているため、住居跡の
平面形については四隅に丸味をもつ方形、または
長方形と推定されるにとどまる。
　検出できた平面規模は、北西－南東方向で
. ｍ、北東－南西方向で . ｍ、確認面からの深
さは ～ ㎝である。主軸方位はＮ－ °－Ｗ、も
しくはＮ－ °－Ｅと推定される。

― ―

第 図　第３号住居跡

第 図　第２号住居跡出土遺物

第２表　第２号住居跡出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SJ Ｃ 土師器 鉢 （ . ） ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙 №１　口縁上部横ナデ　器面風化している



　壁周溝が確認されている。上場幅は ～ ㎝、下
場幅は４～ ㎝、確認面からの深さは ～ ㎝で
ある。断面形がＵ字状を呈する壁周溝の幅は、上
場・下場とも不規則である。
　床面は凹凸が少なく比較的平坦である。床面に
は炭化物の分布や硬化は認められなかった。
　柱穴・炉・貯蔵穴などは確認されなかった。
　遺物は出土しなかった。
Ｄ区第１号住居跡（第 図）
　Ｇ－ ・ グリッドに位置する。土取りされてい
るため、表土を除去した時点で検出された。その
ため、壁周溝を除いて覆土はなく他遺構との重複
関係は不明であるが、Ｄ区第 号井戸跡とピット
に壊されていると推定される。
　壁周溝が「コ」の字状に検出された。これが本

住居跡本来の形態であるのか、西辺が失われた結
果であるのか結論が出せないため、平面形につい
てはやや歪みをもつ方形、もしくは長方形といえ
るにとどまる。
　検出された範囲内において、住居跡の平面規模
は、南北 . ｍであるが、東西は . ｍまでの確認
である。確認面からの深さ６㎝、主軸方位はＮ－
°－Ｅ、もしくはＮ－ °－Ｗと推定される。
　壁周溝の上場幅は ～ ㎝、下場幅は７～ ㎝、
確認面からの深さは５～６㎝である。
　床面は凹凸が少なく比較的平坦である。床面に
は炭化物の分布や硬化は認められなかった。
　柱穴・炉・貯蔵穴などは確認されなかった。
　遺物は出土しなかった。

― ―

第 図　Ｄ区第１号住居跡



（２）周溝状遺構
　富田後遺跡で検出された周溝状遺構は、Ｂ区
基、Ｃ区 基、Ｄ区 基、Ｅ区 基の計 基である。
平面形が方形周溝墓のように整然としておらず、
溝の幅が狭く、浅い等の特徴をもつ溝状の遺構を
周溝状遺構とした。周溝に囲まれた部分には、周
溝状遺構に伴うピットが存在する可能性がある
が、判然としないものも多く、明確なものについ
てのみ記述した。
　なお、周溝状遺構同士を結んでいるかのような、
短い溝跡が５条検出されている。この溝跡につい
ては、周溝状遺構同士を結んでいる「連結溝」と
想定した。そのため、連結溝については、「（９）溝
跡」ではなく、この項で扱うこととした。
　すべての周溝状遺構および連結溝の時期は、古
墳時代前期であると考えられる。
　周溝状遺構の分布をみると、Ｂ区東半部～Ｅ区
西半部にわたってほぼ満遍なく確認されている。
Ｂ区西半部とＤ区中央部の分布が希薄なのは、こ
の部分が土取りのため削平されたことが要因であ
ると考えられる。そのためかこの地区では、周溝
状遺構に限らず全体的に遺構が少なく、他の遺構

に比べ深度のある古墳跡の周溝や、溝跡・掘立柱
建物跡の柱穴が分布しているのみであった。
第１号周溝状遺構、第５・ 号溝跡（第 ～ 図）
　Ｆ・Ｇ－６・７グリッドに位置する。第５・ 号
掘立柱建物跡、第５・７号土壙、第８・ 号溝跡の
ほか、第１号性格不明遺構、多数のピットと重複
しているが、いずれも本遺構より新しいと推定さ
れる。遺構の北部分は調査区外に続いている。
　第１号周溝状遺構は、南西側が . ｍ開口してい
る。平面形は円形に近い。
　遺構の規模は、外法 . . ｍ、内法 .
. ｍ、主軸方位はＮ－ °－Ｅである。周溝の規模
は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ
～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかではあるものの、土層断面Ａ―Ａ 、
Ｂ－Ｂ はやや急であるといえる。断面形は皿形、
もしくは逆台形である。
　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、
位置関係や分布の規模等から、Ｐ１～Ｐ４を本遺
構の柱穴と判断した。

― ―

第 図　周溝状遺構分布図



　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が
㎝、Ｐ２が ㎝、Ｐ３が ㎝、
Ｐ４が ㎝である。各柱穴間の距離は
Ｐ１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が . ｍ、

Ｐ３－Ｐ４間が . ｍ、Ｐ４－Ｐ１間が . ｍであ
り、やや不均衡であるといえる。
　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とした場合、周溝に
囲まれた部分では西寄りで、開口部に接近した位
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第 図　第１号周溝状遺構、第５・ 号溝跡



置に相当するといえる。
　開口部西側近くの周溝内から、土師器甕（４）・
台付甕（６～８）が土圧で潰れた状態で出土した。
　図化できた遺物は、壺・高坏・台付甕など計８

点（１～８）である。
　なお第５号溝跡は、北西から南東へと底面が低
くなっている溝であるが、部分的に第１号周溝状
遺構の開口部西側と開口部東側を結ぶ形になって
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第 図　第１号周溝状遺構遺物出土状況



いる。さらに第 号溝跡から第３号周溝状遺構、次
いで第２号周溝状遺構を経て、周溝に溜まった水
を谷地形へ導水した連結溝と推定される。第５号
溝跡の、開口部を連結している部分での規模は、
全長 . ｍ、上場幅 ～ ㎝、下場幅 ～ ㎝、深
さ４～９㎝、方位はＮ－ °－Ｗを指す。断面形は

皿状、もしくは逆台形である。また、本遺構と第
３号周溝状遺構を連結する部分での第 号溝跡の
規模は、全長 . ｍ、上場幅 ～ ㎝、下場幅
～ ㎝、深さ ～ ㎝、方位はＮ－ °－Ｅを指
す。断面形は、皿状もしくは逆台形である。

― ―

第 図　第１号周溝状遺構出土遺物

第３表　第１号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） . . ＡＧ 普通 淡赤橙 №１　口縁内部・外面赤彩

２ SR Ｂ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＧ 普通 灰白 №３・ 　器面風化著しい

３ SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 灰白 № 　器面風化著しく調整痕はみえない　
外面は二次的被熱により赤色化している

４ SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＣＤ 不良 渇灰 № ～ 　№ 　器面風化している　口縁
部横ナデ　ハケの後一部ヘラナデ

５ SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦＧ 普通 灰白 № 　器面風化著しい

６ SR Ｂ 土師器 台付甕 （ . ） . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 灰黄褐 № ～ 　口縁部内外面横ナデ

７ SR Ｂ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
橙 № ～

８ SR Ｂ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＧ 普通 にぶい
黄橙 № ～



第２号周溝状遺構、第 号溝跡（第 ・ 図）
　Ｆ－８・９、Ｇ－９グリッドに位置する。極め
て規模の小さい周溝状遺構である。第３号周溝状
遺構より新しく、第 号溝跡より古い。また、その
他の重複する遺構よりも古いと考えられる。
　第２号周溝状遺構は、北側が . ｍ開口してい
る。平面形は比較的Ｕ字形に近い。
　遺構の規模は、外法 . . ｍ、内法 .
. ｍ、主軸方位はＮ－ °－Ｅである。周溝の規模
は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ
～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿形に近い。
　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、

位置関係や分布の規模等から４つを、本遺構の柱
穴と判断した（Ｐ１～Ｐ４）。
　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が
８㎝、Ｐ２が ㎝、Ｐ３が ㎝、
Ｐ４が ８㎝である。各柱穴間の距離はＰ
１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が . ｍ、
Ｐ３－Ｐ４間が . ｍ、Ｐ４－Ｐ１間が . ｍであ
り、長方形に整然と配置されている。
　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とする場合、周溝に
囲まれた部分のほぼ中央に位置している。
　図化できた遺物は、土師器の壺・台付甕など計
４点（１～４）である。
　なお、第５号溝跡の一部は第１号周溝状遺構の
開口部西側と開口部東側を結び、次いで第 号溝
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第 図　第２号周溝状遺構、第 号溝跡



跡は、第１号周溝状遺構と第３号周溝状遺構、さ
らに本遺構を経て、周溝に溜まった水を谷地形へ
導水した連結溝と推定される。本遺構と谷地形を
連結する第 号溝跡の規模は、全長 . ｍ、上場幅
～ ㎝、下場幅 ～ ㎝、深さ９～ ㎝、方位は
Ｎ－ °－Ｅを指す。断面形は皿状、もしくは逆台
形である。
第３号周溝状遺構、 号溝跡（第 ～ 図）
　Ｆ－８、Ｇ・Ｈ－８・９グリッドに位置する。
極めて規模の大きな周溝状遺構であるといえる。
第７号周溝状遺構より新しく、第２・５号周溝状
遺構、第 ・ 号溝跡、第 号土壙より古いと考え
られる。また、その他の重複する遺構よりも古い
と考えられる。
　第３号周溝状遺構は、東側は調査区外に続いて
いるため平面形は不明であるが、方形もしくは長
方形と推定される。
　遺構の規模は、南北方向で外法 . ｍ、内法

. ｍ、主軸方位はＮ－ °－Ｅ、またはＮ－ °－
Ｗと推定される。周溝の規模は上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、もしくは箱形
に近い。土層断面にみられる第 層は埋め戻し土
である。
　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、
位置関係や分布の規模等からＰ１～Ｐ４を、本遺
構の柱穴と判断した。
　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が
㎝、Ｐ２が ㎝、Ｐ３が ㎝、
Ｐ４が ㎝である。各柱穴間の距離は
Ｐ１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が . ｍ、Ｐ
３－Ｐ４間が . ｍ、Ｐ４－Ｐ１間が . ｍであ
り、ややばらつきがある。柱穴の配置は正方形に
近い。土層断面Ｏ－Ｏ にみられるＰ３の第１層は
柱痕跡であり、第２層は柱穴への充填土である。
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第 図　第２号周溝状遺構出土遺物

第４表　第２号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 明褐
№１　明確ではないが単節 LRの縄文　内
面赤彩　外面赤彩　内面ヘラ磨き　外面風
化著しく調整みえず

２ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＣＤＥ 普通 明赤褐 南溝　内外面ともヘラミガキと思われる　
棒状浮文１条のみ遺存

３ SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
褐 南溝　内外面横ナデ

４ SR Ｂ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№４　器面風化著しく調整痕は殆どみえな
い
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第 図　第３号周溝状遺構、第 号溝跡



― ―

第 図　第３号周溝状遺構遺物出土状況
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第 図　第３号周溝状遺構出土遺物



　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とする場合、周溝に
囲まれた部分のほぼ中央に位置していると推定さ
れる。
　図化できた遺物は、土師器の壺・高坏・甕など
計 点（１～ ）である。
　第 号溝跡は、第１号周溝状遺構と本遺構、さら
に第２号周溝状遺構を経て、周溝に溜まった水を

谷地形へ導水した連結溝と推定される。なお、第
号溝跡の、第１号周溝状遺構と本遺構を連結し
ている部分の規模は、全長 . ｍ、上場幅 ～
㎝、下場幅 ～ ㎝、深さ ～ ㎝、方位はＮ－
°－Ｅを指す。断面形は皿状、もしくは逆台形で
ある。
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第５表　第３号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＦＧ 普通 明赤褐 №５　器面風化著しい　口縁部横ナデ　内
面赤彩

２ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＣＤＥＦ 普通 橙 № 　器面風化著しい　口縁部外面横ナデ

３ SR Ｂ 土師器 小型壺 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

口縁部内外面横ナデ　外面ハケの後ヘラ磨
き

４ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
橙

№６　口縁部に網目状撚糸文　内外面赤彩
か　器面風化著しい

５ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 北溝　無節Ｌの横位施文　器面風化著しい　
内外面赤彩

６ SR Ｂ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙 № 　一括　器面風化している　外面赤彩

７ SR Ｂ 土師器 甕 . ［ . ］ ＡＧ 普通 にぶい
橙

№ 　器面風化著しい　内面黒色処理　外
面二次的被熱のため赤色化

８ SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＧ 普通 灰白 № 　器面風化している　外面に黒斑

９ SR Ｂ 土師器 甕 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 灰白 № 　器面風化著しく調整不明

SR Ｂ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
橙 北溝　器面風化著しい

SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 № 　外面赤彩　器面風化している

SR Ｂ 土師器 甕 . ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　内外面とも風化著しく調整不明瞭　
底部木葉痕あり

SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＦＧ 普通 灰白 下層　器面風化著しい

SR Ｂ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＢＣＤＦＧＩ 普通 にぶい
黄橙 № 　器面風化著しい

SR Ｂ 土師器 甕 （ . ）［ . ］ ＣＤＦＩ 普通 浅黄橙 № 　風化著しく調整不明

SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 にぶい
橙

№ 　器面風化著しく調整不明　底部木葉
痕あり

SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＧ 普通 橙 器面（特に外面）は風化著しい　内面に黒斑
あり

SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＢＣＦ 普通 にぶい
褐

北溝　器面風化著しい　口縁部内外面横ナ
デ

SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 浅黄橙 口縁部横ナデか

SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 浅黄橙 № 　外面風化著しい　口唇部キザミあり

SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　器面風化している　外面に黒斑　口
縁部内外面横ナデ

SR Ｂ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
橙

№１　器面風化著しく調整痕はみえない　
穿孔３ヶ所

SR Ｂ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ＢＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ ・ 　器面風化著しい　穿孔４ヶ所（外
からの穿孔）

SR Ｂ 土師器 高坏 . （ . ） . ＡＣＤ
ＦＩ 不良 淡橙 № ・ 　器面風化著しい　口縁部内外面

横ナデ　脚部三孔（外からの穿孔）

SR Ｂ 土師器 高坏 . . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 にぶい

橙
№ 　器面風化著しい　坏部内外面・脚部
外面赤彩　穿孔４ヶ所



― ―

第 図　第４号周溝状遺構



第４号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ・Ｈ－７・８グリッドに位置する。第 号溝跡
より新しく、第６・７・９～ 号掘立柱建物跡、第
７・ 号井戸跡より古い。その他の重複する遺構の
いずれよりも古いと考えられるが、詳細は不明で
ある。
　第４号周溝状遺構は、南西側が . ｍ開口して
いる。平面形は円形に近い。
　遺構の規模は、外法 . . ｍ、内法 .
. ｍ、主軸方位はＮ－ °－Ｅである。周溝の規模
は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ
～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りはやや急で、断面形は逆台形、または箱形に近
い。
　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、

位置関係や分布の規模等からＰ１～Ｐ４を、本遺
構の柱穴と判断した。
　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が
㎝、Ｐ２が ㎝、Ｐ３が ㎝、
Ｐ４が ㎝である。各柱穴間の距離は
Ｐ１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が . ｍ、
Ｐ３－Ｐ４間が . ｍ、Ｐ４－Ｐ１間が . ｍであ
り、ほぼ方形に整然と配置されている。
　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とする場合、周溝に
囲まれた部分の、開口部よりやや奥まった部分に
位置している。
　図化できた遺物は、土師器の壺・高坏・台付甕
など計５点（１～５）である。
第５号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ・Ｈ－８・９グリッドに位置する。土層断面
の観察から、第３号周溝状遺構より新しく、第 号
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第 図　第４号周溝状遺構出土遺物

第６表　第４号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＣＥＦＧ 不良 浅黄橙 № ・ 　器面風化著しい　口縁部内外面
横ナデ

２ SR Ｂ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 灰白 № 　器面風化著しい

３ SR Ｂ 土師器 坩 （ . ） ［ . ］ ＣＦ 普通 灰白
単節 LRを用い縦横方向に施文後、軽くナ
デが行われており、縄文は不明瞭　器面風
化著しい　内外面赤彩

４ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ Ａ 普通 灰褐 器面風化している

５ SR Ｂ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 赤 № ～ 　内外面赤彩　縄文原体 LR横回
転上→下
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第 図　第５号周溝状遺構



溝跡、第 号土壙より古いことが分かる。その他の
重複する多数の遺構の大部分よりも古いと推定さ
れるが、詳細は不明である。
　第５号周溝状遺構は、南西側が . ｍほど開口
しているが、その規模については不明である。平
面形は隅丸方形に近い。
　遺構の規模は、北東－南西方向で外法 . ｍ、
北西－南東方向で内法 . ｍ、主軸方位はＮ－ °
－Ｅである。周溝の規模は上場幅 . ～［ . ］ｍ、
下場幅 . ～［ . ］ｍ、深さ８～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は皿状に近い。土層
断面にみられる第５・６層は埋め戻し土である。
　実測できた遺物は、土師器の甕１点（１）と、
この他に、後世の攪乱により中世と推定される青
磁碗の高台部が１点（２）出土した。
第６号周溝状遺構、第 号溝跡（第 ・ 図）
　Ｈ・Ｉ－７・８、Ｈ－９グリッドに位置する。
直線状の周溝２条が検出された。土層断面の観察
から、第７号周溝状遺構、第 号井戸跡より新し
く、第９号周溝状遺構、第５・ ・ ・ ・ ・
号溝跡より古いことが分かる。これらの他に重複
している多数の遺構との新旧関係については詳細

不明である。
　部分的な検出であるため平面形は不明である
が、方形もしくは長方形と推定される。北部分が
. ｍ開口している。
　遺構の規模は、外法は北東－南西方向で
. ｍ、北西－南東方向で . ｍまで、内法は北
東－南西方向で . ｍ、北西－南東方向で . ｍま
での確認である。主軸方位はＮ－ °－Ｅ、または
Ｎ－ °－Ｗと推定される。周溝の規模は上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は逆台形、もしくは
皿状に近い。
　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、
位置関係や分布の規模等からＰ１～Ｐ３を、本遺
構の柱穴と判断した。１基については、失われて
いると判断した。
　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が
㎝、Ｐ２が ㎝、Ｐ３が ㎝、
各柱穴間の距離はＰ１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－
Ｐ３間が . ｍである。柱穴の配置は長方形と推
定される。土層断面Ｈ－Ｈ にみられるＰ３の第
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第 図　第５号周溝状遺構出土遺物

第７表　第５号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 成型

技法 備考

１ SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 黒褐 №１　器面風化著しい　外面煤付着　口
縁部内外面横ナデ

２ SR Ｂ 陶器 . ［ . ］ Ｇ 良好 灰白緻
密 轆轤

青磁　貫入多い　畳付ごく一部（偶然に
付いたもの）施釉　削出し高台　底部静
止糸切か　畳付胎土目（小）あり　産地不
明　中世か
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第 図　第６号周溝状遺構、第 号溝跡



層は柱痕跡と考えられる。土層断面Ｈ－Ｈ のＰ３
第 層、土層断面Ｉ－Ｉ のＰ１・２第 層は埋戻
し土である。
　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とする場合、周溝に
囲まれた部分のほぼ中央に位置していると推定さ
れる。
　図化できた遺物は、土師器の壺・台付甕など計
６点（１～６）である。
　なお、本遺構の西側部分で検出された第 号溝
跡は、本遺構と第８号周溝状遺構をつなぐ連結溝
と判断した。直線状的に伸び、断面形は皿状であ
る。規模は、全長［ . ］ｍ、上場幅が . ～ . ｍ、
下場幅が . ～ . ｍ、深さは６～ ㎝である。方
位はＮ－ °を指す。
　第８号周溝状遺構の周溝内に水が溜まった際、
微地形的にみて連結溝（第 号溝跡）を通じて本遺
構の周溝に流下し、さらに第 号溝跡ほかの溝に

流れ込んだものと推定される。連結溝で結ばれた
遺構は、同時期に機能していたと考えられる。
第７号周溝状遺構（第 図）
　Ｇ－８、Ｈ－８・９グリッドに位置する。第３・
６号周溝状遺構、第 ・ 号土壙より古い。また、
その他の重複する遺構よりも古いと考えられる。
　第７号周溝状遺構は、西側部分が . ｍにわ
たって開口している。南溝は後世の攪乱を受けて
いるのか、南に向かって歪んでいる。平面形は「コ」
の字状に近い。
　遺構の規模は、南北方向で外法 . ｍ、内法
. ｍ、東西方向で外法 . ｍ、内法 . ｍ、主軸方
位はＮ－ °－Ｅである。周溝の規模は上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ８～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
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第 図　第６号周溝状遺構出土遺物

第８表　第６号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 壺 ５ （ . ） ［ . ］ ＣＦ 普通 にぶい
橙 №３　器面風化著しく調整痕はみえない

２ SR Ｂ 土師器 甕 . ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙 № 　器面風化している

３ SR Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№７　口縁部内外面横ナデ　器面風化して
いる

４ SR Ｂ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№６　脚部内面上部指頭圧痕　内面下部ナ
デか　器面風化著しく調整痕は見えない

５ SR Ｂ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＧ 普通 灰白 №８　器面風化している　端部内外面横ナ
デ

６ SR Ｂ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙 №９



　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、
位置関係や分布の規模等からＰ１～Ｐ４を、本遺
構の柱穴と判断した。
　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が
㎝、Ｐ２が（ ） ７㎝、Ｐ３が（ ）
８㎝、Ｐ４が（ ） ８㎝である。各柱穴間

の距離はＰ１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が
. ｍ、Ｐ３－Ｐ４間が . ｍ、Ｐ４－Ｐ１間が
. ｍであり、ややばらつきがある。柱穴の配置は
比較的整然としており、正方形に近い長方形であ
る。
　土層断面にみられる第１・５・８層は埋戻し土
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第 図　第７号周溝状遺構
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第 図　第８号周溝状遺構、第 号溝跡



であり、第９層は柱抜取り痕と考えられる。
　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とする場合、周溝に
囲まれた部分のほぼ中央に位置していると推定さ
れる。
　遺物は出土しなかった。

第８号周溝状遺構、第 号溝跡（第 ～ 図）
　Ｈ・Ｉ－６・７グリッドに位置する。ほぼ直線
の周溝がＬ字状に検出された。第２・７・９・ 号
掘立柱建物跡よりも古い。ともに遺構の深度が浅
いため、第 号周溝状遺構との新旧関係は捉えら
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第 図　第８号周溝状遺構遺物出土状況

第 図　第８号周溝状遺構出土遺物

第９表　第８号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙 № 　穿孔３ヶ所（外からの穿孔）

２ SR Ｂ 土師器 器台 . （ . ） . ＡＣＦ
Ｇ 普通 灰白 №６　口縁端部内外面横ナデ　穿孔３ヶ所

（外からの穿孔）　器面荒れている

３ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 №２　器面風化著しい　外面赤彩

４ SR Ｂ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐 №４　外面ヘラ削り後ヘラナデか



れなかったが、それ以外の遺構よりも古いと推定
される。
　部分的な検出であるため平面形は不明である
が、方形もしくは長方形と推定される。周溝が途
切れているのか、開口しているかについても不明
であるが、前者の可能性が高いと思われる。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法は
. ｍ、内法は . ｍ、北西－南東方向の外法は
. ｍ、内法は . ｍと推測される。主軸方位は
Ｎ－ °－Ｅ、またはＮ－ °－Ｗと推定される。周
溝の規模は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、もしくは皿状
に近い。
　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、
位置関係や分布の規模等からＰ１～Ｐ４を、本遺
構の柱穴と判断した。
　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が（ ）
㎝、Ｐ２が ㎝、Ｐ３が
㎝、Ｐ４が ㎝である。各柱穴間の距離
はＰ１－Ｐ２間が . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間が . ｍ、
Ｐ３－Ｐ４間が . ｍ、Ｐ４－Ｐ１間が . ｍであ
る。柱穴の配置は比較的整った方形である。
　覆土中には、黄褐色粘土ブロックが混入してい
ることから埋め戻しと推定されるが、単なる埋め
戻しではなく、貼床として埋められた可能性も否
定できない。
　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とする場合、周溝に
囲まれた部分の中央ではなく、やや西寄りに位置
していると推定される。
　西端部近くの周溝内から、土師器高坏（１）が
土圧で潰れた状態で出土した。図化できた遺物は、
土師器の高坏・器台・台付甕など計４点（１～４）
である。
　なお、本遺構の東側部分で検出された第 号溝
跡は、本遺構と第６号周溝状遺構をつなぐ連結溝

と判断した。平面形は直線状に近く、断面形は皿
状である。規模は、全長［ . ］ｍ、上場幅が
. ～ . ｍ、下場幅が . ～ . ｍ、深さは６～
㎝である。方位はＮ－ °を指す。
　本遺構の周溝内に水が溜まった際、微地形的に
みて連結溝（第 号溝跡）を通じて第６号周溝状遺
構の周溝に流下し、さらに第 号溝跡ほかに流れ
込んだものと推定される。
第９号周溝状遺構、第 号溝跡（第 ・ 図）
　Ｉ・Ｊ－７・８グリッドに位置する。ほぼ直線
の周溝が「コ」の字状に検出された。第６号周溝
状遺構より新しく、第 ・ ・ 号溝跡、第 号井
戸跡よりも古い。
　周溝はほぼ直線状で、全体の平面形は「コ」の
字状に近い。南西部分が . ｍの規模で開口して
いる。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法は . ｍ、
内法は . ｍ、北西－南東方向の外法は . ｍ、内
法は . ｍ、主軸方位はＮ－ °－Ｅである。周溝の
規模は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深
さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、方台部側では垂直に近い部分も
認められる。断面形は逆台形、もしくは箱形に近
い。
　周溝に囲まれた部分にある多数のピットの内、
位置関係や分布の規模等からＰ１・Ｐ３・Ｐ４を、
本遺構の柱穴と判断した。Ｐ２については、失わ
れていると推定した。
　各柱穴の短径 長径 深さは、Ｐ１が
㎝、Ｐ３が ㎝、Ｐ４が ㎝で
ある。各柱穴間の距離はＰ３－Ｐ４間が . ｍ、
Ｐ４－Ｐ１間が . ｍである。なお、Ｐ２を平面図
の位置に仮定すれば、柱穴間の距離は、Ｐ１－
Ｐ２間は . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間は . ｍとなる。柱
穴の配置は比較的整った長方形といえる。
　図示はしていないものの、Ｐ１の土層断面には

― ―
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柱痕跡が認められた。
　さらに周溝の覆土中には、黄褐色粘土ブロック
が混入していることから埋め戻しと推定される
が、単なる埋め戻しではなく、貼床として埋めら
れた可能性も否定できない。
　Ｐ１～Ｐ４を本遺構の柱穴とする場合、周溝に
囲まれた部分の中央ではなく、やや北西寄りであ
り、開口部からは奥まった位置に配置されている
といえる。
　図化できた遺物は、土師器の高坏・壷など計３
点（１～３）である。
　なお、本遺構の西側部分で検出された第 号溝
跡は、本遺構と第 号周溝状遺構をつなぐ連結溝
と判断した。平面形はやや湾曲するものの比較的
直線状に近く、断面形は皿状である。規模は、全
長［ . ］ｍ、上場幅が . ～ . ｍ、下場幅が
. ～ . ｍ、深さは ㎝である。方位はＮ－ °－
Ｅを指す。
　本遺構の周溝内に水が溜まった際、微地形的に
みて連結溝（第 号溝跡）を通じて第 号周溝状遺
構の周溝に流下し、さらに第 号溝跡ほかに流れ
込んだものと推定される。
第 号周溝状遺構、第 号溝跡（第 ・ 図）
　Ｊ－６・７グリッドに位置する。ほぼ直線の周

溝が「コ」の字状に検出された。第 号溝跡より新
しく、第 号溝跡、第４号掘立柱建物跡、第 ・ ・
号井戸跡よりも古い。各遺構の深度が浅いため、
その他の重複する多数の遺構との新旧関係は捉え
られなかったが、あくまでも推測ではあるが、大
部分の遺構よりも古いと考えられる。
　周溝はやや湾曲するもののほぼ直線状で、全体
の平面形は「コ」の字状に近い。但し、第 号溝跡
により南溝が失われている可能性や、調査区外に
続いている可能性も考えられる。また、西側コー
ナーについても、周溝が浅いため、開口している
のかプランが途切れているのかの判断はできな
かった。ちなみに、西側コーナーの開口の規模は
. ｍ程である。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法は
. ｍ、内法は . ｍ、北西－南東方向については
外法 . ｍ、内法 . ｍまでの確認である。
　主軸方位は、南東側を開口部とすればＮ－ °－
Ｗであるが、西側コーナー部分を開口部と仮定す
ればＮ－ °－Ｅとなる。周溝の規模は上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は逆台形、もしくは
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第 表　第９号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 高坏 . . Ｇ 普通 にぶい
橙

№３～５　口唇部内外面横ナデ　口縁部内
外面に亘る黒斑あり　器面荒れている

２ SR Ｂ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＧ 普通 灰白 №９　単節 LR横線　内面ヘラ磨き　ヘラ
磨き部分赤彩　器面風化著しい

３ SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 灰白 №７　器面荒れている　内外面赤彩



皿形に近い。
　Ｐ１・Ｐ２を溝内土壙と判断した。両ピットの
短径 長径 深さは、Ｐ１が ㎝、Ｐ２が

㎝であり、ともにコーナー部分に位置
する点で共通するが、断面形はＰ１が箱形に近い
のに対し、Ｐ２はロート状である。
　覆土内には黄褐色粘土ブロックが多く含まれて

おり、埋め戻しによるものと推定される。
　図化できた遺物は、土師器の壷・台付甕など計
３点（１～３）である。
　なお、本遺構の北側部分で検出された第 号溝
跡は、本遺構と第９号周溝状遺構をつなぐ連結溝
と判断した。平面形はやや湾曲するものの比較的
直線状に近く、断面形は皿状である。規模は、全
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長［ . ］ｍ、上場幅が . ～ . ｍ、下場幅が
. ～ . ｍ、深さは ㎝である。方位はＮ－ °－
Ｅを指す。
　第９号周溝状遺構の周溝内に水が溜まった際、
微地形的にみて連結溝（第 号溝跡）を通じて本遺
構の周溝に流下し、さらに第 号溝跡ほかに流れ
込んだものと推定される。
第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｉ－６グリッドに位置する。北側から西側にか
けて土取りによる攪乱を受けているため、一部分
のみの検出となった。第２号掘立柱建物跡よりも
古い。また、その他の重複する遺構の大部分より
も古いと推定されるが、詳細は不明である。
　南側は周溝が途切れているが、開口部であるの
か、さらに南に向かって続いていたものが失われ
てしまった結果であるかについては判断できな
かった。周溝は湾曲しているが、平面形は不明で
ある。
　周溝の規模は、直線距離で . ｍまで確認でき
たにとどまり、主軸方位は不明である。周溝の上
場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ
～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は皿状に近い。

　遺物は出土しなかった。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ・Ｊ－５グリッドに位置する。第１号掘立柱
建物跡、第 ・ 号井戸跡、第 ・ 溝跡よりも古
い。その他の重複する多数の遺構の大部分よりも
古いと推定されるが、詳細は不明である。
　南側では周溝が途切れている。北側については
開口している形となっているが、本遺跡の周溝状
遺構の開口部は南西側が多く、北側では周溝が途
切れている可能性が高いと思われる。平面形につ
いては、開口部の有無は不明ではあるものの、円
形または楕円形であると推定される。
　遺構の規模は、ともに直線距離で西溝が . ｍ、
東溝が . ｍまでの確認であり、主軸方位は不明
である。周溝の上場幅は . ～ . ｍ、下場幅
. ～ . ｍ、深さ８～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は逆台形、もしくは
皿状に近い。覆土中には、黄褐色粘土ブロックが
層状ではなく疎らに混入しており、埋め戻された
結果であると考えられる。
　実測できた土師器は壺１点（１）である。西溝
南端部から土師器壺の破片がややまとまった状態
で出土したが、土取りの際に削り取られ、胴部の
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第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙 №６　南溝　外面・口縁部内面赤彩

２ SR Ｂ 土師器 壺 . ［ . ］ ＣＤＥＦ 普通 灰白 J- G　器面風化している　外面赤彩

３ SR Ｂ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＦＧ 普通 赤褐 №２　器面風化著しい



みの破片であったため図化には至らなかった。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－５、Ｉ－５・６グリッドに位置する。後世
の土取りによる攪乱のため、遺構の南端部のみが
確認された。重複するピットよりも古いと推定さ
れるが、詳細は不明である。
　南側では . ｍの規模で開口している。平面形
は円形、または楕円形であると推定される。
　遺構の規模は、ともに直線距離で西溝が . ｍ、
東溝が . ｍまでの確認である。主軸方位はＮ－
°－Ｅと推定される。周溝の上場幅は . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は皿形、もしくは
形に近い。覆土中には、黄褐色粘土ブロックが層
状ではなく疎らに混入しており、埋め戻された結
果であると考えられる。
　図化できた土師器は鉢１点（１）である。
第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。西溝のみ確認さ

れた。第 号溝跡より古いが、第 号周溝状遺構と
の新旧関係は不明である。
　南側では周溝が途切れている。この部分は、方
位的には開口部である可能性が高いと考えられる
が、明確ではない。平面形については、開口部の
有無は不明ではあるものの方形、または長方形で
あると推定される。
　遺構の規模は、直線距離で . ｍまでの確認で
ある。南端部が開口部である場合、主軸方位は
Ｎ－ °－Ｅと推定される。周溝の上場幅は . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ９～ ㎝であ
る。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は皿状に近い。覆土
中には、黄褐色粘土ブロックが層状ではなく疎ら
に混入しており、埋め戻された結果であると考え
られる。
　土師器の小破片が出土したが、図化には至らな
かった。
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第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。ほぼ直線の周溝
が「コ」の字状に検出された。第 号周溝状遺構よ
り新しく、第 ・ 号周溝状遺構、第 ・ 号溝跡、
第３号性格不明遺構よりも古い。第 ・ ・ 号周
溝状遺構、第 ・ ・ 号溝跡との新旧関係は捉え

られなかった。
　周溝は歪んでいるが直線状で、全体の平面形は
「コ」の字状に近いが、南西溝は確認されなかっ
た。南西部分は、開口している可能性と、第 号周
溝状遺構との重複により失われている可能性とが
考えられるが特定するには至らなかった。
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第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙 口縁上部内外面横ナデ　器面風化著しい

第 図　第 号周溝状遺構



　遺構の規模は、北西－南東方向の内法は . ｍ
であるが、外法・主軸方位・上場幅・下場幅など
の法量は得られなかった。なお、周溝の深さは
～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は浅い部分では皿状であ
るが、深い部分では逆台形に近い。
　実測できた土師器は、壺（１）・台付甕（２）の
計２点である。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。東溝のみ確認さ

れた。第 ・ 号溝跡よりも古いが、第 ・ ・
号周溝状遺構、第 号溝跡との新旧関係は不明で
ある。
　南・北側とも周溝が途切れているが、周溝が途
切れているのか、開口しているのかの特定はでき
なかった。平面形については、開口部の有無が不
明ではあるものの、方形または長方形である可能
性が高い。
　遺構の規模は、直線距離で . ｍまでの確認で
あり、主軸方位は不明である。周溝の上場幅は
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で

― ―

第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｂ 土師器 鉢 （ . ） . Ｇ 普通 浅黄橙 №１



ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形である。覆土中
には、黄褐色粘土ブロックが層状ではなく疎らに
混入しており、埋め戻された結果であると考えら
れる。
　実測できた土師器は、壺（３）・台付甕（４）の
計２点である。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。歪んだ周溝が
「コ」の字状に検出された。第 号周溝状遺構より
新しく、第 号周溝状遺構、第 号溝跡より古い。
第 ・ ・ 号周溝状遺構との新旧関係は捉えられ
なかった。
　北溝は確認できなかった。この部分は、開口し

― ―

第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 号周溝状遺構



ている可能性と、第 号周溝状遺構との重複によ
り失われている可能性とが考えられるが、特定す
るには至らなかった。周溝は歪んでいるが直線に
近く、全体の平面形は概ね「コ」の字状である。
　遺構の規模は、北東－南西方向の内法は . ｍ
であるが、外法・主軸方位・上場幅・下場幅など

の法量は得られなかった。なお、周溝の深さは
～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は皿状である。
　実測できた土師器は、壺２点・甕の計３点
（１～３）である。３は、口縁部内面の成形から

― ―

第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 ・ 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 ・ 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 №２　器面風化著しい

２ SR Ｃ 土師器 小型　
台付甕 （ . ）［ . ］ ＦＧ 普通 にぶい

橙 №１　内外面ヘラナデか　器面風化著しい

３ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 灰白 №１　内外面ヘラ磨きか　器面風化著しい

４ SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ Ｅ 普通 明赤褐 №５　器面風化著しい



大廓式の特徴をもつものと判断した。
第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。周溝の平面形と
方位からみて、西溝と推定される。検出範囲は極
めて小規模である。第 ・ 号周溝状遺構、第 号
溝跡よりも古いが、第 ・ 号周溝状遺構との新旧
関係は不明である。

　平面形については円形、もしくは楕円形と推測
される。
　検出できた規模は、直線距離で . ｍ、上場幅は
. ～ . ｍ、下場幅は . ～ . ｍ、深さは ～
㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。

― ―

第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 橙 H- G　器面風化著しい　内面黒斑あり

２ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙 H- G　内外面風化著しく調整不明瞭

３ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＤＧ 普通 灰黄 №２　突帯６本単位か　口縁部内面指頭圧
痕あり　器面風化著しい　胎土粒子粗い



　遺物は出土しなかった。
第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｈ・Ｉ－ ・ グリッドに位置する。ほぼ直線の
周溝がＬ字状に検出された。第 ・ 号周溝状遺構
より新しく、第 号掘立柱建物跡、第 ・ ・ 号
溝跡、第３号性格不明遺構より古い。その他の遺
構との新旧関係は捉えられなかった。
　部分的な検出であるため確定はできないが、平
面形は方形、もしくは長方形と推定される。周溝
が途切れているのか、開口しているかについても
不明であるが、前者の可能性が高いと思われる。
　遺構の規模は、南北方向の外法は . ｍ、内法は
. ｍ、東西方向の外法は . ｍ、内法は . ｍ
までの確認である。主軸方位はＮ－ °－Ｅ、また
はＮ－ °－Ｗと推定される。周溝の規模は上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、もしくは箱形
に近い。
　南端部近くとコーナー付近の周溝内から、土師
器の破片が比較的まとまった状態で出土した。図
化できた遺物は、土師器の坩・壷・高坏・台付甕

など計 点（１～ ）である。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｊ－９・ グリッドに位置する。ほぼ直線の周溝
がＬ字状に検出された。西側部分については調査
区外に続いている。第２号住居跡、第 ・ 号周溝
状遺構、第 ・ 号溝跡、第 号土壙、第 号井戸
跡より新しく、第 ・ 号掘立柱建物跡、第３・４
号柵列跡より古い。その他の遺構との新旧関係は
捉えられなかった。
　部分的な検出であるため確定はできないが、平
面形は方形、もしくは長方形と推定される。東側
部分については、周溝が途切れているのか、開口
しているかについても不明であるが、前者の可能
性のほうが高いと思われる。
　検出できた周溝の規模は、直線距離で . ｍ、
上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ
～ ㎝である。主軸方位については不明である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は皿状に近い。土層
断面にみる第４・５層は自然堆積、第１・３層も
自然堆積と推定される。第２層は斑状に分布する
黄褐色粘土ブロックの存在から埋め戻しと考えら
れる。
　本遺構の西側部分の落ち込みは周溝に沿うよう
に位置していることから、溝内土壙の可能性が考
えられる。この落ち込み部分は調査区外に続くた
め、長さについては . ｍまでの確認である。幅は
. ～ . ｍ、確認面からの深さは ㎝、周溝底面
との比高差は ㎝程である。
　図化できた遺物は手捏ね土器の破片１点（１）
である。
第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｊ－ グリッドに位置する。周溝の平面形と方
位からみて、北溝と推定される。検出範囲は極め
て小規模である。第３号住居跡より新しく、第 号
周溝状遺構、第４号柵列跡、第 ・ 号溝跡より古
い。その他の遺構との新旧関係は不明である。

― ―

第 図　第 号周溝状遺構



― ―

第 図　第 号周溝状遺構



― ―

第 図　第 号周溝状遺構遺物出土状況



― ―

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物（１）



― ―

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物（２）

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 坩 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁部内外面横ナデ　内面頸部指頭
圧痕　器面風化著しい　外面に大黒斑

２ SR Ｃ 土師器 坩 . ［ . ］ ＡＣＧ 普通 褐灰 № 　被熱か　内面ナデか　器面風化著し
く調整痕はみえない

３ SR Ｃ 土師器 埦 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙 I- G　風化著しく調整不明瞭

４ SR Ｃ 土師器 坩 . . ＡＣＤ
Ｇ 普通 明褐 I- G　器面風化著しく調整不明

５ SR Ｃ 土師器 小型甕 . . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 にぶい

橙
口縁部内外面横ナデ　内外面に黒斑　外面
は被熱による赤色化が顕著 SX の№７と
接合

６ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＣＦ 普通 浅黄橙 № 　器面風化著しく調整不明

７ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 橙 № 　内側全面ハケか　器面風化著しい

８ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＢＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№６・ 　口縁部内外面横ナデ　器面風化
著しく調整不明瞭



　西端部が開口部であるか否かは不明であるが、
可能性は高いと推測される。平面形については円
形、もしくは楕円形と推測される。
　検出できた規模は、直線距離で . ｍ、上場幅は
. ｍ、下場幅は . ｍ、深さは５～ ㎝である。

　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　第１層内から、多量の土師器の小破片が出土し
たが、図化に至るものはなかった。

― ―

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

９ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ＣＦＧ 不良 にぶい
橙 №３・ ・ ・ 　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣ 普通 浅黄橙 № 　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 甕 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙 № 　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＧ 普通 明黄褐 № 　外面赤彩　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙 № ・ 　外面赤彩　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 器台 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 橙 № 　器面風化著しく調整不明

SR Ｃ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　穿孔３ヶ所（外側からの穿孔）　器面
風化著しい

SR Ｃ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＣＧ 普通 赤褐 № 　外面赤彩　内面赤彩か

SR Ｃ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙 № 　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＣＥＦＧ 不良 にぶい
黄橙 器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 灰褐 № 　内面横ナデ

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い

SR Ｃ 土師器 甕 ５ （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 橙 口縁部内外面横ナデ　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙 № ・

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁部内面ハケにて横ナデ　器面は
風化

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ） . . Ｃ 普通 にぶい
黄褐

№ 　口縁部内外面横ナデか　上端指頭圧
痕あり　器面風化著しい　外面煤付着

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）（ . ） . ＣＤＦ
Ｇ 不良 浅黄 № 　口縁部内外面横ナデ　器形に歪みあ

り　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＤＦ 普通 灰黄褐 № ・ 　I- G

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ＡＣＤＧ 普通 橙
№ ・ 　I- G　口縁部内外面横ナデ　外
面・肩部・脚部被熱により赤色化　一部煤
付着

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）（ . ）［ . ］ＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　器面風化著しい　胴部外面に黒斑あ
り　胴部外面下位被熱により赤色化

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

№ ・ 　口縁部内外面横ナデ　器面風化
している　内外面に黒斑あり

SR Ｃ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＣＧ 普通 橙 器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 橙 №

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　器面風化著しく調整不明　内外面被
熱のため一部赤色化

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 橙 № 　端部内外面横ナデ　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 内外面ヘラ磨きか　器面風化著しい



第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ－９・ グリッドに位置する。周溝の平面形と
方位からみて、西溝と推定される。検出範囲は極
めて小規模である。第 号周溝状遺構より古く、第
号溝跡については、本遺構の方が新しいと推定
される。その他の遺構との新旧関係は不明である。
　南端部が開口部であるか否かについては不明で
あるが、可能性は高いと考えられる。平面形・主

軸方位については不明である。
　規模は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ～ ㎝であるが、長さについては . ｍま
での検出にとどまる。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形である。
　図化できた遺物は、土師器の壺・台付甕など計
点（１～ ）である。

― ―

第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 手捏ね （ . ） ［ . ］ ＡＧ 普通 にぶい
橙

J- G　外面に黒斑あり　器面風化してい
る



― ―

第 図　第 号周溝状遺構・遺物出土状況

第 図　第 号周溝状遺構



第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。北側は土取りによ
る攪乱を受けており、検出範囲は極めて小規模で
ある。第 号周溝状遺構より新しいが、その他の遺
構との新旧関係は不明である。
　南端部が開口部であるか否かについては不明で

あるが、可能性は高いと推測される。平面形・主
軸方位については不明である。
　検出できた規模は、直線距離で . ｍ、上場幅は
. ～ . ｍ、下場幅は . ～ . ｍ、深さは８～
㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が

― ―

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 坩 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙 № 　器面風化著しい　内外面ともナデか

２ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） . ＡＣＤ
ＦＧ 普通 にぶい

橙 I- G

３ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ ＣＤＦＩ 普通 にぶい
黄橙 № 　外面に黒斑あり　器面風化している

４ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙 № 　外面赤彩

５ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 にぶい
黄橙 №１

６ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 I- G　口縁部内外面横ナデ　器面風化著
しい

７ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 にぶい
橙 №

８ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い

９ SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＢＣＤＦＧ 普通 灰黄褐 №

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＧ 普通 にぶい
橙 №１・ ・ 　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № ・ 　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＣＤ 普通 にぶい
橙

№ 　I- G　内外面ヘラナデか　内外面
摩滅・風化著しい

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＥＦ 普通 にぶい
橙 №



りは緩やかで、断面形は皿状である。
　遺物は出土しなかった。
第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｊ－９・ グリッドに位置する。第 号周溝状遺
構、第 ・ 号掘立柱建物跡、第３号柵列跡よりも

古いが、その他の遺構との新旧関係は不明である。
　北東部と南西部で周溝が途切れているが、前者
については周溝が失われており、後者については
その方位からみて、開口部の可能性が高い。平面
形は円形である。

― ―

第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 号周溝状遺構
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第 図　第 号周溝状遺構



　北西－南東方向の外法は . ｍ、内法は不明、北
東－南西方向については外法 . ｍ、内法 . ｍと
推測される。南西を開口部とすると主軸方位は
Ｎ－ °－Ｅとなる。上場幅は . ～ . ｍ、下場幅
は . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。土層断面に
みられる第４層は、斑状に分布する黄褐色土ブ
ロックが多く、埋め戻し土である。
　遺物は出土しなかった。

第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。第 号掘立柱建物
跡、第 号溝跡よりも古いと推定されるが、重複す
るピットとの新旧関係は不明である。
　第 号溝跡の西側には本遺構の続きは確認され
ておらず、検出範囲は極めて小規模である。遺構
の大部分が失われていること、北側であること、
この２点から周溝の北端部が開口部の可能性は極
めて低いと考えられる。平面形・主軸方位は不明
である。

― ―

第 図　第 号周溝状遺構遺物出土状況
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第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 坩 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙 № 　外面に大黒斑

２ SR Ｃ 土師器 小型壺 . . . ＡＣＤ
ＦＧ 普通 淡黄 №３　口縁部内外面横ナデ

３ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙 № 　SX 　口縁端部内外面横ナデ

４ SR Ｃ 土師器 小型壺 . . . ＡＢＣ
ＦＧ 普通 橙 № 　器面は剥離著しく傷みも激しい為調

整不明

５ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁部上部内外面横ナデか　内外面
風化著しく調整不明

６ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＥＦ 普通 にぶい
赤褐

№５　内外面赤彩　棒状浮文３本で１単位
か　単位数不明　内面ヘラ磨きか　器面風
化著しい

７ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ Ｃ 普通 浅黄橙 №２　内外面赤彩・黒斑あり

８ SR Ｃ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＤＧ 普通 にぶい
黄橙 №９　外面赤彩　器面風化著しい

９ SR Ｃ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＣ 普通 灰白 南東上層　J- G　器面風化著しく調整不
明

SR Ｃ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 № 　内外面風化著しく調整不明瞭

SR Ｃ 土師器 高坏 ［ . ］ＡＣＤＦ 不良 にぶい
橙

№ 　SR 　脚部僅かな段違いの６孔あ
り（完全に残っている孔は２孔、外側からの
穿孔）　器面風化著しく調整不明

SR Ｃ 土師器 甕 ５ （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦ 不良 にぶい
黄橙

№ 　SR ・ 　口縁部内外面横ナデ　器
面風化著しい

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

№８　口唇部刻み目あり　口縁部内外面横
ナデ　内外面風化著しく調整不明

SR Ｃ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 褐 №



　検出できた規模は、直線距離で . ｍ、上場幅は
. ～ . ｍ、下場幅は . ～ . ｍ、深さは ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　遺物は出土しなかった。
第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｉ－ ・ 、Ｊ－ グリッドに位置する。第 号
土壙、第 号溝跡より新しく、第 号周溝状遺構、
第 ・ 号掘立柱建物跡、第５号柵列跡、第 号溝
跡、第３号性格不明遺構より古い。その他の重複
する遺構との新旧関係は捉えられなかった。
　平面形は円形で、南西部分が . ｍの規模で開
口している。
　遺構の規模は、北西－南東方向の外法は
. ｍ、内法は . ｍ、北東－南西方向の外法は
. ｍ、内法は . ｍ、主軸方位はＮ－ °－Ｅであ

る。上場幅は . ～ . ｍ、下場幅は . ～ . ｍ、
深さは ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的緩やかで、断面形は逆台形、もしくは
皿状である。
　実測できた土師器は、壺・高坏・甕など計 点
（１～ ）である。
第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｉ・Ｊ－ グリッドに位置する。第 ・ 号周溝
状遺構より新しく、第５号柵列跡より古い。その
他の重複遺構との新旧関係については不明であ
る。
　南北とも端部が閉じているが、周溝が失われて
いるのか、あるいは開口しているかについては不
明である。周溝が直線状であることから、平面形
は方形、または長方形と推測される。主軸方位は
不明であるが、この周溝自身の方位はＮ－ °－Ｗ

― ―

第 図　第 ・ ・ 号周溝状遺構
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第 図　第 ・ 号周溝状遺構遺物出土状況



である。
　検出できた規模は、全長 . ｍ、上場幅は . ～
. ｍ、下場幅は . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝であ
る。

　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りはやや急であり、断面形は逆台形、浅い部分で
は皿状である。
　遺物は、周溝北半部に分布しており、土玉 点

― ―

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物
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第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 坩 （ . ） . . ＣＦＧ 普通 灰白 № 　器面風化著しい　器形歪んでいる

２ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 橙 I- G　口縁部内外面横ナデ　器面風化著
しい

３ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＢＤＧ 普通 にぶい
黄橙 I- G　口縁部内外面ハケ後横ナデ

４ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙 I- G

５ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
黄橙

№ 　器面風化著しく調整不明　底部内外
面に黒斑あり

６ SR Ｃ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 浅黄橙 № 　内外面赤彩

７ SR Ｃ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

№ 　坏部内外面・脚部外面赤彩　穿孔
３ヶ所　内外面風化著しい

８ SR Ｃ 土師器 高坏 ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 橙 №６　穿孔３ヶ所（外側から穿孔）　内面指
頭圧痕あり　器面風化著しい

９ SR Ｃ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＤＥＦＧ 普通 橙 № 　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＣ 普通 明赤褐 № 　端部内外面横ナデ　内面ヘラナデか

SR Ｃ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＤＥＦ 普通 橙 № 　外面赤彩　脚部下位内外面ハケ後横
ナデ　器面風化著しい

SR Ｃ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

№１　外面赤彩　器面風化している　胎土
は緻密

SR Ｃ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＤＧ 普通 明赤褐 I- G　外面赤彩

SR Ｃ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 橙 № 　風化著しい

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＣＤＥＧ 普通 浅黄 № 　外面端部横ナデ　外面風化著しく調
整不明瞭

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

№２　口縁部内外面横ナデ　内面ヘラナデ
か　調整不明瞭

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 浅黄橙 №８・ 　外面端部横ナデ　器面風化著し
い

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 明黄褐 № 　器面風化著しい　脚部内外面に黒斑
あり

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＢＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№３・７　接合部に指頭圧痕あり　器面風
化している

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ № 　風化著しい

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ № 　風化著しい

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ № 　風化著しい

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ㎝　
重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ㎝　
重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ～
. ㎝　重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ㎝　
重さ . ｇ №

SR Ｃ 土製品 土玉 径 . . ㎝　高さ . ㎝　孔径 . ㎝　
重さ . ｇ №



（ ～ ）がまとまった状態で出土した。図化でき
た遺物は、土玉を含めて計 点（１～ ）である。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ－ ・ 、Ｊ－ グリッドに位置する。やや湾
曲する周溝が、Ｌ字状に検出された。第 ・ 号周
溝状遺構より新しく、第 号周溝状遺構、第 ・
号溝跡より古い。その他の重複遺構との新旧関係
は不明である。
　覆土各層には黄褐色粘土ブロックが層状ではな
く疎らに混入しており、埋め戻された結果である
と考えられる。
　部分的な検出であるため平面形は不明である
が、西溝が直線状であることから、方形もしくは
長方形と推測される。周溝が途切れているのか、
開口しているかについても不明であるが、前者の
可能性が高いと思われる。
　遺構の規模は全長が西溝で . ｍ、北溝で . ｍ
と推定される。主軸方位は不明である。周溝の規
模は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ
～ ㎝である。

　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、もしくは 形
に近い。
　北溝内から、土師器の破片がまとまった状態で
出土したが、本遺構の周溝を埋め戻す際に投棄さ
れたと推定される。
　図化できた遺物は、土師器の壺・甕・台付甕な
ど計 点（１～ ）である。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ－ ・ グリッドに位置する。やや湾曲する周
溝が、Ｌ字状に検出された。第 号周溝状遺構、第
・ 号溝跡より古いが、その他の重複遺構との新
旧関係は不明である。
　部分的な検出であるため平面形は不明である
が、西溝がやや直線状であることから、方形もし
くは長方形の可能性が考えられる。周溝が途切れ
ているのか、開口しているかについても不明であ
るが、前者の可能性が高いと思われる。
　西溝は全長 . ｍ、この周溝自身の方位はＮ－
°－Ｅである。周溝の規模は上場幅 . ～ . ｍ、

― ―

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 灰 №７　外面全体に黒色

２ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 にぶい
橙 SR 　SR ・ ・ 　I- G　外面赤彩

３ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 明赤褐 №６　器面風化著しい

４ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＣＤＦ 普通 橙 № 　内面ヘラナデか　器面風化著しい

５ SR Ｃ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＢＣＤＦＧ 普通 橙 I- G　坏部内外面・脚部外面赤彩　坏部内
面に黒斑　穿孔３ヶ所　器面風化著しい



― ―

第 図　第 号周溝状遺構・遺物出土状況



下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形に近い。
　図化できた遺物は、土師器の壺・甕・器台など
計９点（１～９）である。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺構
より新しく、第３号性格不明遺構、第 号周溝状遺
構、第 号溝跡より古い。その他の重複遺構との新

旧関係については不明である。確認範囲は極めて
小規模である。
　南側は第３号性格不明遺構に壊され、北側につ
いては、周溝が閉じているのか、またはプランが
失われているのか、あるいは開口しているかは不
明である。周溝が直線状であることから、平面形
は方形、または長方形と推測される。主軸方位は
不明であるが、この周溝自身の方位はＮ－ °－Ｅ
である。

― ―

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物



　検出できた規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝であ
る。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形である。
　図化できた土師器は、台付甕・高坏など計５点
（１～５）である。
第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｈ・Ｉ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺
構より古い。東側は第 号溝跡と重複しているが、
新旧関係は不明である。
　周溝が直線状であることから、平面形は方形ま
たは長方形と推測される。主軸方位は不明である
が、この周溝自身の方位はＮ－ °－Ｅである。
　検出できた規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ㎝である。

　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は逆台形である。
　遺物は出土しなかった。
第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｉ・Ｊ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺
構、第５号柵列跡よりも古いが、その他の重複遺
構との新旧関係については不明である。
　北端部が閉じているが、周溝が失われているの
か、あるいは開口しているかについては不明であ
る。周溝が直線状であることから、平面形は方形
または長方形と推測される。主軸方位は不明であ
るが、この周溝自身の方位は本遺構よりも新しい
第 号周溝状遺構と同様にＮ－ °－Ｗである。
　検出できた規模は、全長 . ｍ、上場幅・下場幅
は不明、深さは ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
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第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 小型壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 にぶい
黄褐

№ 　口縁部内外面横ナデ　外面・口縁部
内面赤彩　器面風化著しい

２ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 明黄褐 № 　器面風化著しい

３ SR Ｃ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙 №

４ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ Ａ 普通 にぶい
橙 № 　器面風化著しい　底部木葉痕あり

５ SR Ｃ 土師器 甑 . ［ . ］ ＣＤＥＩ 普通 にぶい
黄橙

№ 　焼成後穿孔　外面被熱により赤色化　
風化著しく調整不明

６ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＧ 普通 褐 № 　口縁内外面横ナデか　外面被熱によ
り赤色化　器面風化著しい

７ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） . . ＣＤＦ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙
№４　口縁部内外面横ナデ　器面風化して
いる

８ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 浅黄 №

９ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） . ＡＣＦ 普通 にぶい
褐 口縁部内外面ハケ後横ナデ

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣ 普通 にぶい
黄橙 № 　風化著しく調整不明瞭

SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦＩ 普通 にぶい
黄橙 № ・ ・ 　口縁部内外面横ナデ

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
褐

№ ・ 　端部内外面横ナデ　風化著しく
調整不明瞭

SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 明赤褐 № 　外面被熱により赤色化　内外面風化
著しく調整不明瞭

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙 № 　外面風化著しく調整不明瞭

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙 №５

SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 №９　内外面ヘラナデか　外面は被熱によ
り赤色化　風化著しい
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第 図　第 号周溝状遺構・遺物出土状況
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第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＣＦ 普通 にぶい
黄橙 №７　内外面器面風化著しく調整不明瞭

２ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙 № 　外面赤彩　器面風化著しい

３ SR Ｃ 土師器 甑 （ . ） . . ＣＤＦ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙
№５　底部焼成後穿孔　胴部外面に黒斑　
胴部内面下半に炭化物付着　内外面風化・
摩滅著しく調整不明瞭

４ SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＢＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　I- G　口縁部内外面横ナデ　胴部
外面炭化物付着　器面風化著しい

５ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 褐 № 　G- G　口縁部内外面横ナデ　器面
風化著しい

６ SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙 № ・ 　脚部内面下半指頭圧痕あり

７ SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
赤

№ 　脚部内面横方向のナデ　工具の当た
り痕あり　外面風化著しく調整不明瞭

８ SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＤ 普通 明褐 №１・２　器面風化著しい

９ SR Ｃ 土師器 器台 （ . ） . . ＣＤＥ
ＦＧ 普通 にぶい

橙
№４　器受部内外面横ナデ　穿孔３ヶ所
（外から内側への穿孔）　器面風化著しい



りは緩やかで、断面形は皿状である。
　土師器の小破片が少量出土したが、図化には至
らなかった。
第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－ 、Ｉ－ ・ グリッドに位置する。やや湾

曲する周溝が、短く「コ」の字状に検出された。
第 ・ ・ 号周溝状遺構より新しく、第 号溝跡
より古い。
　北溝は確認されなかった。平面形については、
円形・楕円形、もしくは方形・長方形のいずれと
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第 図　第 号周溝状遺構

第 図　第 号周溝状遺構

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

№３　SR 　内外面赤彩　器面摩滅調整
不明瞭

２ SR Ｃ 土師器 甕 . ［ . ］ ＡＤ 普通 にぶい
黄 №４

３ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦ 普通 橙 口縁部内外面横ナデか　内外面摩滅著しい

４ SR Ｃ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 良好 灰黄褐 外面工具当たり痕顕著　内面削りに近いヘ
ラナデ

５ SR Ｃ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№２　穿孔３ヶ所（外から内に穿孔）　外面
赤彩
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第 図　第 号周溝状遺構・遺物出土状況



も判別できなかった。
　検出できた範囲での遺構の規模は、北西－南東
方向の内法は . ｍ。周溝の規模は、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝であ
る。外法・主軸方位については不明である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、または箱形で
ある。
　南東端は周溝が途切れているが、深さが ㎝程
あることから、周溝が失われているのではなく、
開口部の可能性も考えられる。
　遺物は、この付近の周溝内である程度まとまっ
て出土した。図化できた土師器は、壺・鉢・台付

甕など計７点（１～７）である。
第 号周溝状遺構（第 ・ ・ 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺構、
第５号柵列跡より古いが、その他の重複遺構との
新旧関係については不明である。
　北端部が閉じているが、周溝が失われていたか、
あるいは開口していたかは不明である。
　主軸方位は不明である。検出できた範囲での規
模は、全長 . ｍ、上場幅・下場幅は不明、深さは
～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状に近い。
　図化に至った土師器は、壺・高坏など計５点
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第 図　第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｃ 土師器 埦 （ . ） . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 橙 内外面とも風化著しく調整痕は認められな

い

２ SR Ｃ 土師器 小型壺 （ . ） . . ＣＤＦ
Ｇ 不良 にぶい

橙
№７　器面風化著しく調整痕は認められな
い

３ SR Ｃ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 灰黄 器面風化著しく調整痕は認められない

４ SR Ｃ 土師器 鉢 . . . ＣＤＦ
Ｇ 普通 灰黄 №２　外面黒斑あり

５ SR Ｃ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

一括　口縁部内外面横ナデか　内外面とも
風化著しく調整痕は認められない

６ SR Ｃ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ＣＦＧ 普通 橙 外面赤彩　内外面摩滅著しい

７ SR Ｃ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 明赤褐 №５　器面風化著しく調整痕は殆どみえな
い



（１～５）である。
Ｄ区第１号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ・Ｉ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第２号
墳、Ｄ区第５号土壙、Ｄ区第２号溝跡よりも古い。
　周溝の北端部が閉じているが、周溝が失われて
いるのか、開口しているのかは不明である。周溝
南側は、調査区外に続いていると推定される。周
溝が直線状であることから、平面形は方形または
長方形と推測される。主軸方位は不明であるが、
この周溝自身の方位はＮ－ °－Ｗである。
　検出できた規模は全長 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝であ
る。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは浅い部分では緩やかであるが、深い部分では

比較的急であり、断面形は前者では皿状、後者で
は逆台形である。土層断面にみる第 層は、斑状に
分布する黄褐色土ブロックから埋め戻し土である
と考えられる。
　図化できた土師器は、壺・高坏・甑・台付甕な
どのほか、貝巣穴痕泥岩を合わせ計 点（１～ ）
である。
Ｄ区第２号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡

（第 ・ 図）
　Ｈ・Ｉ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第４号
周溝状遺構、Ｄ区第４号溝跡より新しく、Ｄ区第
１・２号墳、Ｄ区第３・４・６・７号井戸跡、Ｄ
区第７号溝跡、Ｄ区第１号土壙より古い。その他
の重複遺構との新旧関係については捉えられな
かった。
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第 図　Ｄ区第１号周溝状遺構
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第 図　Ｄ区第１号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第１号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 小型壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＩ 普通 明赤褐 № 　外面ヘラ磨き　器面風化著しい

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

口縁部内外面ハケ後ヘラ磨き　肩部内外面
ヘラ磨き

３ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
黄橙 一括　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか

４ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 橙 №７　外面ヘラ磨き・赤彩

５ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＤＥＦ 普通 褐 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部
手持ちヘラ削り

６ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ ・ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
底部手持ちヘラ削り

７ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 橙 № 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
器面風化著しい　内面に黒斑あり

８ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 橙 一括　№ 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ナ
デ　外面赤彩・黒斑あり

９ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№６・ 　外面ヘラ磨き、一部ヘラ削り痕
あり　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り　内外
面に黒斑あり　外面赤彩

SR Ｄ 土師器 甑 （ . ） . . ＡＣＦ 普通 にぶい
黄褐

№ 　口縁部内外面横ナデ　口縁部内面に
指頭圧痕あり　外面ハケとハケナデか　器
面風化著しい

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　内外面ヘラ磨き　内外面赤彩　口縁
部内外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙 №９　外面ハケ　内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤ 普通 赤褐 外面ハケ　内面ヘラナデ

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
橙 ７孔か　被熱のため赤色化している
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第 図　Ｄ区第２号周溝状遺構、第 号溝跡
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第 図　Ｄ区第２号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第２号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＣＦＧ 普通 橙 器面風化著しい

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 浅黄 口縁部内外面横ナデ　外面ヘラ磨きか　内
面ヘラ磨き　外面摩滅している

３ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＣＤＦ 普通 橙 № 　外面ヘラ磨きか　内面ヘラナデ　底
部ヘラ削りか　器面風化著しい

４ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№２　外面ハケ後ヘラ磨き　内面・底部ヘ
ラナデ　器面は荒れている　外面に黒斑

５ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＥＦ 普通 にぶい
黄橙 風化著しく調整不明瞭

６ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙 内外面・底部ヘラナデか　器面風化著しい

７ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＣＧ 普通 橙 №３　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　底
部木葉痕あり　外面赤彩　器面風化著しい

８ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
黄橙

№５　 -A　外面ハケ後ヘラ磨きか　内
面ヘラナデか　底部木葉痕あり　器面風化
著しい　胴～底部外面に黒斑あり

９ SR Ｄ 土師器 器台 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ 　坏部穿孔１ヶ所（上部から）　脚部穿
孔３ヶ所（外側から）　内外面摩滅・風化著
しい



　周溝はやや歪んでいるが直線に近い。南側部分
は調査区外に続くため、平面形は概ね「コ」の字
状に検出された。南溝は確認されなかった。
　遺構の規模は、東西方向は外法 . ｍ、内法
. ｍ、南北方向は外法 . ｍ、内法 . ｍまでの
確認である。上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さは ～ ㎝である。開口部の有無が不
明であるため、主軸方位は不明であるが、強いて
計測するならば、主軸方位はＮ－ °－Ｗ、もしく
はＮ－ °－Ｅと推定される。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、浅い部分では
皿状である。土層断面にみる第４層は、斑状に分
布する黄褐色粘土ブロックから埋め戻しと考えら
れる。
　実測できた土師器は、壺・器台・台付甕などの
ほか、貝巣穴痕泥岩を含め計 点（１～ ）である。
　なお、本遺構の西側部分で検出されたＤ区第
号溝跡は、本遺構とＤ区第６号周溝状遺構をつな
ぐ連結溝と判断した。平面形は円弧状に近く、断
面形は皿状である。規模は、南西コーナーを起点
として全長 . ｍ、上場幅が . ～ . ｍ、下場幅
が . ～ . ｍ、深さは６～ ㎝である。溝の方位

は概ねＮ－ °－Ｅである。
　本遺構の周溝内に水が溜まった際、微地形的に
みて連結溝（Ｄ区第 号溝跡）を通じてＤ区第６
号周溝状遺構の周溝に流下し、さらに西側の溝に
流れ込んだと推測される。
Ｄ区第３号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第１号墳、
Ｄ区第５号溝跡より古い。この他の重複する他遺
構との新旧関係については不明である。西側は調
査区外に続くが、南側については開口部であるの
か、あるいは調査区外にまで続くのかは判断でき
なかった。周溝はやや歪んでいるが円弧状で、「く」
の字状にちかい。
　周溝の規模は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 .
～ . ｍ、深さは ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、浅い部分では
皿状である。
　南端部近くに周溝内に収まる形で長方形の落ち
込みがあるが、溝内土壙であろうか。平面規模は
. . ｍ、深さは ㎝である。
　実測できた土師器は、壺・甕など計５点（１～５）
である。

― ―

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SR Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＢＥＦ 普通 にぶい
橙 № 　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＣＦ 普通 にぶい
橙 №８　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 橙 外面ハケ　内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
褐

№１　外面胴部中位ヘラ削り　外面胴部下
位から脚部ハケ　脚部内面ヘラナデ　内面
ハケとヘラナデ

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
黄橙

被熱によりわずかに赤色化している　２孔
か

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
黄橙

被熱によりわずかに赤色化している　３孔
か

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
黄橙

被熱によりわずかに赤色化している　２孔
か

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
黄橙

被熱によりわずかに赤色化している　９孔
まで確認できる

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
黄橙

被熱によりわずかに赤色化している　５孔
か（わかりづらい）

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
黄橙

被熱によりわずかに赤色化している　６孔
か
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第 図　Ｄ区第３号周溝状遺構

第 表　Ｄ区第３号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 明褐 脚部外面ヘラ磨き　内面ナデか　穿孔３ヶ
所　器面風化している

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＢＣＦ 普通 橙 内外面ヘラ磨き　内外面赤彩　器面風化著
しい

３ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＢＣＦＧ 普通 橙 口縁部内外面横ナデか　胴部外面ハケ　胴
部内面ハケによるナデか

４ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＣＦＧ 普通 橙 器面風化著しい

５ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙 内面ハケ後横ナデか　器面風化著しい

第 図　Ｄ区第３号周溝状遺構出土遺物



Ｄ区第４号周溝状遺構（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。１つのピットより
新しく、Ｄ区第２号周溝状遺構とＤ区第１号墳、
および１つのピットより古い。その他のピットと
の新旧関係については不明である。
　本遺構の平面形は、やや「く」の字状である。
　周溝の規模は、全長 . ｍで、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝であ
る。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　遺物は出土しなかった。
Ｄ区第６号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡

（第 ・ 図）
　Ｇ・Ｈ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第 号
周溝状遺構より新しく、Ｄ区第 ・ 号周溝状遺
構、Ｄ区第１号墳、Ｄ区第９・ 号溝跡より古い。
その他の重複遺構との新旧関係については捉えら
れなかった。
　図上では、北東溝のＤ区第 号周溝状遺構との
重複する部分が開口しているかのような表現と
なっているが、これはＤ区第 号周溝状遺構との
重複によってプランが失われていることによるも
のである。開口部は、Ｄ区第 号溝跡の東側、南
東コーナーの西側部分が相当すると推測される。
開口の規模は不明であるが、. ～ . ｍ程である

と推定される。北西－南東方向の溝はほぼ直線で
あるが、その他の３条の溝はやや湾曲する。平面
形はやや丸みを帯びた方形に近い。
　遺構の規模は、南西－北東方向は外法 . ｍ、
内法 . ｍ、北西－南東方向は外法 . ｍ、内法
. ｍ、周溝の上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さは ～ ㎝である。開口部は明確では
ないものの、Ｄ区第 号溝跡の位置する溝である
と仮定するならば、主軸方位はＮ－ °－Ｗとな
る。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りはやや急で、断面形は逆台形、もしくは 形で
ある。
　土師器の小破片が比較的多く出土したが、接合
率が極めて低く、実測できた土師器は壺・高坏・
台付甕など計４点（１～４）にとどまった。
　なお、本遺構の南東側部分で検出されたＤ区第
号溝跡は、本遺構とＤ区第２号周溝状遺構をつ

なぐ連結溝と判断した。平面形は円弧状に近く、
断面形は皿状である。規模は、南コーナーを起点
として全長 . ｍ、上場幅が . ～ . ｍ、下場幅
が . ～ . ｍ、深さは６～ ㎝である。溝の方位
は概ねＮ－ °－Ｅである。
　Ｄ区第２号周溝状遺構の周溝内に水が溜まった
際、微地形的にみて連結溝（Ｄ区第 号溝跡）を
通じて本遺構の周溝に流下し、さらに西側の溝に

― ―

第 図　Ｄ区第４号周溝状遺構
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第 図　Ｄ区第６号周溝状遺構、第 号溝跡



流れ込んだと推測される。
Ｄ区第８号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。Ｄ区第１号墳より
古い。遺構の深度が浅く、重複するＤ区第９号周
溝状遺構との新旧関係については把握することが
できなかった。また、他の重複遺構についても同
様である。
　東側は、試掘トレンチにより失われており、ま
た西側は調査区外に続いているため、検出範囲は

極めて小規模である。本遺構の平面形は円弧状で
ある。
　周溝の規模は、全長 . ｍで、上場幅 . ｍ、下
場幅 . ｍ、深さは５～ ㎝である。主軸方位は不
明である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急であり、断面形は浅い部分では皿状
であるが、深い部分では逆台形である。
　図化できた土師器は３点（１～３）である。

― ―

第 図　Ｄ区第６号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第６号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 №１　器面風化著しく調整不明

２ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 №１　外面ヘラ磨きか　内面ヘラナデ　底
面ヘラナデか　器面風化著しい

３ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№２　胴部外面ヘラ磨きか　胴部内面・底
部ヘラナデか

４ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 橙 №３　内面ヘラナデ　器面風化著しい

第 図　Ｄ区第８・９号周溝状遺構



Ｄ区第９号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。Ｄ区第１号墳より
古い。遺構の深度が浅く、重複するＤ区第８号周
溝状遺構との新旧関係を把握することができな
かった。また、他の重複遺構についても同様であ
る。

　東側は、試掘トレンチにより失われており、ま
た西側は調査区外に続いているため、検出範囲は
極めて小規模である。本遺構の平面形は円弧状で
ある。
　周溝の規模は、全長 . ｍで、上場幅 . ｍ、下
場幅 . ～（ . ）ｍ、深さは５～ ㎝である。主

― ―

第 図　Ｄ区第８・９号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第８・９号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦＧ 普通 橙 №２　口縁部内外面横ナデ　外面ハケ内面
ハケナデ

２ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 橙 口縁上部内外面横ナデか　器面風化著しく
調整不明瞭

３ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№１　外面ハケ　内面ヘラナデか　脚部内
面ハケとヘラナデ　器面風化している

４ SR Ｄ 土師器 器台 （ . ） ［ . ］ ＢＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙 № 　内外面ヘラ磨き・赤彩

５ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 №１　器面風化著しい

６ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
黄橙 №７　外面ヘラ磨き　内面・底部ヘラナデ

７ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐

№１　胴部外面ハケ後部分的にヘラ磨き　
内面ヘラナデか　外面に黒斑あり

８ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 灰黄褐 №９　口縁部内外面ハケ後横ナデ　肩部外
面ハケか　内面ヘラナデか

９ SR Ｄ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＣＤＥＦＧ 普通 橙 №１・５～７・ ・ 　外面ハケ　内面ヘ
ラナデ　欠け口は輪積み部分



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況（１）



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況（２）



軸方位は不明である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　周溝の底面まで掘り下げた段階で、土壙状の落
ち込みが検出されたが、溝内土壙であるのか、別
遺構であるのかは確認できなかった。平面形は楕
円形で、短径 長径 確認面からの深さは .
. . ㎝、周溝底面からの深さは . ㎝である。
　周溝東端部から、土師器の破片が比較的まと
まった状態で出土した。これらの土師器の内、図
化できたのは壺・甕など計６点（４～９）である。

Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｇ・Ｈ－ ～ グリッドに位置する。ほぼ直線の
周溝が「コ」の字状に検出された。Ｄ区第 号周溝
状遺構より新しく、Ｄ区第６・ 号周溝状遺構、Ｄ
区第 ・ ・ ・ 号溝跡、Ｄ区第１号墳より古い。
その他の重複遺構との新旧関係については捉えら
れなかった。
　周溝はやや湾曲するものの直線状で、平面形は
「コ」の字状に近い。南溝は確認されなかったこ
と、東溝南端が閉じていること、以上の２点から
開口部と推定される。開口の規模は . ｍである。

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況（３）
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（１）



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（２）
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（３）



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（４）

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＢＦＧ 普通 浅黄橙
№ 　外面ヘラ磨き　内面上位指頭圧痕あ
り　中・下位ヘラナデとナデ　底部ヘラナ
デ　外面に黒斑あり　器面風化している

２ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面粗いヘラ磨き　内面・底部ヘラ
ナデ　外面に黒斑あり

３ SR Ｄ 土師器 小型壺 . . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 橙 № 　器面風化著しく調整不明

４ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） . . ＡＣＤ
ＦＧＩ 普通 にぶい

黄橙
№ 　器面風化著しく調整不明　外面に黒
斑あり

５ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 橙 № 　器面風化著しく調整不明瞭

６ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ＡＣＥＦ 普通 にぶい
黄橙

№ ・ 　口縁部外面ハケ後ヘラ磨き　口
縁部内面ヘラ磨きか　内面上位に指頭圧痕
ありそれ以下ヘラナデとナデか　外面・口
縁部内面赤彩



― ―

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

７ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面ハケ後粗いヘラ磨き　内面ヘラ
ナデ後ヘラ磨き　造りは非常に雑である

８ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤ 普通 にぶい
黄橙

№ ～ 　口縁部内外面・胴部中・下位ヘ
ラ磨き　肩部原体 LR横回転上→下方へ施
文　縄文施文後Ｌ原体の結節を回転施文　
内面ヘラナデか　底部ヘラナデ　口縁部・
胴部中・下位外面に赤彩

９ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） . ［ . ］ＡＣＤＧ 普通 橙 № ・ ・ ・ 　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
黄橙

№ ・ 　外面・口縁部内面ヘラ磨き　胴
部内面ヘラナデ　外面・口縁部内面赤彩　
器面風化している

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＧ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁部内面・外面ヘラ磨き　胴部内
面ヘラナデ　外面・口縁部内面赤彩　器面
風化している

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＦＧ 普通 橙 № 　外面赤彩

SR Ｄ 土師器 壺 ５ ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面口縁部網目状撚糸文あるが風化
の為不明　外面ヘラ磨き　内外面赤彩

SR Ｄ 土師器 甕 ５ ［ . ］ ＡＢＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁外面ハケ後横ナデか　口縁内面
横ナデ後ヘラ磨きか　器面風化している

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＦＧ 普通 にぶい
橙

外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラナデか　
底部ヘラ削り　外面赤彩　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　底部ヘラ
削り　外面に黒斑あり　器面風化している

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 灰黄褐 № 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
底部ヘラナデか　器面風化している

SR Ｄ 土師器 壺 . . ＡＣＤ
ＦＧＩ 普通 にぶい

黄橙
外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部ヘラナ
デか　外面赤彩　器面は風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄
№ ・ 　外面ヘラ磨きか　内面・底部ヘ
ラナデか　外面赤彩・黒斑　器面風化著し
い

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
褐

№ ～ 　胴部内面下位ヘラナデ　内面底
部ナデ

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

№ 　胴部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
底部ヘラナデか　外面に黒斑あり　外面赤
彩　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 器台 （ . ）（ . ） . ＡＣＤ
ＦＩ 普通 橙

№ 　坏部上部からの穿孔は途中で止まっ
ている　脚部穿孔３ヶ所（外側から）　内外
面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

口縁上部内外面横ナデ　外面ハケ後ヘラ磨
き　穿孔４ヶ所（外から内）　内外面赤彩

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＧ 普通 橙 № ・ 　内外面ヘラ磨き　器面風化著し
く調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № ・ ・ ・ ・ 　内外面ヘラ磨き　
器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラ磨き
か　脚部内面ヘラナデか　器面風化してい
る

SR Ｄ 土師器 高坏 . （ . ） . ＡＣＤ 普通 黄橙 № ・ ・ ・ 　外面ヘラ磨き　内面ヘ
ラナデか　器面風化著しい　穿孔３ヶ所

SR Ｄ 土師器 高坏 . . . ＣＤＦ
Ｇ 普通 橙

№ ・ ・ ・ 　器面風化著しい　坏部
内外面・脚部外面ヘラ磨き　穿孔段違いに
孔（上段５孔下段５孔）

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ヘラ磨きか　脚部内面ヘラナデ
か　穿孔３ヶ所

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 橙 № ・ 　外面ヘラ磨きか　内面ヘラナデ
か　穿孔４ヶ所　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 小型
台付甕 ［ . ］ ＡＤ 普通 黄橙 №７　外面ヘラナデとナデか　内面・底部

内面ナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
黄橙 №１・５　器面は風化著しく調整不明

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 口縁部内外面横ナデ　胴部外面ヘラ削りか　
胴部内面ヘラナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 鉢 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
橙 № 　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 小型甕 . . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙
№ ・ ・ ～ 　口縁部内外面横ナデ　
胴部外面ハケ・内面ヘラナデ　底部ヘラナ
デか　器面風化著しい



― ―

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SR Ｄ 土師器 甕 . . . ＡＢＣ
ＤＦ 普通 にぶい

橙
№ 　口縁部内外面横ナデか　外面ハケ後
ヘラ磨きか　内面ハケ後ヘラ磨き　器面風
化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 . . . ＡＣＤ
ＥＦ 普通 橙 № 　口縁部内外面横ナデか　内外面風化

著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 甕 . . . ＡＣＤ
ＥＦ 普通 橙

№ ・ ・ ・ 　口縁部内外面横ナデか　
胴部外面ヘラ削り・内面ヘラナデか　口縁
部内外面・胴部外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＤＧ 普通 明褐色 № 　口縁部内外面ハケ後横ナデか　胴部
外面ハケ・内面ヘラナデ　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＣＤＦＩ 普通 橙
№ 　口縁部内外面横ナデ　胴部外面ヘラ
ナデか　胴部内面ヘラナデ　器面風化著し
い

SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＤＦＧ 普通 浅黄褐 № 　口縁部内外面横ナデ　胴部外面ハ
ケ・内面へラナデ

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
橙 №

SR Ｄ 土師器 台付甕 ［ . ］ＡＦＧ 普通 灰黄褐 № 　外面ハケ　内面ヘラナデか　器面風
化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 にぶい

黄橙
№ 　口縁部ハケ後横ナデか　被熱による
赤色化顕著　外面煤付着　胴部内面輪積み
痕が比較的顕著　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙
№ ・ 　外面ハケ　内面・脚部内面ヘラ
ナデ　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ） . . ＡＣＦ 普通 にぶい
黄褐

№８　外面・口縁部内面非常に目の細かい
ハケ　胴部内面ヘラナデ　脚部内面上位は
指押さえ

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＥ
Ｆ 普通 にぶい

橙

口縁部内外面横ナデか　胴部～脚部外面ハ
ケナデか　内面ヘラナデか　器面風化著し
い　胴部内外面に大黒斑あり　胴部外面被
熱のため一部赤色化した部分あり

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 褐灰

№６　口縁部内外面横ナデか　胴部外面ハ
ケナデか　胴部内面ヘラナデか　被熱のた
め胴～脚部外面の一部が赤色化している　
胴部外面に大黒斑あり　口縁部内面に黒斑
あり　内外面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
褐

№ ～ 　口縁部内外面横ナデ　内外面ヘ
ラ磨き　全面赤彩　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐

№ ・ 　口縁部内外面横ナデ　内面・脚
部内面ヘラナデ　内面胴部下位炭化物付着　
胴部外面に大黒斑あり　被熱により胴部下
半が赤色化している

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＤＦ 普通 にぶい
褐

№ 　外面ハケ　内面ハケ後ナデ　器面風
化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＥ 普通 橙 № 　外面ハケ　内面ヘラナデか　脚部内
面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 . （ . ）［ . ］ Ｃ 普通 にぶい
橙

№ 　外面被熱のため若干赤色化している　
器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦ 普通 橙 № 　外面ハケ　内面・脚部内面ヘラナデ　
器面風化著しい

SR Ｄ 土製品 不明
長さ . ㎝　幅 . ㎝
注ぎ口 . ㎝ . ㎝
注ぎ口（穴）. ㎝ . ㎝
重さ . ｇ

ＡＦ 普通 橙 壺のミニチュアまたは飯事か



　遺構の規模は、東西方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、南北方向の外法 . ｍ、内法 . ｍで、主軸
方位はＮ－ °－Ｗである。周溝の規模は、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は浅い部分では皿状であ
るが、深い部分では逆台形に近い。

　西溝の中央から南半にかけてと、東溝全域から
土師器片がまとまった状態で出土した。これらの
土師器片の接合率は比較的高く、図化できた遺物
は 点（１～ ）に上った。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｇ・Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第６・ 号
周溝状遺構より新しく、Ｄ区第 号溝跡より古い。
他の重複遺構との新旧関係については不明であ

― ―

第 図　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構



る。
　湾曲や屈曲した部分はみられず、南北方向の一
条のみの検出である。周溝は南北両端とも途切れ
ている。北側は攪乱によるものであるが、南側に
ついては、他遺構との重複のためと推測される。
本遺構の平面形は直線状である。

　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝
である。周溝の方位はＮ－ °－Ｅである。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　遺物は出土しなかった。

― ―

第 図　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構

第 表　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙
№１　内側底面ヘラナデ　脚部内面上位に
指頭圧痕　脚部内面ヘラナデ　器面風化著
しい

２ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 橙 №５　外面被熱・風化著しい

第 図　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構出土遺物
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構・遺物出土状況
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 明赤褐 №１　口縁部網目状撚糸文　内外面ヘラ磨
き　頸部外面赤彩　器面風化著しい

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） . . ＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№２　口縁部内外面横ナデ後ヘラ磨きか　
外面ハケ後ヘラ磨きか　内面・底部ヘラナ
デか　外面に黒斑　器面風化著しい

３ SR Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ 　内外面ヘラ磨きか　脚部内面上位絞
り　中・下位ヘラナデとナデか　段違いの
穿孔６ヶ所（上段３孔下段３孔外面からの
穿孔）

４ SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＤ
ＦＧ 普通 にぶい

褐

№５・ ・ 　口縁部内外面横ナデ　外面
ハケ　内面・脚部内面ヘラナデか　器面風
化著しい　外面被熱のため一部赤色化　外
面一部煤付着

５ SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐

№４・５　口縁部内外面ハケ後横ナデ　胴
部外面ハケ　内面ヘラナデ　外面に黒斑

６ SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣ 普通 にぶい
橙 №５　外面ナデか　内面ヘラナデ



Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第９号溝
跡、Ｄ区第１号墳よりも古いが、他の重複遺構と
の新旧関係については不明である。
　やや湾曲した南西－北東方向の、一条のみの検
出である。周溝は両端とも途切れている。北東側
は他遺構との重複のためと推測されるが、南西側
は開口部の可能性が考えられる。本遺構の平面形
は湾曲しており、この範囲からの所見であるが、
円形、もしくは楕円形と推定される。
　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ㎝であ
る。本遺構の主軸方位は不明である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　遺物は出土しなかった。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ・Ｉ－ グリッドに位置する。北側は閉じてい
るが、南側は調査区外に続いている。Ｄ区第１号
墳よりも古いが、この他の重複遺構との新旧関係
については不明である。
　やや湾曲した南西－北東方向の、一条のみの検
出である。北側で周溝が閉じているが、方位的に
みて、開口部とは考えにくい。本遺構の平面形は
湾曲しており、この範囲からの所見であるが、全
体的には円形、もしくは楕円形と推定される。
　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝
である。本遺構の主軸方位は不明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は浅い部分では皿状であるが、
深い部分では逆台形である。
　図化した遺物（１）は、位置的に本遺構に帰属
する可能性が高いと判断した。そのため、北側に
周溝が存在すると考え、あくまでも参考として推
定線を示した。周溝内からは遺物は出土しなかっ
た。

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ－ 、Ｈ－ ・ グリッドに位置する。僅かに
湾曲する周溝が、Ｌ字状に検出された。Ｄ区第２・
３号墳よりも古いが、その他の重複遺構との新旧
関係については不明である。

　部分的な検出であるため平面形は不明である
が、東溝がやや直線状であることから、方形もし
くは長方形の可能性が考えられる。周溝は北端部
が閉じているが、南端部は途切れている。前者に
ついては開口しているのか、周溝が失われている

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 小型鉢 （ . ） . . ＡＢＣ
ＦＧ 普通 にぶい

黄橙
№９　外面ヘラナデとナデか　内面ヘラナ
デ　底部ヘラナデとナデ　器面風化してい
る　底部外面に黒斑あり

２ SR Ｄ 土師器 坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 明赤褐 内外面ヘラ磨き　内外面赤彩　器面風化し
ている

３ SR Ｄ 土師器 小型壺 （ . ） 「 . 」 ＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№１　口縁部内外面横ナデ　胴部外面ヘラ
削り　内面ナデか　口縁内面～胴部外面に
かけて大黒斑　器面風化している

４ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 褐灰 № 　外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部
木葉痕あり

５ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＤＦＧ 普通 褐 外面ヘラ磨き　脚部上位ヘラナデ　穿孔
３ヶ所　外面赤彩　器面風化している

６ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 明赤褐 №７　口縁部内外面ハケ後横ナデか

７ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＢＣＤＦ 普通 にぶい
褐

№３　口縁部内外面横ナデか　頸部外面ハ
ケ　内面ヘラナデか　器面風している

８ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＣＤＥＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面横ナデか　胴部外面ハ
ケか　内面ヘラナデか　内外面摩滅・風化
著しい

９ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＦＩ 普通 にぶい
橙 №２・３　外面ハケ　脚部内面ヘラナデか

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 明赤褐 №５　外面ハケ　脚部内面ヘラナデ　体部
と脚部の接合部分指頭圧痕あり

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＢＤＦＧ 普通 赤橙 №３　外面ハケ　脚部内面ヘラナデか
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第 表　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＥＦ 普通 赤褐

２ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＣＤＦ 普通 にぶい
橙

外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ　内外
面風化著しい

３ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
黄橙 №３　口縁部内外面横ナデ

４ SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＢＣＤＦ 普通 にぶい
橙

器面風化著しい　被熱のため赤色化してい
る　脚部ヘラナデか

５ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＦ 普通 浅黄 №１　器面風化著しく調整痕はみえない
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のか特定できなかった。後者については、周溝が
失われている可能性が高いと思われる。
　周溝の規模は、全長が東溝 . ｍ、南溝 . ｍで
計 . ｍ、主軸方位は不明である。上場幅は
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　Ｄ区第３号墳の周溝内に、隅丸の長方形の落ち
込みが検出されたが、溝内土壙であるのか否かに
ついては特定できなかった。

　東溝のコーナー近くで、土師器の破片がまと
まった状態で出土した。図化できた遺物は、土師
器の壺・高坏・甕など計６点（１～６）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。北側は閉じている
が、南側は攪乱によって失われている。Ｄ区第１
号墳よりも古いが、この他の重複遺構との新旧関
係については特定できなかった。
　やや湾曲した北東－南西方向の、一条のみの検
出である。北側で周溝が閉じているが、方位的に
みて、開口部とは考えにくい。本遺構の平面形は
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僅かではあるが湾曲しており、極めて小規模な範
囲からの所見であるが、円形、もしくは楕円形と
推定される。
　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ㎝であ
る。本遺構の主軸方位は不明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは極
めて緩やかで、断面形は皿状である。
　図化できた遺物は、土師器の台付甕１点（２）
である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｉ－ ・ グリッドに位置する。南側は調査区外
に続き、西側は試掘トレンチによって失われてい
るが、それ以南は調査区外に続くと推定される。
本遺構は深度が極めて浅いため、重複遺構との新
旧関係については特定できなかった。
　本遺構の検出された範囲内において周溝は湾曲
しており、極めて小規模な範囲からの所見である

が、平面形は円形、もしくは楕円形と推定される。
　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅・
下場幅・主軸方位は不明、深さは ㎝である。
　周溝底面は平坦であり、壁面の立ち上がりは極
めて緩やかで、断面形は皿状である。
　土層断面を観察した限りでは、黄褐色の粘土ブ
ロックが層状ではなく、斑文状に混入しているこ
とから、自然堆積ではなく人為的埋め戻しと判断
した。
　遺物は出土しなかった。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第６号周溝
状遺構より新しく、Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第
号溝跡より古い。その他の重複遺構との新旧関
係については不明である。
　南西－北東方向の、一条のみの検出である。周
溝は西側が調査区外に続き、東側は途切れている。
後者については、他遺構との重複のためと推測さ
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第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 橙 口縁部内面～外面ヘラ磨き　胴部上位内面
ヘラナデか　外面・口縁部内面赤彩

２ SR Ｄ 土師器 壺 ５ ［ . ］ ＡＦＧ 普通 浅黄橙 D- G　口縁上部内外面単節 LRの縄文　
ヘラミガキか

３ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＧ 普通 灰黄褐
D- G　内面ヘラナデ　器面風化著しい　
内外面とも黒ずんでいる（焼成時）　外面赤
彩

４ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 赤褐 D- G　内外面風化著しく調整不明瞭　内
外面赤彩

５ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 内外面ヘラ磨きか　器面風化著しい

６ SR Ｄ 土師器 壺 ［ . ］ ＡＢＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　網目は無節Ｒの縄文　外面ハケ状工
具による押圧　内面ヘラ磨き

７ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ Ｆ 普通 にぶい
橙

№２～４・６・９　内外面ヘラ磨き　内外
面赤彩

８ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 浅黄橙 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　底
部ヘラ削り　外面赤彩　器面風化著しい

９ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙
№１　外面ハケ後ヘラ磨きか　内面ヘラナ
デか　底部木葉痕あり　器面風化著しく調
整不明瞭

SR Ｄ 土師器 器台 . 「 . 」 ＡＢＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　D- G　脚部内面上部に指頭圧痕あ
り　風化著しい　外面赤彩

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣ 普通 明褐 №４　D- G

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＤＧ 普通 橙 №２　被熱のため器面は劣化・赤色化して
いる

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＤＦ 普通 橙 №７　被熱により赤色化している　外面風
化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ 灰褐 ３孔　被熱によりわずかに赤色化



れる。本遺構の周溝は直線に近いが、検出範囲か
らは平面形は特定できなかった。
　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅
. ～［ . ］ｍ、下場幅 . ～［ . ］ｍ、深さは
～ ㎝である。周溝の方位はＮ－ °－Ｅであ
る。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りはやや急であり、断面形は浅い部分では皿状で
あるものの、深い部分では逆台形である。
　周溝の西端部では、溝状の落ち込みが認められ
た。この溝状の落ち込みの規模は、全長 . ｍ、上
場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、確認面から
の深さは ㎝である。方位は周溝と同様に、Ｎ－
°－Ｅである。この落ち込みからは土師器の小型
壺（３）・甕（７）・台付甕（９・ ）が出土した。
平面的な位置としては、Ｄ区第６号周溝状遺構の
周溝内に土師器小型鉢（１）・壺（４）・甕（６・８）・
台付甕（ ）が図示されているが、Ｄ区第 号周溝
状遺構の覆土中から出土したものである。
　図化できた土師器は、壺・甕など計 点（１～ ）
である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構、Ｄ区第 ・ 号溝跡より古い。東側部分は攪
乱を受けている。
　遺構としてのプランは失われており、覆土のみ
の検出である。そのため、周溝の深さ ㎝、周溝底
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第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
黄褐

№１　穿孔３ヶ所　外面ヘラ磨きか　内面
ヘラナデか　器面風化著しい



面は比較的平坦というデータ以外、平面形・断面
形・規模・主軸方位等は不明である。
　図化できた土師器は台付甕１点（１）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。北・西側は調査区外
に続く。Ｄ区第 号周溝状遺構よりも新しいと推
定される。また、Ｄ区第 号溝跡よりは古いが、そ
の他の重複遺構との新旧関係については不明であ
る。

　極めて部分的な検出範囲であるため、平面形や
規模・主軸方向などは不明である。
　検出された範囲内での規模は、南北 . ｍ、東西
. ｍ、深さ ㎝である。
　底面は比較的平坦であり、壁面の立ち上がりは
急で、断面形は箱形である。平面・断面の形状や
覆土の特徴から、本遺構を周溝状遺構と判断した。
　図化できた土師器は、壺・台付甕など計４点
（２～５）である。
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Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｄ・Ｅ－ ～ グリッドに位置する。Ｄ区第 号
溝跡よりも古いが、その他の重複遺構との新旧関

係は捉えられなかった。
　周溝は僅かに湾曲するものの直線状で、全体の
平面形は「コ」の字状に近い。南溝は確認されな
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第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 橙 №９　器面摩滅し調整不明瞭

２ SR Ｄ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 灰黄 № 　器面風化著しく調整みえない　穿孔
４ヶ所

３ SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ） . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 にぶい

黄橙
№１　F- G　外面ハケ　内面・脚部内面
ヘラナデ　器面摩滅著しく調整不明瞭　被
熱のため外面は一部赤色化している

４ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＦＧ 普通 にぶい
褐

№１・５　SR- ・F- G と接合　口縁部内
外面横ナデ　内面ヘラナデか　器面風化著
しい

５ SR Ｄ 土師器 台付甕 ［ . ］ＡＢＣＦＧ 普通 灰褐
№ 　SR- ・SR- ・F- G　外面上煤付
着・黒斑あり　外面上位摩滅激しい　内面
風化著しい

６ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＥＦ 普通 赤褐
№１・３～５　SR- ・F- G と接合　口縁
部内外面横ナデ　胴部外面ヘラナデか　外
面風化・被熱により赤色化している

７ SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙 № 　器面風化著しい
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第 図　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構遺物出土状況
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かったこと、西・東溝南端が閉じていること、以
上の２点から、開口部と推定される。開口の規模
は . ｍである。
　東溝中央部が途切れているのは、周溝の深度が
浅いためと考えられる。この部分の北側では、周
溝内にテラス状の高まりが認められた。
　遺構の規模は、東西方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、南北方向の外法 . ｍ、内法 . ｍで、
主軸方位はＮ－ °－Ｅである。周溝の規模は、上
場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～
㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が

りは比較的急で、断面形は逆台形、もしくは箱形
である。
　図化できた遺物は、土師器の壷・台付甕などの
ほか、貝巣穴痕泥岩１点を含め計 点（１～ ）で
ある。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｅ－ ・ 、Ｆ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ
区第６号土壙よりも古いが、その他の重複遺構と
の新旧関係については不明である。
　周溝は、南西－北東方向から東西方向に巡る
「く」の字状を呈する一条のみの検出である。検
出範囲が小さいため、全体的な平面形は特定でき
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第 表　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 埦 （ . ） . . ＡＣＤ
ＦＧ 普通 にぶい

橙 № 　内面ヘラナデか　器面風化著しい

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№８・９・ 　口縁部・頸部外面網目状撚
糸文　口縁中・下位内外面ヘラ磨き

３ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№８　口縁部外面網目状撚糸文　内外面ヘ
ラ磨き　口縁部外面以外赤彩　器面風化著
しい

４ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 明赤褐 G- G　内外面ヘラ磨き　底部ヘラナデか　
外面赤彩

５ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 浅黄橙 G- G　器面風化著しく調整不明

６ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＣＦＧ 普通 浅黄橙 №４　内面・底部ヘラナデか

７ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＤＦ 普通 橙 № 　外面ヘラ磨き　内面・底部ヘラナデ
か　外面赤彩　器面は荒れている

８ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁部内外面横ナデ　外面風化著し
く調整不明瞭

９ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

№３　口縁部内外面横ナデ　ハケ目は一部
摩滅している　外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＦ 普通 灰褐 № 　外面ヘラ削り　内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 褐灰 G- G　内外面ともヘラナデか　外面被熱
のため少し赤色化している

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
橙

G- G　器面風化著しく調整不明　外面に
黒斑あり　穿孔４ヶ所

SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＢＣＥＦ 普通 にぶい
橙

№３　外面ヘラ磨きか　内面ナデか　底部
ヘラナデか　器面風化著しい　外面に黒斑
あり

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＤＧＪ 普通 淡黄
№２　肩部に結節縄文が横位に施文　原
体・単位等は摩滅著しく不明　深い結節部
のみ残る　内面ヘラナデとナデか　外面赤
彩

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

№９　内外面ヘラ磨き　頸部外面に刻み痕　
器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 小型壺 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 明赤褐 №５　外面ヘラ削りか　内面ヘラナデか　
器面は被熱により赤色化している

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＣＤＥＦＧ 普通 橙 №７　器面風化著しく調整不明

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦＫ 普通 橙 №６　器面風化・被熱により赤色化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＤ
ＦＧ 普通 にぶい

黄橙 №１　口縁上部内外面横ナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＣＤＦ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙
№１・２　口縁部内外面横ナデ　外面に大
黒斑と煤付着あり
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



なかった。
　検出された周溝の規模は、南西－北東部分が
. ｍ、東西部分が . ｍで全長 . ｍ、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝
である。主軸方位は不明である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りはやや急であり、断面形は浅い部分では皿状で

あるものの、深い部分では逆台形である。
　図化できた土師器は器台１点（１）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｅ－ 、Ｆ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第
号溝跡よりも新しいが、その他の重複遺構との
新旧関係については不明である。
　周溝は、３箇所に分断された形で検出された、
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 明赤褐 №１・２　外面ヘラ磨きか　外面に黒斑あり
二次的被熱と思われる　器面風化著しい

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＥＦ 普通 にぶい
黄橙

№２　内外面ハケ後ヘラ磨き　内面のヘラ
磨きは粗い　器面風化している　外面・口
縁部内面赤彩

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



１条のみの検出である。検出範囲が小さいため、
平面形は特定できなかった。
　検出された周溝の規模は、北溝が . ｍ、この溝
が途切れる箇所から南溝までが . ｍ、南溝が
. ｍで全長 . ｍ、上場幅［ . ］～［ . ］ｍ、
下場幅 . ～［ . ］ｍ、深さは ～ ㎝である。
主軸方位は不明である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。
　図化できた土師器は、高坏・台付甕など計７点
（１～７）である。

Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｆ－ ・ 、Ｇ－ ～ 、Ｈ－ グリッドに位置
する。周溝がほぼ円形に巡る形で検出された。Ｄ
区第 ・ 号周溝状遺構、Ｄ区第 ・ ・ ・ ・
号溝跡よりも古いが、その他の重複遺構との新
旧関係については捉えられなかった。
　南西部分が . ｍの規模で開口している。
　遺構の規模は、北西－南東方向の外法 . ｍ、
内法 . ｍ、北東－南西方向の外法 . ｍ、内法
. ｍで、主軸方位はＮ－ °－Ｅである。周溝の規
模は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深
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さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は浅い部分では皿状であ
るが、深い部分では逆台形に近い。
　北溝中央で、土壙状の落ち込みが検出された。
この落ち込み部分の、周溝底面との比高差は４～
㎝程で、短径 長径 深さは、 ㎝で
ある。この他に、土壙状ではないものの西溝・東
溝で落ち込みが確認されている。これらの周溝底
面との比高差は、前者が ㎝弱、後者が ㎝弱であ
る。
　西溝の北コーナーから土師器片（２・３・６・
９）がまとまった状態で出土した。図化できた土
師器は 点（１～ ）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ－ ・ 、Ｈ－ グリッドに位置する。ほぼ直
線の周溝が「コ」の字状に検出された。Ｄ区第 号
溝跡より新しく、Ｄ区第 ・ ・ ・ 号溝跡、Ｄ
区第 号土壙より古い。その他の重複遺構との新

旧関係については不明である。
　周溝は僅かに湾曲するものの直線状で、全体の
平面形は「コ」の字状に近い。南西部分が調査区
外に続いていること、重複する溝跡によってプラ
ンが失われていることなどから、開口部であるの
か否かについては判断できなかった。南西端部に、
破線で周溝を図示したが、あくまでも推定による
ものであり、開口部の可能性は否定できない。
　西溝と東溝では、周溝内に段差が認められた。
それぞれの比高差は、前者で５㎝、後者で ㎝程で
ある。
　遺構の規模は、北西－南東方向の外法 . ｍ、内
法 . ｍ、北東－南西方向の外法［ . ］ｍ、内法
［ . ］ｍ。南西部分が開口部であれば、主軸方位
はＮ－ °－Ｅとなる。周溝の規模は、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは急で、断面形は逆台形、もしくは箱形である。
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№３　穿孔４ヶ所（外面からの穿孔）　器面
風化著しく調整不明

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 壺 ５ ［ . ］ ＡＧ 普通 にぶい
黄橙

F- G　口唇部・口縁上部内面単節 LR、口
縁下部単節RL縄文　口縁部外面ヘラ磨き　
内外面赤彩

２ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 №１　器面風化著しく調整不明瞭

３ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＤＧ 普通 淡黄 №１　F- G　器面風化著しい　外面に黒
斑あり

４ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙 F- G　口縁部内外面ハケ後ヘラ磨き

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物
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第 図　Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構・遺物出土状況
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 鉢 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 橙 № 　口縁部内外面横ナデ　外面ヘラ磨き　
内面ヘラ磨きか

２ SR Ｄ 土師器 鉢 （ . ） ［ . ］ ＡＤＧ 普通 明赤褐 № 　外面ヘラ削り　内面ヘラナデ

３ SR Ｄ 土師器 鉢 （ . ） ［ . ］ ＢＣＦＧ 普通 にぶい
赤褐 № 　口縁部内外面指頭圧痕あり

４ SR Ｄ 土師器 器台 . . . ＡＣＤ
Ｇ 普通 明赤褐

№ ・ 　内外面ヘラ磨きか　脚部内面下
位横ナデか　穿孔３ヶ所（外側からの穿孔）　
器面風化著しい　口縁部外～内面・脚部内
面に黒斑あり　外面・坏部内面赤彩

５ SR Ｄ 土師器 器台 . . . ＡＢＣ
ＦＧ 普通 にぶい

橙
№ ・ ・ ・ 　外面ハケ後ヘラ磨き　
坏部内面・脚部内面ヘラナデか　器面風化
著しい　外面・坏部内面赤彩か

６ SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＦＩ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　外面
赤彩

７ SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ Ｆ 普通 にぶい
橙

№６・８・ ・ ・一括　内外面ヘラ磨き・
赤彩　内外面とも器面は荒れている

８ SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
橙

№ ～ ・ 　一括　内外面ヘラ磨き　外
面に黒斑２ヶ所あり　器面風化著しい

９ SR Ｄ 土師器 高坏か （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

内外面ヘラ磨き・赤彩か　器面風化著しく
調整不明瞭
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＦＧ 普通 明赤褐 №１・４・８　内外面ヘラ磨きか　器面は
風化著しい　口縁部外面～内面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 坩 . . . ＡＢＣ
ＦＧ 普通 にぶい

橙

№ ・ 　口縁部外面ヘラ磨き後網目状の
撚糸文　口縁部内面ヘラ磨き　胴部内面ヘ
ラナデとナデ　底部ヘラ削り　外面・口縁
部内面赤彩

SR Ｄ 土師器 壺 . . . ＡＢＤ
ＦＧ 普通 橙

№ ・ ・ ・ ・ 　一括　口縁 LR　体
上半 RL-LR 非結束　縄文施文後に結束回
転　胴部中位～下位内外面ヘラ磨き　外
面・口縁部内面赤彩

SR Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 にぶい

黄橙
№８・ ・ ・ ・ ・ ・一括　口縁部
内外面横ナデか　内面ヘラナデか　脚部内
面指頭圧痕あり

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物



　図化できた遺物は土師器壷１点（１）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｆ・Ｇ－ グリッドに位置する。円弧状に検出さ
れた。Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構より新しく、Ｄ区
第 号溝跡より古い。その他の重複遺構との新旧
関係については不明である。
　両端部ともに途切れている。北側は周溝が失わ

れているためと思われるが、南側については開口
部の可能性が考えられる。平面形は円形、または
楕円形であると推定される。
　周溝内の、中央部よりやや北寄りの地点には段
差が認められた。周溝底面との比高差は ㎝程で
ある。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 器台 . . . ＡＣＤ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙

№５　口縁部内外面横ナデ　外面ハケ後ヘ
ラ磨き　器受部内面ヘラ磨き　脚部内面ヘ
ラナデか　器面風化著しい　外面・器受部
内面赤彩　穿孔３ヶ所

２ SR Ｄ 土師器 鉢 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 明赤褐 №３　口縁部内外面指頭圧痕あり　内面ヘ
ラナデか

３ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
黄橙

№７　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い

４ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
赤褐

№３　口縁部内外面横ナデ後刻み　胴部外
面ヘラ削り後一部ハケ　内面ヘラナデか

５ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＤＧ 普通 明褐
№３　口縁部外面・口唇部横ナデ　口縁部
内面横ナデとヘラナデ　胴部外面ヘラ削り
とヘラナデ　胴部内面ヘラナデ

６ SR Ｄ 土師器 小型壺 . （ . ） . ＡＢＣ
ＦＧ 普通 にぶい

橙
№１・２　口縁部内外面横ナデ　器面風化
している　外面に黒斑あり　外面赤彩

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 手捏ね . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙 №４　器面風化している

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
橙

G- G　内外面ヘラ磨きか　器面風化著し
い

３ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 明赤褐 G- G　口縁部内外面横ナデ　器面風化著
しい

４ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦＪ 普通 にぶい
橙

G- G　口縁上部横ナデ　器面風化してい
る

５ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＦＧ 普通 橙 №３　端部内外面横ナデ　脚部内面ヘラナ
デとナデ　器面風化している

６ SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ

にぶい
黄橙 被熱により赤色化している　４孔



下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は逆台形、もしくは皿状で
ある。

　周溝南端部近くで、台付甕２点（ ・ ）が土圧
で潰れた状態で出土した。またその地点近くから
は、壺２点（ ． ）が完形に近い形で出土してい
る。図化できた土師器は、壷・高坏・台付甕など
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



計９点（ ～ ）である。
Ｄ区 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。ほぼ直角に湾曲す
る周溝が、Ｌ字状に検出された。遺構の深度が浅
いため、土層断面の観察による重複遺構との新旧
関係の把握はできなかった。

　部分的な検出であるため平面形は不明である
が、周溝が直線状であること、ほぼ直角なコー
ナーをもつことなどの点から、方形もしくは長方
形の可能性が高いと考えられる。
　周溝の規模は、全長が東西溝 . ｍ、南北溝
. ｍで計 . ｍ、主軸方位は不明である。上場幅
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第 図　Ｄ区第 ・ ・ 号周溝状遺構、第 号溝跡
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況



は . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝であ
る。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは極
めて緩やかで、断面形は皿状である。
　図化できた遺物は土師器の壺１点（１）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｆ・Ｇ－ ・ グリッドに位置する。ほぼ直線の
周溝が「コ」の字状に検出された。Ｄ区第 ・ ・
・ 号溝跡よりも古いが、その他の重複遺構との
新旧関係については捉えられなかった。
　周溝はほぼ直線状で、北東部分には周溝は認め

られないが、開口部であるのか、遺構の深度が浅
いため周溝が失われた結果であるのかは特定でき
なかった。仮に開口部であった場合、開口の規模
は . ｍ、主軸方位はＮ－ °－Ｅと推定される。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、内
法 . ｍ、南東－北西方向の内法 . ｍである。周
溝の規模は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝の南東端近くで、土壙状の落ち込みが検出
された。規模は短径 ㎝、長径 ㎝、周溝底面と
の比高差は ～ ㎝程である。
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物



　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形、もしくは箱形である。
　土師器の小破片が１点出土したが、図化には至
らなかった。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｆ・Ｇ－ ・ グリッドに位置する。やや湾曲す
るものの、直線状の周溝が「コ」の字状に検出さ
れた。Ｄ区第 ・ 号溝跡よりも古いが、遺構の深
度が浅いため、覆土の土層観察による、その他の
重複遺構との新旧関係の把握はできなかった。
　周溝は、北溝がやや湾曲するもののほぼ直線状
である。南東部分には周溝は認められないが、開
口部であるのか、遺構の深度が浅いため周溝が失

われた結果であるのかは特定できなかった。仮に
開口部であった場合、開口の規模は . ｍ、主軸方
位はＮ－ °－Ｗと推定される。
　遺構の規模は、南西－北東方向の外法 . ｍ、内
法 . ｍ、南東－北西方向の外法 . ｍ、内法
. ｍである。周溝の規模は、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは緩
やかで、断面形は皿状である。
　遺物は出土しなかった。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ－ ・ 、Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第
・ 号井戸跡よりも古いが、遺構が浅いため、覆
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第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 坩 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

№７　H- G　外面ヘラ磨き　内面ヘラナ
デとナデ　外面赤彩

２ SR Ｄ 土師器 壺 ５ ［ . ］ ＡＦ 普通 橙
№ 　外面付加条の縄文か　細いＲの縄文
を付加する　外面刺突文あり　器面風化著
しい

３ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙 器面風化著しい

４ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

H- G　内面ヘラナデ　外面ヘラ磨き一部
ナデか　底部ヘラ削り　器面風化著しい

５ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐

№４・ ・ ・ 　H- G　外面ヘラ磨き　
外面下位ヘラ削り　内面ヘラナデ　内外面
に黒斑あり　外面赤彩　底部木葉痕あり

６ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＧ 普通 明赤褐 №６　外面下位ヘラ磨き　内面・底部ヘラ
ナデか　器面風化著しい

７ SR Ｄ 土師器 器台 . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 明赤褐
№ 　外面ヘラ磨きか　内面上端絞りか　
内面中・下位ハケナデとヘラナデか　器面
風化著しく調整不明　穿孔３ヶ所（外面か
ら穿孔）

８ SR Ｄ 土師器 小型壺 （ . ） . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 橙

№５　口縁部内外面横ナデ　胴部内外面ヘ
ラナデ　底部手持ちヘラ削り　外面に黒斑
あり

９ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面横ナデ　外面ハケか　
内面ヘラナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 明赤褐 № 　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 № 　口縁部内外面横ナデ　外面ハケ　内
面ハケナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 橙 № 　口縁部内外面横ナデ　外面ヘラナデ
か　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
赤褐

№ ・ ・ ・ 　口縁部内外面横ナデ　
外面ハケ　内面ハケナデとヘラナデか　器
面風化している

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

№ ・ 　口縁部内外面横ナデ　外面ハケ
か　内面ヘラナデか　器面風化著しい　外
面僅かに煤付着　外面被熱により僅かに赤
色化した部分あり

SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 明褐 № ・ ・

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＦＧ 普通 橙 № ・ 　H- G　器面風化著しく調整不
明

SR Ｄ 鉄製品 不明 長さ . ㎝　径 . ㎝　重さ . ｇ 銹化著しい　両端部欠損
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



土の土層観察による、その他の重複遺構との新旧
関係は把握できなかった。
　周溝は、半円状に検出された。南側部分には周
溝は認められないが、開口部であるのか、遺構が
浅いため周溝が失われた結果であるのかは特定で
きなかった。仮に開口部であった場合、主軸方位
はＮ－ °－Ｗと推定される。
　遺構の規模は、南北方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、東西方向の内法［ . ］ｍである。周溝の
規模は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ～ ㎝である。
　周溝南西部近くで、土壙状の落ち込みが確認さ
れた。この落ち込みの平面形は長楕円形で、規模

は短径 . ｍ、長径 . ｍ、確認面からの深さは
㎝程、周溝との比高差は ㎝程である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは緩
やかで、断面形は皿状である。
　図化できた遺物は１点（１）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｅ－ ・ 、Ｆ－ グリッドに位置する。やや湾
曲するものの、直線状の周溝が短く「コ」の字状
に検出された。
　Ｄ区第３号墳、Ｄ区第 号井戸跡、Ｄ区第 号掘
立柱建物跡よりも古いが、遺構の深度が浅いため、
覆土の土層観察による、その他の重複遺構との新
旧関係の把握はできなかった。
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＦ 不良 にぶい
黄橙

№４　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　外
面に黒斑あり　外面赤彩　底部木葉痕あり

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 №３　外面ハケ後粗いヘラ磨き　内面ヘラ
ナデか　底部木葉痕あり

３ SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＢＣＦＩ 普通 にぶい
黄橙 №６　内外面ヘラ磨き　内外面赤彩

４ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＢＣＤＦ 普通 橙
G- G　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底
面ヘラナデか　器面風化している　外面に
黒斑あり

５ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＤＦＧ 普通 にぶい
褐

G- G　口縁部内外面横ナデ　口唇部に刻
み目あり　外面ナデか　内面ヘラナデ

６ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

G- G　外面ハケ　内面ヘラナデ　被熱の
ため器面は風化・赤色化している



　周溝は、北溝がやや湾曲するものの直線状であ
る。西溝および、東溝の一部が検出された。南側
は遺構が失われているが、南西部については開口
部の可能性が考えられる。主軸方位は不明である。
　遺構の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。

　土層断面の観察から、自然堆積（第５～７層）
した周溝を埋め戻している（第１～４層）と考え
られる。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは緩
やかで、断面形は皿状、もしくは逆台形である。
　図化できた土師器は、壺・甕など計４点（１～４）
である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。やや湾曲するも
のの、直線状の周溝が短くＬ字状に検出された。
　Ｄ区第 号周溝状遺構より新しく、Ｄ区第 号
周溝状遺構、Ｄ区第 ・ 号溝跡、Ｄ区第６・７号
掘立柱建物跡よりも古いが、その他の重複遺構と
の新旧関係は把握できなかった。
　周溝は北東コーナー部分に相当し、西側・南側
は調査区外に続いており、Ｌ字状に検出されたの
みにとどまる。なお、Ｄ区第 号周溝状遺構につい
ては覆土と周溝底面のみの確認であり、壁面は検
出されなかった。東溝および、北溝の一部のみが
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第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙 G- G　調整不明瞭　穿孔３ヶ所

２ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＥ 普通 橙 G- G　外面ハケ後ヘラ磨きか　器面風化
著しい

３ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 G- G　器面風化著しく調整痕はみえない

４ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ）［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
赤褐

G- G　外面ハケ　内面ヘラナデ　底部ヘ
ラ削り

５ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 灰褐 G- G　外面ハケ後粗いヘラ磨き　内面ヘ
ラナデか　底部木葉痕あり

６ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 にぶい
黄橙 G- G　外面・口縁部内外面ハケ後横ナデ

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物
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第 図　Ｄ区第 ・ ・ 号周溝状遺構、第 ・ 号溝跡（１）



検出された。検出された部分的範囲内において、
平面形は方形、または長方形と推定されるが、主
軸方位は不明である。
　遺構の規模は全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形、もしくは箱形である。
　コーナー部分からまとまった形で土師器が出土
した。図化できた土師器は、壺・器台・坩・台付
甕など 点（１～ ）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ－ ・ 、Ｈ－ グリッドに位置する。やや湾
曲するものの、直線状の周溝がＬ字状に検出され
た。Ｄ区第３号墳、Ｄ区第６号掘立柱建物跡、Ｄ
区第 ・ 号溝跡よりも古いが、その他の重複遺構
との新旧関係については捉えられなかった。
　周溝は西端部で途切れているが、深度が浅いこ
とから、プランが失われている可能性がある。こ
れに対して、南端部は確認面からの深さが ㎝で
あることから、プランが失われているという可能
性は低く、開口部ではないかと推定される。全体
的な平面形は方形、もしくは長方形と推測される。
　遺構の規模は、北溝が . ｍ、東溝が . ｍで全
長 . ｍ、周溝の方位は北溝がＮ－ °－Ｗ、東溝
がＮ－ °－Ｅである。周溝の規模は、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは比較的急で、断面形は逆台形、もしくは 形

である。
　東溝の南端部近くで土師器片がまとまった状態
で確認された。図化できた遺物は、土師器の小型
壷・器台・甕など計６点（１～６）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｆ・Ｇ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第３号
墳、Ｄ区第 ～ 号溝跡よりも古いが、その他の重
複遺構との新旧関係については不明である。
　東溝の南端部は、Ｄ区第３号墳によって失われ
ている。西溝の南端部付近は、きわめて遺存状況
が悪いため、開口部であるのか、あるいはプラン
が失われているのか特定することはできなかっ
た。
　西溝と東溝では、周溝内に段差が認められた。
段差は、西溝では３箇所、東溝では４箇所認めら
れた。周溝底面との比高差は、西溝では北側の段
差から ㎝弱、 ㎝弱、５㎝程で、東溝では北側の
段差から ㎝弱、 ㎝、５㎝、 ㎝程の比高差をも
つ。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、
内法 . ｍ、北西－南東方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ。南西部分が開口部であれば、主軸方位は
Ｎ－ °－Ｅとなる。周溝の規模は、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ８～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは急で、断面形は浅い部分では皿状であるが、
深い部分では逆台形、もしくは箱形である。
　図化できた遺物は、土師器の壷・甕などのほか、
貝巣穴痕泥岩１点を含む計６点（１～６）である。
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第 図　Ｄ区第 ・ ・ 号周溝状遺構、第 ・ 号溝跡（２）



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況（１）



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況（２）
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（１）
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（２）



Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｇ・Ｈ－ ・ グリッドに位置する。やや湾曲す
るものの、直線状の周溝がＬ字状に検出された。
Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡、Ｄ区第７
号掘立柱建物跡より新しく、Ｄ区第 号井戸跡、Ｄ
区第６号掘立柱建物跡、Ｄ区第 号溝跡、および
ピットよりは古い。その他の重複遺構との新旧関
係は把握できなかった。
　周溝は北東コーナー部分に相当し、南側は調査

区外に続いており、Ｌ字状に検出されたのみにと
どまる。なお、検出された部分的範囲内において、
平面形は方形、または長方形と推定されるが、主
軸方位や開口部の有無については確認できなかっ
た。
　確認された遺構の規模は、西溝 . ｍ、東溝
. ｍで全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅
. ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは緩
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（３）
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第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 埦 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙 器面風化著しい　手捏ね

２ SR Ｄ 土師器 坩 . . . ＡＢＣ
ＤＦ 普通 橙 遺物集中区№１　口縁部内外面横ナデ　器

面風化しておりミガキ痕は見えづらい

３ SR Ｄ 土師器 坩 （ . ） ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№６　口縁部内外面ハケ後ヘラ
磨き　胴部外面ハケ後ヘラ磨きか　胴部内
面上位指頭圧痕あり　中・下位ヘラナデと
ナデ　胴部内面輪積み痕顕著

４ SR Ｄ 土師器 坩 （ . ）（ . ） . ＡＣＤ
Ｆ 普通 にぶい

褐
№ 　外面ヘラ磨き　口縁部内面ヘラ磨き
か　胴部内面ヘラナデか　外面赤彩

５ SR Ｄ 土師器 壺 . . . ＣＤＦ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙
№ 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ
と指ナデ　胴部外面に大黒斑あり　器面は
荒れている　外面・口縁部内面赤彩

６ SR Ｄ 土師器 坩 . ［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　外面磨き　内面磨きか　風化のため
調整不明瞭　内外面赤彩

７ SR Ｄ 土師器 坩 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 遺物集中区№ 　外面ヘラ磨きか　器面摩
滅している

８ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　F- G　器面風化著しい　内外面と
もヘラ磨きか

９ SR Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 № 　F- G　器面風化著しく調整不明　
外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＧ 普通 橙 №７　口縁部内外面横ナデ　内面全体的に
黒色　外面赤彩

SR Ｄ 土師器 壺 ５ （ . ） ［ . ］ ＡＢＧ 普通 にぶい
黄橙

F- G　外面撚糸文か　内面ヘラ磨きか　
内外面風化している

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 灰黄褐 遺物集中区№ 　口縁部外面横ナデ

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 明黄褐
№ 　原体RL縦回転　口唇上にも縄文施
文原体RL横回転　頸部外面ハケ後ヘラ磨
き　内面ヘラ磨き　頸部外面赤彩　器面風
化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＧ 普通 にぶい
橙 № 　口縁部内外面ヘラ磨き　外面赤彩

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 明赤褐 遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘ
ラナデか

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＢＣＤＦＩ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部
ヘラナデか　外面風化のため調整不明瞭　
外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラ
ナデ　胴部～底部外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 橙 F- G　内外面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 F- G　内面ヘラナデ　外面ヘラ磨きか　
底面ヘラナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＢＣＤＧ 普通 明黄褐 №３　外面ヘラ磨きか　内面ハケとヘラナ
デか　底部ヘラナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
褐

遺物集中区№ ②　A-A' ﾍﾞﾙﾄ　外面ヘラ
磨き　内面ヘラナデ　内面に工具の当り痕
がみられる　外面赤彩　底部木葉痕あり

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣ 普通 赤橙 外面ヘラ磨き　内面・底部ヘラナデか　外
面赤彩　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　外面ハケ後粗いヘラ磨き　
内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ ・ ・ 　外面ハケ後ヘラ
磨きか　内面ヘラナデか　底部木葉痕あり

SR Ｄ 土師器 甑 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐

F- G　口縁部外面指頭圧痕あり　内面ヘ
ラ削り

SR Ｄ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＣＥＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　器面風化著しく調整不
明
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番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SR Ｄ 土師器 器台 . ［ . ］ ＡＢＣＤＦＧ 普通 灰黄
F- G　坏部内外面横ナデ　坏部底部に穿
孔あり（上面からの穿孔）　器面風化著しく
調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 器台 （ . ）［ . ］ ＢＣＦＧ 普通 橙
№６　外面ヘラ磨きか　脚部内面ハケナデ
か　穿孔３ヶ所（外からの穿孔）　坏底部に
穿孔あり（上からの穿孔）　内外面風化・摩
滅のため調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 器台 . （ . ） . ＡＢＣ
ＤＦＧ 普通 にぶい

橙
№ 　外面・坏部内面ヘラ磨きか　内面ヘ
ラナデか　穿孔３ヶ所（外からの穿孔）　器
面風化著しい　脚部外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ＡＣＦ 普通 浅黄橙
№ 　外面・坏部内面ヘラ磨き　脚部内面
上半指ナデ下半ヘラナデ　器面風化著しい　
坏部外面に黒斑あり　外面・坏部内面赤彩

SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ＡＣＦＧ 普通 浅黄橙 № 　穿孔３ヶ所（外からの穿孔）　器面風
化著しい

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ ・ ①　内外面ハケ後ヘラ
磨き・黒斑・赤彩あり

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 № 　器面風化著しく調整不明

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ヘラ磨きか　脚部内面上位絞り　
内面中・下位ナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 器台 ［ . ］ ＢＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラ
ナデ　穿孔６ヶ所（上段３孔下段３孔　外
からの穿孔）

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ナ
デ　穿孔４ヶ所（外からの穿孔）

SR Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦ 普通 灰黄褐 A-A' 南側　外面・坏部内面赤彩

SR Ｄ 土師器 器台 （ . ）［ . ］ ＡＣＤ 普通 明褐 内外面ヘラ磨き

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＤＦＧ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ハケ　
内外面赤彩

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＤＦＧ 普通 橙 遺物集中区№３　内外面ヘラ磨き

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＧ 普通 橙 F- G　口縁部内外面横ナデか　器面風化
著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 明黄褐
№９・ 　口縁部内外面横ナデか　頸部外
面ハケか　頸部内面ヘラナデか　器面風化
著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
褐 B-B' 中　B-B' 南側　口縁部内外面横ナデ

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦＧ 普通 灰黄褐 遺物集中区№ 　口縁部内外面横ナデ　器
面風化している

SR Ｄ 土師器 甕 ５ （ . ） ［ . ］ ＣＤＦ 普通 黒褐 F- G　口縁部内外面横ナデか　器面風化
著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
褐

遺物集中区№ 　口縁上部内外面横ナデ　
頸部外面ハケ　頸部内面ヘラナデか

SR Ｄ 土師器 小型　
台付甕 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい

赤褐
№ ～ ・ ・ 　SR ・ A-A' 南側　口
縁上部内外面横ナデ　ハケ目は比較的深め
である　被熱により胴部下半は赤色化顕著

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＧ 普通 №

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　口縁上部内外面横ナデ　
肩部内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 № 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　頸部内
面ヘラナデか　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＦＧ 普通 にぶい
褐

№ 　F- G　口縁部内外面横ナデ　外面
ハケ　内面・脚部内面ヘラナデか　被熱に
より器面風化・赤色化（傷みが激しい）

SR Ｄ 土師器
Ｓ字状
口縁
台付甕

（ . ） ［ . ］ ＡＣＧ 普通 にぶい
橙

B-B' 南側　口縁上部内外面横ナデか　肩
部外面ハケ内面ヘラナデか

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐

遺物集中区№ ・ ・ 　口縁部内外面横
ナデ　内面ヘラナデ　器面摩滅している



やかで、断面形は皿状である。
　土師器片が出土したが、図化には至らなかった。
Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡

（第 ～ 図）
　Ｇ－ 、Ｈ－ ・ グリッドに位置する。周溝が
円弧状に、短く検出された。南側については、調
査区外に続いている。重複遺構との重複部分に、
土層断面が設定されていないため、残念ながら他
遺構との新旧関係については、いずれも不明であ
る。
　なお、検出された部分的範囲内において、平面
形は円形、または楕円形と推定されるが、主軸方
位や開口部の有無については確認できなかった。
　確認された遺構の規模は、全長 . ｍ、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは急

で、断面形は逆台形、もしくは箱形である。
　検出範囲の中央部分から、土師器片が周溝底面
から浮いた状態で、分布しているのが確認された。
土師器の壺・器台・甕のほか、鉄製品１点を含め、
図化できたのは計 点（１～ ）である。
　周溝の北側に、一部プランが失われているが、
溝跡（Ｄ区第 号溝跡）が検出された。この溝跡の
規模や位置関係から本遺構と、Ｄ区第 号周溝状
遺構、もしくはＤ区第 号周溝状遺構とを結ぶた
めの連結溝と推定した。
　この溝跡の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝である。溝跡
の方位はＮ－ °－Ｅである。
　Ｄ区第 号周溝状遺構→Ｄ区第 号溝跡→Ｄ区
第 号周溝状遺構またはＤ区第 号周溝状遺構、
その後、Ｄ区第 号周溝状遺構（後述）→Ｄ区第
号溝跡→Ｅ区第 号周溝状遺構（後述）といった関

― ―

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 灰黄褐
遺物集中区№ ・ 　口縁上部内外面ハケ
後横ナデ　内面ヘラナデ　遺存度は比較的
良好　被熱により部分的に少し赤色化して
いる　外面煤付着

SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ ～ ・ 　口縁部内外面横ナデ　外面
ハケ　内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦＧＩ 普通 にぶい
黄橙

№９・ 　口縁部内外面横ナデか　外面ハ
ケ　内面ナデか　器面風化著しい　内面は
輪積み痕顕著

SR Ｄ 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 橙
遺物集中区№４・ 　口縁部内外面横ナデ
か　外面ハケか　内面ヘラナデか　器面風
化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 灰黄褐
№ 　外面ハケ　坏部ヘラナデ　脚部内面
ヘラナデとナデ　脚部内面上位に指頭圧痕
あり

SR Ｄ 土師器 小型
台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦ 普通 橙 № 　外面ヘラナデ　内面・脚部内面ヘラ

ナデか　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
褐

№ 　外面ハケ　脚部上位外面に指頭圧痕
あり　部内面ヘラナデか

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦ 普通 明赤褐 № 　器面風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

F- G　内面ヘラナデか　内外面に黒斑あ
り

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 赤褐 № ・ 　器面は非常に荒れている　被
熱により器面は赤色化

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＢＣＤＧ 普通 橙 № 　外面ハケ　底部内面ヘラナデか　脚
部内面ヘラナデ　端部一部に指頭圧痕あり

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＩ 普通 にぶい
黄橙

№ 　F- G　脚部内面ヘラナデか　器面
風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ハケ　内面ハケナデ　内外面風
化・摩滅著しく調整不明瞭
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（１）



連の中で、各周溝状遺構の周溝内に溜まった水を
排水していた可能性が推定される。但し、流下の
方向はあくまでも推測である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｆ－ ・ 、Ｇ－ ～ 、Ｈ－ グリッドに位置
する。Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第５号掘立柱建
物跡、Ｄ区第 ・ 号溝跡、Ｅ区第４号溝跡より古
いが、その他の重複遺構との重複部分には、土層
断面が設定されていないため、残念ながら他遺構
との新旧関係については、いずれも不明である。
　周溝は僅かに湾曲するものの直線状で、全体の
平面形は「コ」の字状に近い。東溝南端部は調査
区外に続く。西溝南端部は途切れているが、開口
部の可能性が考えられる。
　遺構の規模は、南東－北西方向の外法 . ｍ、
北東－南西方向の外法［ . ］ｍ、内法［ . ］ｍ。
南西部分が開口部であれば、主軸方位はＮ－ °－
Ｅとなる。周溝の規模は、上場幅 . ～ . ｍ、下
場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩く、断面形は皿状、もしくは逆台形である。
　図化できた遺物は、土師器壷・甕など計６点
（１～６）である。

Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。直線状の周溝が短
くＬ字状に検出された。Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ
区第 号溝跡より古い。本遺構は深度が浅いため、
その他の重複遺構との新旧関係は把握できなかっ
た。
　検出された周溝は、南東コーナー部分に相当す
ると推定されるが、プランとしてＬ字であるのか、
円弧であるのか特定できない。そのため、平面形
が方形または長方形であるのか、円形または楕円
形であるのかは判断できなかった。
　確認された遺構の規模は、北溝 . ｍ、東溝
. ｍで全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅
. ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは緩
やかで、断面形は皿状である。
　図化できた遺物は、土師器壺・甕など計６点
（１～６）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡

（第 ～ 図）
　Ｅ・Ｇ－ ・ 、Ｆ－ ～ グリッドに位置す
る。Ｄ区第 ・ 号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡、
Ｅ区第２号墳より新しく、Ｄ区第 ・ 号周溝状遺

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（２）
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第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＦ 普通 浅黄橙 № 　内外面ヘラ磨き　器面摩滅著しく調
整不明瞭　内外面赤彩

２ SR Ｄ 土師器 小型鉢 （ . ） . ［ . ］ ＡＣＤ 普通 明赤褐 遺物集中区№ 　外面ハケか　内面ヘラナ
デか　器面風化している　外面に黒斑あり

３ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 明褐 遺物集中区№ 　外面ヘラ削り後ヘラ磨き　
内面ヘラ磨き

４ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
橙 B-B' 南側　器面風化著しく調整不明瞭

５ SR Ｄ 土師器 壺 ［ . ］
ＢＣＤ
ＥＦＧ
Ｋ

不良 橙
遺物集中区№ ・ ・ 　A-A ベルト　B-B'
南側　外面ハケ後ヘラ磨きか　内面指頭圧
痕とヘラナデか　器面風化著しい　胴部外
面に黒斑あり　外面・口縁部内面赤彩

６ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
赤褐

№ 　外面ハケ後磨き　内面ヘラナデ　外
面赤彩　器面風化している　胴部外面に大
黒斑あり

７ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＤ 普通 明褐
遺物集中区№ 　外面ヘラミガキ　内面ヘ
ラナデと指頭圧痕　底部木葉痕あり　器面
風化著しい

８ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № 　内面ヘラナデか　器面風化著しい

９ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラ
ナデ　器面風化している　胴部～底部外面
に大黒斑あり

SR Ｄ 土師器 甑 ［ . ］［ . ］ ＡＣＥＦ 普通 橙 遺物集中区№ 　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 橙 B-B' 北　口縁部内外面横ナデか　器面風
化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＥＦ 普通 橙 B-B' 南側　口縁外面ハケ後横ナデ　口縁
内面ヘラナデ後横ナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　B-B' 南　口縁部内外面
横ナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙 B-B' 南側

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
赤褐

B-B' 南側　口縁部内外面ハケ後横ナデ　
胴部外面ハケ　胴部内面ヘラナデ一部ハケ

SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＦ 普通 にぶい
赤褐

遺物集中区№ ・ 　B-B' 南側　口縁部内
外面横ナデ　外面ハケ　内面ヘラナデ　器
面風化著しい　被熱のため赤色化著しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＣＤＦＧ 不良 橙
遺物集中区№ 　口縁部内外面横ナデか　
外面ハケか　内面ヘラナデか　器面風化・
摩滅著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　口縁部内外面横ナデ　肩
部内面指頭圧痕あり　器面風化している

SR Ｄ 土師器 甕 . （ . ） . ＡＥ 普通 赤褐
遺物集中区№ ・ 　外面ヘラ磨き　内面
ヘラナデか　器面風化著しい　内外面に黒
斑あり

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＥ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ ・ 　口縁部内外面横ナデ　
胴部外面ハケ後ナデか　胴部内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＥＦ 普通 橙
遺物集中区№ ・ 　B-B' 南　口縁部内外
面横ナデ　外面ハケ　内面ヘラナデ　器面
風化している　二次的被熱のため赤色化し
ている

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙
B-B' 南側　脚部外面ヘラナデか　脚部内
面ナデ　被熱のため器面は風化・赤色化し
ている

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤ 普通 明褐
B-B' 北　脚部内面上位指頭圧痕あり　脚
部内面中・下位ヘラナデか　器面被熱のた
め風化・赤色化している

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙 遺物集中区№ 　坏底部に指頭圧痕あり

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　外面ヘラナデとナデか　
内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 橙 遺物集中区№５　器面風化著しく調整痕は
みえない

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＣＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　内外面ヘラナデか　風化
著しく調整不明瞭

SR Ｄ 貝巣穴
痕泥岩

長さ . ㎝　幅 . ㎝　厚さ . ㎝
重さ . ｇ 橙 ７孔　被熱のため激しく赤色化している



構、Ｄ区第 ～ ・ ・ ・ 号溝跡、Ｅ区第６号
溝跡、Ｄ区第５号掘立柱建物跡、Ｄ区第 号井戸跡
よりは古い。その他の重複遺構との重複部分には、
土層断面が設定されていないため、残念ながら他
遺構との新旧関係については、いずれも不明であ
る。
　周溝は僅かに湾曲するものの直線状で、全体の
平面形は「コ」の字状に近い。西溝・東溝の南端
部は途切れているが、開口部の可能性が考えられ

る。
　遺構の規模は、南東－北西方向の外法 . ｍ、
内法 . ｍ、北東－南西方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ。南西部分が開口部であれば、主軸方位は
Ｎ－ °－Ｅとなる。周溝の規模は、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩い部分と急な部分とがある。断面形は浅い
部分では皿状、もしくは 状であるが、深い部分

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況
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第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（１）



では逆台形、または箱形である。
　西溝・北溝・東溝には、それぞれ段差が認めら
れる。各段差の周溝底面との比高差は、西溝では
㎝程、北溝では ㎝程、東溝では ㎝程である。
　東溝の北側コーナーと、西溝・東溝の南端部か
ら、まとまった状態で土師器片が出土している。
これらはいずれも、黄褐色粘土ブロックが混入す
る覆土中から出土しており、投棄されたものと推

定される。また、東溝の覆土（土層断面Ｈ－Ｈ の
第８層）中には、投棄されたものと考えられる焼
土がまとまって出土している。
　図化できた遺物は、土師器壷・高坏・器台・甑・
台付甕など計 点（１～ ）である。
　本遺構の、北東コーナー際において溝跡（Ｄ区
第 号溝跡）が検出された。この溝跡の規模や周
溝状遺構との位置関係からみて、本遺構もしくは

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（２）

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 埦 . . . ＡＣＤ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙

遺物集中区№ 　口縁部内外面横ナデか　
胴部外面ヘラ磨き　胴部内面ヘラナデか　
器面風化著しい　胴部に穿孔１ヶ所　外面
に黒斑

２ SR Ｄ 土師器 小型壺 . . . ＡＣＥ
Ｆ 普通 橙 遺物集中区№ 　口縁部内外面ヘラ磨きか　

内面ヘラナデか　器面風化著しい

３ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ ・ 　内外面ヘラ磨き　内
面に大黒斑あり

４ SR Ｄ 土師器 壺 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ ・ 　外面ヘラ磨き　内面
ヘラナデ　器面風化している　胴部～底部
外面に黒斑あり　全面赤彩

５ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＣＤＥＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ ・ 　外面ヘラ磨き　内面
ヘラナデ　器面風化している　胴～底部外
面に黒斑あり

６ SR Ｄ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　外面ヘラ磨きか　内面ヘ
ラナデか　器面風化著しい　外面に赤彩・
黒斑あり

７ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ ・ ・ ～ 　F- G　外面
ヘラ磨き　内面ヘラナデと指押さえ　外
面・頸部内面赤彩　底部木葉痕あり

８ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 明黄褐 遺物集中区　口縁部内外面横ナデか　肩部
内面に指頭圧痕あり　器面風化著しい

９ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＣＤＥＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№５・９・ ・ 　口縁部内外
面ハケ後ヘラ削り　内面ヘラナデか　器面
風化し調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ 　口縁部内外面ハケ後横ナ
デか　内面ヘラナデか

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙 遺物集中区№ 　口縁部内外面横ナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＢＣＦ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ 　外面ハケとナデか　坏部
内面ヘラナデ　脚部内面ハケナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＤＧ 普通 黄褐 G- G 遺物集中区　外面ヘラナデか　内
面ヘラナデ　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＣＤＦ 普通 にぶい
橙

遺物集中区№ 　外面ヘラナデか　内面上
部指頭圧痕あり　器面風化著しく調整不明
瞭

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＤＦＧ 普通 にぶい
橙 遺物集中区№ 　外面ハケか



Ｄ区第 号周溝状遺構と、Ｅ区第 号周溝状遺構
とを結ぶ連結溝と推定した。
　溝跡の平面形は、ほぼ直線状である。周溝底面
は比較的平坦である。壁面の立ち上がりは比較的
急で、断面形は逆台形である。
　規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅
. ～ . ｍ、深さ ㎝である。溝跡の方位はＮ－
°－Ｅである。
　Ｄ区第 号周溝状遺構→Ｄ区第 号溝跡→Ｄ区
第 号周溝状遺構（後述）または本遺構、その後、
Ｄ区第 号周溝状遺構（後述）→Ｄ区第 号溝跡
→Ｅ区第 号周溝状遺構（後述）といった関連の中
で、各周溝状遺構の周溝内に溜まった水を排水し
ていた可能性が推定される。但し、流下の方向は
あくまでも推測である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。直線状の周溝が１
条検出された。Ｄ区第３号墳、Ｄ区第 号井戸跡よ

りも古い。
　検出された範囲内での推定であるが、直線状で
あることから、平面形は方形、もしくは長方形で
ある可能性が高い。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状である。周溝南部に
は、周溝底面との比高差 ～ ㎝程のテラス状の
部分をもつ。
　中途（土層断面第３・２層）までは自然堆積で
あるが、その上面（同第１層）は埋め戻しである
と推定される。
　図化できた遺物は、土師器壺・甕など計９点
（１～９）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡

（第 ・ ・ ～ 図）
　Ｇ－ ・ グリッドに位置する。直線状の周溝が
短く１条検出された。Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区
第 号溝跡より新しい。
　検出された範囲内での推定であるが、直線状で
あることから、平面形は方形、もしくは長方形で
あると考えられる。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～［ . ］
ｍ、下場幅 . ～［ . ］ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は皿状であるが、落差 ㎝程
の段をもつ部分がある。
　遺物は、周溝南半部に比較的まとまった状態で
分布していた。図化できた遺物は、土師器壺・高
坏・甕などのほか、貝巣穴痕泥岩１点を含む計 点
（１～ ）であった。
　周溝の西側に、一部プランが失われているが、
溝跡（Ｄ区第 号溝跡）が検出された。この溝跡の
規模や位置関係からＤ区第 号周溝状遺構と本遺
構、もしくはＤ区第 号周溝状遺構とを結ぶため
の連結溝と推定した。

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



　この溝跡の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝である。溝跡
の方位はＮ－ °－Ｅである。
　Ｄ区第 号周溝状遺構→Ｄ区第 号溝跡→本遺
構またはＤ区第 号周溝状遺構、その後、Ｄ区第
号周溝状遺構（後述）→Ｄ区第 号溝跡→Ｅ区第
号周溝状遺構（後述）といった関連の中で、各周
溝状遺構の周溝内に溜まった水を排水していた可
能性が推定される。但し、流下の方向はあくまで
も推測である。
Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡

（第 ・ ・ ～ 図）
　Ｆ・Ｇ－ グリッドに位置する。直線状の周溝が
１条検出された。Ｄ区第 号周溝状遺構より新し

く、Ｄ区第 号溝跡より古いが、Ｄ区第 ・ 号溝
跡との新旧関係については把握できなかった。
　検出された範囲内での推定であるが、直線状で
あることから、平面形は方形、もしくは長方形で
ある可能性が高い。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかで、断面形は逆台形である。
　遺物は、周溝南半部に比較的まとまった状態で
分布していた。
　図化できた遺物は、土師器壺・甕など計 点
（１～ ）であった。
　本遺構の、北壁に接するような状態で、溝跡（Ｄ

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 坩 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 橙 №８　器面風化著しい

２ SR Ｄ 土師器 埦 （ . ） . . ＡＦ 普通 にぶい
橙

№５　口縁部外面横ナデ　胴部外面ヘラ磨
き　胴部内面ヘラナデとナデか

３ SR Ｄ 土師器 小型壺 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦ 普通 にぶい
黄橙 口縁上部内外面ハケ後横ナデ

４ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 にぶい
橙

№９・ 　原体RL横回転　全体に風化著
しく詳細不明　施文状況は復元を含む　内
面ヘラ磨き　内面風化　内面赤彩

５ SR Ｄ 土師器 埦 （ . ）（ . ） . ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙 № 　内外面ヘラ磨き　外面に黒斑あり

６ SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤ 普通 にぶい
黄橙

№１　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い

７ SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＦＧ 普通 橙 №２　脚部外面ハケ　内面ナデか

８ SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 橙 №３　脚部内外面ヘラナデか　外面煤付着　
器面風化している

９ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＥＦ 普通 明赤褐 №３　脚部外面ハケ後ヘラナデか　坏部・
脚部内面ヘラナデ　器面風化著しい



区第 号溝跡）が検出された。この溝跡の規模や
周溝状遺構との位置関係からみて、Ｄ区第 号周
溝状遺構、その後本遺構と、Ｅ区第 号周溝状遺構
とを結ぶ連結溝と推定した。
　Ｄ区第 号周溝状遺構→Ｄ区第 号溝跡→Ｄ区
第 号周溝状遺構、またはＤ区第 号周溝状遺構、
その後、本遺構→Ｄ区第 号溝跡→Ｅ区第 号周
溝状遺構といった関連の中で、各周溝状遺構の周
溝内に溜まった水を排水していた可能性が推定さ
れる。但し、流下の方向はあくまでも推測である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｄ～Ｆ－ グリッドに位置する。円弧状の周溝
が１条検出された。Ｅ区第２号墳、Ｄ区第 号溝
跡、Ｅ区第６号溝跡よりも古いが、その他の重複

遺構との接点に土層断面が設定されていないた
め、新旧関係は確認できなかった。検出されたの
は、周溝の西側プランと溝内土壙と推定される遺
構のみである。
　検出された範囲内での推定であるが、円弧状で
あることから、平面形は円形、もしくは楕円形で
ある可能性が高い。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、深さ ㎝である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形である。
　溝内土壙と推定される遺構の平面形は、歪んだ
長楕円形で、規模は全長 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝、主軸
方位はＮ－ °－Ｗである。遺物の大部分は、この

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構遺物出土状況



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（１）



― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物（２）

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 甑か . ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 明赤褐 № 　被熱により風化・赤色化している　
焼成後穿孔か

２ SR Ｄ 土師器 坩 . . . ＡＢＣ
Ｄ 普通 明黄褐 № 　内外面ともヘラ磨き　器面風化して

いる

３ SR Ｄ 土師器 坩 （ . ） . . ＡＣＤ
ＦＧ 普通 にぶい

黄橙 №６　口縁外面ハケ後・内外面横ナデ

４ SR Ｄ 土師器 坩 . ［ . ］ ＡＣＤＦＩ 普通 にぶい
橙

№９　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　外
面黒斑あり　風化著しく調整不明瞭

５ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁上部内外面ハケ横ナデ後ヘラ磨
き　器面風化している

６ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 橙 № 　器面風化著しく調整不明瞭

７ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 橙 № 　内面ヘラナデか

８ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ ・ 　口縁内外面ハケ後ヘラ磨き　器
面風化している

９ SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＣＦＧＩ 普通 橙 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　胴部
外面赤彩・黒斑あり

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＦＧ 普通 明赤褐
№ 　肩部外面擬縄文　口縁部内外面横ナ
デか　外面ヘラ磨きか　内面ヘラナデか　
器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№１　E- G　口縁部内外面横ナデか　器
面風化著しい　外面に黒斑あり

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

E- G　内外面ハケ　風化著しく調整不明
瞭

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 橙 №２　内面指頭圧痕あり　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 橙 № 　風化のため調整不明

SR Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 橙 № 　内面ヘラナデか　器面風化著しい



土壙内からの出土であった。
　図化できた遺物は、土師器壺・坩・高坏・器台
甕・台付甕など計 点（１～ ）である。

Ｄ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｄ－ ・ 、Ｅ－ グリッドに位置する。直線状
の周溝が１条検出された。西側は、調査区外に続

― ―

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SR Ｄ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＧＩ 普通 浅黄 № 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ
とナデか

SR Ｄ 土師器 器台 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＤＦ 普通 にぶい
橙

E- G　坏部底部上からの穿孔あり　穿孔
３ヶ所（上からの穿孔）　坏部口縁部内外面
横ナデ後ヘラ磨き　坏底部～脚部ハケ後ヘ
ラ磨き　器面風化している　外面に大黒斑
あり　坏部内面・外面赤彩

SR Ｄ 土師器 器台 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＤＦ 普通 橙
№ 　外面ヘラ磨き　坏部底部上からの穿
孔あり　脚部穿孔３ヶ所　外面・坏部内面
赤彩

SR Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦ 普通 橙 № 　穿孔４ヶ所　外面赤彩か　風化著し
く調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＤＧ 普通 橙
E- G　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　
穿孔３ヶ所　風化著しく調整不明瞭　外面
赤彩か

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

Ｅ区 SS 　E- G　内面・脚部外面ヘラ磨
き　脚部内面ヘラナデか　器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＣＤＥＦ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　穿
孔３ヶ所（外からの穿孔）

SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　外面
赤彩　風化著しく調整不明瞭

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № 　口縁部内外面横ナデか　器面風化著
しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 灰黄 E- G　口縁部内外面ハケ後横ナデ

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 橙 № 　器面風化著しく調整痕はみえない

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＤＦ 普通 にぶい
褐

№ 　口縁部内面・外面ヘラ磨き　器面風
化著しい　胴部外面に黒斑

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ハケと削り　内面ナデ　口縁部
内面ハケナデ

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面横ナデか　器面風化著
しい

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 灰黄褐 E- G　口縁部内外面ハケ後横ナデか　器
面風化している

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 にぶい
橙 № 　口縁部内外面横ナデか

SR Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

№ ～ 　口縁部内面ハケ後横ナデ　胴部
外面ハケ　胴部内面ヘラナデ

SR Ｄ 土師器 甕 . . . ＡＣ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁部内外面横ナデか　外面ハケ　
内面ヘラナデと指頭圧痕　器面風化著しい　
外面被熱のため一部赤色化している

SR Ｄ 土師器 台付甕 ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
赤褐

№ 　外面ハケ　内面ヘラナデ　器面風化
著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№７　外面ハケ　坏部内面・脚部内面ヘラ
ナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ Ｇ 普通 灰黄 № 　坏部内面ナデか　脚部外面ハケ　脚
部内面ナデ　内外面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＧ 普通 橙 №８　外面ハケ　脚部内面ヘラナデか　器
面風化著しく調整痕は殆どみえない

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＤＦ 普通 にぶい
橙 № 　器面風化著しく調整痕はみえない

SR Ｄ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＣＤ 普通 橙 № 　外面ハケ　坏部内面・脚部内面ヘラ
ナデ

SR Ｄ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 №５　内面ヘラナデか　脚部内面ヘラナデ　
器面風化著しい

SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙 E- G　内外面風化著しい



く。Ｅ区第２号墳、Ｅ区第６号溝跡より古いが、
その他の重複遺構との新旧関係については確認で
きなかった。直線状ではあるものの、東側は北に
向かって湾曲する可能性が高い。
　検出された範囲内での推定であるが、直線状で
あることから、平面形は方形、もしくは長方形で
ある可能性が高い。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さは ～ ㎝、主軸方位は
Ｎ－ °－Ｗである。壁面の立ち上がりは緩やか
で、断面形は皿状である。
　周溝東側の、北に向かって湾曲する部分には段
差があり、周溝底面との比高差は ㎝程である。
　図化できた遺物は、土師器壺・高坏・台付甕な
ど計７点（１～７）である。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。周溝は、東西溝北側
の上場・下場のみの検出である。検出範囲が小さ
いため、平面形は特定できなかった。
　検出された範囲内での周溝の規模は、全長
. ｍ、幅 . ｍ、深さは ㎝までの確認である。
　周溝底面は比較的平坦である。壁面の立ち上が
りは緩やかであり、断面形は浅い逆台形である。
　遺物は出土しなかった。

― ―

第 表　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 明赤褐 №９　原体 LR横回転左→右・上→下　内
面縦磨き

２ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） . . ＢＣＤ
ＦＧ 普通 にぶい

黄橙
№ ・ 　脚部外面一部に磨き　器面風化
著しい　坏部内面・外面赤彩

３ SR Ｄ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＣＤＦＩ 普通 浅黄橙 №５　内外面ヘラ磨き　器面風化している　
外面に黒斑あり

４ SR Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＤＦ 普通 明赤褐
№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデとナデ　
穿孔４ヶ所（外からの穿孔・等間隔の穿孔で
はない）

５ SR Ｄ 土師器 小型壺 . . . ＡＣＤ
Ｆ 普通 明黄褐

№６　口縁部内外面横ナデか　胴部外面ハ
ケとヘラナデの後ナデか　器面風化著しい　
外面に大黒斑あり

６ SR Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 明赤褐
№ 　外面ハケか　坏部内面・脚部内面ヘ
ラナデ　器面風化している　被熱のため赤
色化している

７ SR Ｄ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№８　外面ハケか　内面ヘラナデ　器面風
化している

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｅ・Ｆ－ グリッドに位置する。直線状の周溝が
１条検出された。東側は、調査区外に続く。Ｄ区
第 号溝跡よりも古い。直線状ではあるものの、東
側は北に向かって湾曲する可能性が高い。

　検出された範囲内での推定であるが、直線状で
あることから、平面形は方形、もしくは長方形で
ある可能性が高い。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝、主軸方位は
Ｎ－ °－Ｅである。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形である。
　遺物は出土しなかった。
Ｄ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構、Ｄ区第 号溝跡よりも古い。周溝の覆土と底
面のみが検出された。底面の形状と覆土の内容か
ら、本遺構を周溝状遺構と判断した。
　周溝の深さは ㎝である。
　遺物は出土しなかった。
Ｅ区第１号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｃ・Ｄ－ グリッドに位置する。円弧状の周溝が
１条検出された。北側は調査区外に続く。Ｅ区第
５号周溝状遺構、Ｅ区第１号井戸跡よりも古いが、
Ｅ区第４号周溝状遺構、Ｅ区第２号溝跡との新旧

― ―

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構出土遺物

第 図　Ｄ区第 号周溝状遺構



関係については捉えられなかった。
　検出された範囲内での推定であるが、円弧状で
あることから、平面形は円形、もしくは楕円形で
ある可能性が高い。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。部分的
検出のため、主軸方位は不明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形である。
　図化できた遺物は、土師器壺１点（１）である。
Ｅ区第２号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｃ・Ｄ－ ・ 、Ｅ－ グリッドに位置する。周
溝が円弧状に検出された。Ｅ区第３号周溝状遺構
より新しく、Ｅ区第９・ 号周溝状遺構、Ｅ区第４・
７・ ・ 号溝跡、Ｅ区第２・３号墳より古いが、
その他の重複遺構との新旧関係については捉えら
れなかった。
　検出された範囲内での推定であるが、円弧状で
あることから、平面形は円形である可能性が高い。
周溝が２箇所途切れているが、開口部であるか否
かについては特定できなかった。
　周溝の規模は、東西方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、南北方向の外法 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ８～ ㎝、主軸方
位は不明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形である。土層断面第２
層に分布する斑状の粘土ブロックから埋め戻しと
考えられる。
　図化できた遺物は、土師器壺・甕など計５点
（１～５）である。

― ―

第 図　Ｅ区第１号周溝状遺構

第 図　Ｅ区第１号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｅ区第１号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 壺 ５ （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 橙 器面風化著しい



― ―

第 図　Ｅ区第２・ 号周溝状遺構



Ｅ区第３号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｃ～Ｅ－ ・ グリッドに位置する。周溝が円弧
状に検出された。Ｅ区第２・６号周溝状遺構、Ｅ
区第２号墳、Ｅ区第 ・ 号溝跡よりも古いが、そ
の他の重複遺構との新旧関係については捉えられ

なかった。
　平面形は、やや丸味を帯びた「コ」の字状であ
る。南西部では . ｍにわたって周溝が途切れて
いるが、開口部である可能性が考えられる。
　周溝の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、内

― ―

第 図　Ｅ区第２号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｅ区第２号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＤＦＪ 普通 赤褐
№ ～ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
器面風化著しい　底部木葉痕あり　外面赤
彩

２ SR Ｅ 土師器 壺 ５ （ . ）［ . ］ＡＣＤＦＪ 良好 灰黄
№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部
ヘラナデか　器面風化著しい　外面に大黒
斑あり

３ SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № 　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い　口唇部にある刻みは並びがやや不均等

４ SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № 　器面は被熱のため著しく荒れて赤色
化している

５ SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＧＪ 普通 橙
№ 　外面ハケか　内面ヘラナデ　器面風
化著しい　外面被熱のためやや赤色化して
いる



法 . ｍ、北西－南東方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ６～ ㎝、周溝が途切れている部分が開口部
の場合、主軸方位はＮ－ °－Ｅとなる。

　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは深
い部分では比較的急で、断面形は浅い部分で皿状、
深い部分では逆台形である。
　周溝内には、段差をもつ部分が西溝で２箇所、

― ―

第 図　Ｅ区第３号周溝状遺構



東溝で１箇所存在する。各段差の比高差は、西溝
南側で ㎝、北側で６㎝、東溝では ㎝程である。
　図化できた遺物は、土師器甕の破片１点（１）
である。
Ｅ区第４号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｃ・Ｄ－ グリッドに位置する。周溝が円弧状に
検出された。北側は調査区外に続く。Ｅ区第７号
溝跡よりも古いが、その他の重複遺構との新旧関
係については捉えられなかった。
　部分的な検出であるため平面形は不明である

が、円形もしくは楕円形と推定される。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ６～ ㎝、主軸方位は不
明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは緩
やかで、断面形は皿状である。
　周溝内中程には、比高差 ㎝程の段差が１箇所
みられる。
　図化できた遺物は、土師器壺・台付甕など計６
点（１～６）である。

― ―

第 図　Ｅ区第３号周溝状遺構出土遺物

第 表　Ｅ区第３号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦＪ 普通 明黄褐 №２　口縁部内外面横ナデ　器面風化著し
い

第 図　Ｅ区第４号周溝状遺構



Ｅ区第５号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｃ－ 、Ｄ－ ・ グリッドに位置する。周溝が
Ｌ字状に検出された。北側は調査区外に続くが、
南側については調査区内で収束するのか、調査区
外に続くのかは不明である。Ｅ区第１号周溝状遺

構より新しく、Ｅ区第２号墳、Ｅ区第１号井戸跡、
Ｅ区第６・７号溝跡よりも古いが、その他の重複
遺構との新旧関係については捉えられなかった。
　周溝が直線状であることから、平面形は方形、
もしくは長方形と推定される。

― ―

第 表　Ｅ区第４号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　内外面ヘラ磨き　器面風化著しい

２ SR Ｅ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 浅黄
№ 　内外面ヘラ磨き　脚部内面ハケナデ
とナデか　穿孔４ヶ所（外からの穿孔）　器
面風化著しい

３ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ＡＣＤＥＦ 普通 橙
№２・３・ 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面
ヘラナデ　器面風化している　胴部外面に
黒斑あり　底部木葉痕あり　外面赤彩

４ SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ハケとヘラ削り　底部内面ヘラ
ナデ　脚部内面ハケ

５ SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙
№ 　外面ヘラ削りとヘラナデか　底部内
面ヘラナデか　脚部内面ヘラナデ　器面風
化している

６ SR Ｅ 石製品 敲石か 長さ［ . ］㎝　幅 . ㎝
厚さ . ㎝　重さ . ｇ

第 図　Ｅ区第４号周溝状遺構出土遺物



　検出された範囲内での周溝の規模は、東溝
. ｍ、南溝 . ｍ、全長 . ｍ、上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝、主軸方
位は不明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは深
い部分では比較的急で、断面形は浅い部分で皿状、
深い部分では逆台形である。
　周溝内には、段差をもつ部分が東溝・南溝でそ
れぞれ１箇所ずつ存在する。各段差の比高差は、
前者で８㎝、後者で３㎝程である。

　土層断面の観察の結果、第６～８層については
自然堆積であると考えられる。これに対して第
１～５層では、灰褐色土ブロックや鉄分粒子が層
状ではなく、各層内に均質に混入していることか
ら、埋め戻された結果と推定される。
　図化できた遺物は、土師器甕ほか計４点（１～
４）である。
Ｅ区第６号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｄ・Ｅ－ ・ グリッドに位置する。コーナー部
分を３箇所もつ周溝が検出された。Ｅ区第３号周

― ―

第 図　Ｅ区第５号周溝状遺構



溝状遺構と１つのピットより新しく、Ｅ区第２号
墳、Ｅ区第 号井戸跡、Ｅ区第 号溝跡よりも古い
が、その他の重複遺構との新旧関係については捉
えられなかった。
　全体的な平面形は、「コ」の字状である。南西部
では . ｍにわたって周溝が途切れているが、開
口部である可能性が考えられる。
　周溝の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、内
法 . ｍ、北西－南東方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ～ ㎝、周溝が途切れている部分が開口部
の場合、主軸方位はＮ－ °－Ｅとなる。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは深
い部分では比較的急で、断面形は浅い部分で皿状、
深い部分では逆台形である。
　周溝内には、段差をもつ部分が北西－南東方向
の溝で２箇所。北東－南西方向の溝で１箇所存在

する。各段差の比高差は、西から時計回りで ㎝、
７㎝、 ㎝程である。
　北東－南西方向の周溝内では、土壙状の落ち込
みが検出された。平面形は長方形で、長径 短径
深さは、 ㎝である。
　底面は平坦で、壁面の立ち上がりは比較的急で、
断面形は逆台形である。遺物は出土していないが、
溝内土壙の可能性が考えられる。
　図化できた遺物は、土師器の坩・壷・甕など計
点（１～ ）である。
Ｅ区第７号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｄ－ 、Ｅ－ ・ グリッドに位置する。直線状
の周溝が１条検出された。北側はプランが失われ
ている。Ｅ区第 号溝跡より新しく、Ｅ区第２号
墳、Ｅ区第６・７・ 号溝跡よりは古いが、その他
の重複遺構との新旧関係は捉えられなかった。
　検出された範囲内での推定であるが、直線状で

― ―

第 表　Ｅ区第５号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤ 普通 明褐
№８　口縁部内外面横ナデ　胴部外面ハケ　
胴部内面ヘラナデか　器面風化著しい　外
面は被熱のため赤色化している

２ SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

№７　口縁部内外面横ナデ　胴部外面ハケ　
胴部内面ヘラナデ　器面風化著しい　被熱
のため一部赤色化している

３ SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№２　底部に突帯あり（ナデ）　外面ヘラナ
デか　底部内面・脚部内面ヘラナデ　器面
風化している

４ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＣＤＦ 普通 にぶい
黄橙

内外面へラ磨きか　外面に黒斑あり　器面
風化著しい

第 図　Ｅ区第５号周溝状遺構出土遺物



あることから、平面形は、方形もしくは長方形と
推定される。周溝南端部で途切れているが、周溝
の深度が浅いため、開口部であるのか、プランが
失われているのかは特定できなかった。自然堆積
であると考えられる。
　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝で
ある。周溝の方位はＮ－ °－Ｅである。
　周溝の底面は平坦である。壁面の立ち上がりは

浅い部分では緩やかであるが、深い部分では比較
的急である。断面形は前者では皿状、後者では逆
台形である。
　図化できた遺物は、土師器の壷・器台・甕など
のほか土玉を含め計 点（１～ ）である。
Ｅ区第８号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｄ・Ｅ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第 号
土壙より新しく、Ｅ区第９・ 号周溝状遺構、Ｅ区
第６号方形周溝墓、Ｅ区第３号掘立柱建物跡、Ｅ

― ―

第 図　Ｅ区第６号周溝状遺構



区第４・ 号溝跡よりも古いが、その他の重複遺構
との新旧関係については、土層断面が設定されて
いないため把握できなかった。
　全体的な平面形は、円形に近い方形である。一
部周溝が失われているが、南西側に開口部をもつ
と推定される。検出時点では、周溝間の距離は
. ｍであるが、失われた部分があるため、本来は
もう少し距離が短かったと考えられる。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、
内法（ . ）ｍ、北西－南東方向の外法 . ｍ、

内法（ . ）ｍ、周溝の上場幅 . ～ . ｍ、下場幅
. ～ . ｍ、深さ ～ ㎝、周溝が途切れている
部分が開口部の場合、主軸方位はＮ－ °－Ｅとな
る。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的緩やかで、断面形は皿状である。
　図化できた遺物は、土師器の器台１点（１）で
ある。
Ｅ区第９号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｄ・Ｅ－ ・ グリッドに位置する。円弧状の周

― ―

第 図　Ｅ区第６号周溝状遺構遺物出土状況



― ―

第 図　Ｅ区第６号周溝状遺構出土遺物



溝の一部が１条検出された。Ｅ区第２・８・ ・ ・
号周溝状遺構より新しく、Ｅ区第４号井戸跡よ
りは古いが、その他の重複遺構との新旧関係につ
いては、土層断面が設定されていないため把握で
きなかった。
　全体的な平面形は円形であるが、開口部の有無
については不明である。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、
内法 . ｍ、北西－南東方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、周溝の上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さ ～ ㎝、主軸方位は不明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的緩やかで、断面形は浅い部分では皿状、深い
部分では逆台形である。第４・５・８層は埋め戻
し土である。
　土層断面Ｄ－Ｄ 設定箇所付近に段差が検出さ

れた。周溝との比高差は９㎝程である。
　この他に、土壙状の落ち込みが３箇所検出され
た。平面形・断面形、長径 短径 確認面からの
深さについては、北から南へ丸みをもつ長方形・
形、 ㎝、円弧状長方形・皿状、
［ ］ ㎝、長楕円形・逆台形、
㎝であるが、いずれも溝内土壙の可能性が考え
られる。この３基の周溝底面との比高差は、北側
のものから順に、６～ ㎝、３～ ㎝、５～ ㎝程
である。
　図化できた遺物は、土師器２点（２・３）であ
る。
Ｅ区第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｃ・Ｄ－ グリッドに位置する。やや湾曲するも
のの、直線状の周溝がＬ字状に確認された。Ｅ区
第 号溝跡、Ｅ区第９・ 号周溝状遺構、Ｅ区第７

― ―

第 表　Ｅ区第６号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 坩 （ . ） . . ＡＣＤ
ＦＪ 普通 にぶい

黄橙
№ 　口縁部内面・外面ヘラ磨きか　内面
ヘラナデか　器面風化著しい　外面・口縁
部内面赤彩

２ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 橙 №６　器面風化著しく調整不明

３ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙
№ 　外面ヘラ磨き　内面ハケとヘラナデ　
器面風化著しい　胴～底部外面に大黒斑あ
り

４ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№９　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデと指頭
圧痕　器面風化著しい　胴部外面に赤彩・
大黒斑あり

５ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＦＪ 普通 橙
№３　口縁内外面ヘラ磨き　胴部外面ハケ
後ヘラ磨きか　胴部内面ヘラナデか　器面
風化著しい　胴部外面に大黒斑あり　外
面・口縁部内面赤彩

６ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 №２　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部
木葉痕あり　器面風化著しい

７ SR Ｅ 土師器 器台 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

南東コーナー上層　外面・底部内面ヘラ磨
き　脚部内面ヘラナデ　穿孔４ヶ所

８ SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 №５　口縁部内外面横ナデ　胴部外面ハケ　
胴部内面ヘラナデ　器面風化著しい

９ SR Ｅ 土師器 甕 . . . ＡＣＤ
ＦＪ 普通 橙

№ ・ ・ 　口縁部内外面横ナデか　胴
部外面ハケか　頸部内面指頭圧痕　胴部内
面ヘラナデか　器面風化著しい　内外面黒
斑あり

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 灰黄 № ・ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　内
面ヘラナデ　口縁～胴部内外面に黒斑あり

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 N- G　底部内面ヘラナデ　脚部内面ヘラ
ナデか　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ） . . ＡＢＣ
ＤＦＧ 普通 にぶい

褐
№ 　口縁部内外面ハケ後ヨコナデ　外面
ハケ　内面ヘラナデとハケ　ハケ目の遺存
状況は比較的良好　胴部外面に大黒斑あり

SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦＩ 普通 にぶい
橙

№ 　口縁内外面ハケ後横ナデ　外面ハケ　
内面・脚部内面ヘラナデ



号井戸跡、Ｅ区第１・３号墳よりも古いが、その
他の重複遺構との新旧関係については把握できな
かった。
　西側は調査区外に続くが、南側は周溝が途切れ
ており、開口部の可能性も考えられる。検出され
た部分的範囲内において、平面形は方形、または
長方形と推定される。
　遺構の規模は、南西部分を開口部とした場合、
北東－南西方向の外法 . ｍ、内法 . ｍである
が、北西－南東方向については、外法 . ｍ、内
法 . ｍまでの確認にとどまる。上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝、主軸方
位はＮ－ °－Ｅとなる。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比

較的急で、断面形は浅い部分では皿状、もしくは
状であるが、深い部分では逆台形、もしくは箱
形である。第４・７・８・ ・ 層は埋め戻し土で
ある。
　土層断面Ａ－Ａ 設定箇所の東 . ｍ・ . ｍ、Ｂ－
Ｂ 設定箇所の西 . ｍ、Ｃ－Ｃ の南 . ｍ・ . ｍ、
およびＧ－Ｇ 設定箇所に段差が検出された。各々
の段差の比高差は、西から南に ㎝、 ㎝、３㎝、
３㎝、 ㎝、 ㎝、 ㎝程である。
　以上の段差とは別に、Ｄ－Ｄ 設定箇所には土壙
状の落ち込みが検出されたが、溝内土壙の可能性
が考えられる。平面形はやや歪みをもった長楕円
形で、断面形、長径 短径 確認面からの深さに
ついては、皿状、 ㎝、主軸方位は周溝

― ―

第 図　Ｅ区第７号周溝状遺構



状遺構と同様に、Ｎ－ °－Ｅである。
　開口部の可能性がある部分付近からまとまった
形で土師器が出土した。図化できた土師器は、壺・
高坏・台付甕など計 点（１～ ）である。
Ｅ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｃ・Ｄ－ グリッドに位置する。やや湾曲するも
のの、直線状の周溝が「コ」の字状に確認された。
Ｅ区第 号周溝状遺構より新しく、Ｅ区第７号井
戸跡よりは古いが、その他の重複遺構との新旧関
係については把握できなかった。
　南西側は周溝が失われているのか、あるいは開

口部であるのかについては特定できなかった。検
出された部分的範囲内において、平面形は方形と
推定される。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、内
法 . ｍ、北西－南東方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ。上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ８～ ㎝、主軸方位はＮ－ °－ＥまたはＮ－
°－Ｗと推定される。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは浅
い部分では緩やかであるが、深い部分では比較的
急で、断面形は浅い部分では皿状、深い部分では

― ―

第 図　Ｅ区第７号周溝状遺構遺物出土状況
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第 表　Ｅ区第７号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 明黄褐 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラ磨きか　器
面風化著しい　外面に黒斑あり

２ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　内外面ヘラ磨き　器面（特に外面）風
化著しい

３ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＪ 普通 黄橙 № 　口唇部横ナデか　器面風化著しい　
内面に小黒斑あり

４ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
褐

№ 　口縁部・肩部外面単節 LR の縄文　
口縁部外面下位・内面ヘラ磨き　内外面赤
彩

５ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 浅黄 内外面ヘラ磨きか　器面風化著しい　内面
に黒斑あり

６ SR Ｅ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 器面風化著しい

７ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

№ 　風化著しく調整不明　外面に黒斑あ
り

８ SR Ｅ 土師器 埦か （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

口縁部内外面横ナデ　外面ハケナデとナデ
か　内面ナデか

９ SR Ｅ 土師器 器台 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　内外面ヘラ磨き　孔は２段である
（各４孔か）　器面風化著しい

第 図　Ｅ区第７号周溝状遺構出土遺物



逆台形もしくは箱形である。
　土層断面Ｂ－Ｂ 設定箇所には段差が、北溝には
土壙状の落ち込みが検出された。各々の段差の比
高差は、西から東へ６㎝、７㎝、４㎝程である。
落ち込みについては、溝内土壙の可能性が考えら
れる。平面形はやや歪みをもった長方形で、断面

形は逆台形であったと推定される。長径 短径
確認面からの深さについては、 ㎝であ
る。
　遺物は出土しなかった。
Ｅ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。直線状の周溝が短

― ―

第 表　Ｅ区第８・９号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 器台 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙 №９

２ SR Ｅ 土師器 高坏 ５ （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 灰黄 器面風化著しい

３ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 №２　器面風化著しい　胴～底部外面に黒
斑あり

第 図　Ｅ区第８・９号周溝状遺構出土遺物

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SR Ｅ 土師器 器台 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 橙 № 　穿孔３ヶ所（外からの穿孔）　器面風
化著しい

SR Ｅ 土師器 器台 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 明黄褐
穿孔あり（外からの穿孔）　外面ヘラ磨き　
脚部内面ハケとヘラナデ　器面風化してい
る　外面に黒斑あり

SR Ｅ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ハケ後ヘラ磨き　脚部内面ハケ　
穿孔３ヶ所（外からの穿孔か）　器面風化し
ている

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 №２　口縁部内外面横ナデか　頸部外面ハ
ケ　頸部内面ヘラナデか　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 明灰黄
№１　口縁部外面横ナデ　口縁部内面ハケ
後横ナデ　頸部外面ハケか　頸部内面ヘラ
ナデか　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器
小型
台付甕
（Ｓ字）

. （ . ）［ . ］ ＡＢＤＪ 普通 灰黄褐 № 　内面上部に指頭圧痕　器面風化著し
い　ほかの土器とは胎土が違うと思われる

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

外面ハケか　底部内面ヘラナデか　脚部内
面ハケ　被熱のため赤色化・風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 浅黄 № 　外面・脚部内面ハケ　底部内面ヘラ
ナデ　外面風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面ハケ・ヘラ削り・ナデ　内面ヘ
ラナデ

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 赤褐 被熱のため大部分剥離　底部内面・脚部内
面ヘラナデ

SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＤ 普通 灰黄褐
№ ・ 　外面ハケ　底部内面ヘラナデ　
脚部内面ヘラナデとハケナデ　器面風化し
ている　被熱のため赤色化している

SR Ｅ 土製品 土玉
長さ . ㎝　最大径 . ㎝
厚さ . ㎝　孔径 . ㎝
重さ . ｇ

ＡＤＦ 普通 にぶい
黄橙 №

SR Ｅ 土製品 土玉
長さ . ㎝　最大径 . ㎝
厚さ . ㎝　孔径 . ㎝
重さ . ｇ

ＡＤＦ 普通 黒褐 № 　黒斑あり



く１条検出された。南側は調査区外に続くと推定
される。Ｅ区第６・ 号溝跡よりも古い。
　検出された範囲内からでは、平面形が方形・長
方形、もしくは円形・楕円形いずれであるかは特
定できなかった。
　検出された周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅

. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝であ
る。周溝の方位はＮ－ °－Ｗである。
　周溝の底面は平坦である。壁面の立ち上がりは
比較的急ではあるが、深度が浅いため断面形は皿
状である。
　遺物は出土しなかった。

― ―

第 図　Ｅ区第８号周溝状遺構



Ｅ区第 号周溝状遺構（第 ～ 図）
　Ｅ・Ｆ－ ・ グリッドに位置する。やや湾曲す
るものの、直線状の周溝が「コ」の字状に確認さ

れた。Ｅ区第４号土壙、Ｄ区第 号溝跡より新し
く、Ｄ区第 号土壙、Ｅ区第２号墳、Ｅ区第６号溝
跡よりは古いが、その他の重複遺構との新旧関係

― ―

第 図　Ｅ区第９号周溝状遺構



― ―

第 図　Ｅ区第 号周溝状遺構



は把握できなかった。
　西溝はＥ区第２号墳によってプランが失われて
いるが、東溝は南端部が途切れており、開口部の
可能性が考えられる。検出された範囲内において、
平面形は歪んだ方形と推定される。
　遺構の規模は、南西部分を開口部とした場合、
北東－南西方向の外法 . ｍ、内法 . ｍ、北西－
南東方向の外法 . ｍ、内法 . ｍ、上場幅 . ～

. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝、主軸方
位はＮ－ °－Ｅとなる。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形、もしくは箱形である。
　周溝内では、土層断面Ａ－Ａ 設定箇所の北
. ｍ・ . ｍ、Ｄ－Ｄ の東 . ｍ、Ｃ－Ｃ の設定箇
所の北 . ｍの４箇所で段差が検出された。これら
の地点での比高差は、西から東に ㎝、７㎝、 ㎝、

― ―

第 図　Ｅ区第 号周溝状遺構遺物出土状況
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第 図　Ｅ区第 号周溝状遺構出土遺物



㎝程である。
　これらの段差の他に、西溝内には土壙状の落ち
込みが認められた。この落ち込みについては、溝
内土壙の可能性が考えられる。平面形は長楕円形

で、断面形、長径 短径 確認面からの深さにつ
いては、皿状、 ７㎝、主軸方位はＮ－ °－
Ｅである。
　西溝の段差付近でまとまった形で土師器が出土

― ―

第 表　Ｅ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　口縁部内外面ヘラ磨き　器面風化し
ている

２ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＦＧ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面・口縁部内面ヘラ磨き　内面ヘ
ラナデとナデ　器面風化している　胴部穿
孔１ヶ所（焼成後外面から）　外面・口縁部
内面赤彩

３ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 D- G　№ ・ ・ 　内外面ハケ

４ SR Ｅ 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

D- G　№ ・ ・ ・ 　内外面ヘラ磨き　
器面風化著しい

５ SR Ｅ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部
ヘラ削り　外面赤彩

６ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＦＪ 普通 赤褐
№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　遺存
状況は比較的良い　胴～底部外面に黒斑あ
り　外面赤彩

７ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ＡＣＦＪ 普通 赤褐 № ・ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　
内面風化著しい　外面赤彩

８ SR Ｅ 土師器 埦 . . . ＡＣＦ
Ｊ 普通 にぶい

黄橙

№ 　口縁部外面ハケ後ヘラナデ　口縁部
内面ハケとヘラナデ　底部は穿孔と思われ
る　穿孔１ヶ所（内面から）　口縁～底部内
外面に大黒斑あり　風化は少なく調整痕は
良く残っている

９ SR Ｅ 土師器 埦 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 灰黄 № 　口縁部内外面横ナデか　外面ハケ　
内面ヘラナデ

SR Ｅ 土師器 甕 . （ . ） . ＡＤＦ
Ｊ 普通 橙

№ ・ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　外
面ハケ後粗いヘラ磨きとヘラナデか　内面
ヘラナデ　器面風化している　胴～底部外
面に大黒斑あり　内面に何らかの付着物あ
り

SR Ｅ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＤＪ 普通 橙 D- G　外面ヘラ磨きか　器面風化著しい　
内面に黒斑あり

SR Ｅ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 明黄褐
№ ・ 　外面ヘラ磨き　底部内面ヘラナ
デ　脚部内面ヘラナデとナデか　外面・杯
部内面赤彩

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
褐

№ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　器面風
化著しい

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 浅黄 №４　口縁部内外面ハケ後横ナデ　器面風
化著しい

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 灰黄褐 №７・ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　器
面風化している

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　外面ハ
ケ　内面ヘラナデか　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 甕 ５ （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙
D- G　№３　口縁部内外面ハケ後横ナデ　
外面ハケ　内面ヘラナデか　器面風化著し
い　口縁～胴部外面に大黒斑あり

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 D- G　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙
№ 　外面ハケ　脚部内面上位ヘラナデ　
脚部内面中・下位ハケ　脚部内外面に黒斑
あり

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　外面ハケ　底部内面・脚部内面ヘラ
ナデか　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ハケ　底部内面ヘラナデか　脚
部内面ヘラナデか　器面風化著しい　外面
に黒斑あり

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 明赤褐 № 　外面・脚部内面下半ハケ　底部内面・
脚部内面上半ヘラナデ



した。図化できた土師器は坩・壺・高坏・器台・
台付甕など計 点（１～ ）である。
Ｅ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｄ・Ｅ－ グリッドに位置する。円弧状の周溝の
一部が１条検出された。Ｅ区第２号周溝状遺構よ
り新しく、Ｅ区第９号周溝状遺構よりも古いが、
その他の重複遺構との新旧関係は捉えられなかっ
た。
　検出された範囲内での推定であるが、円弧状で
あることから、平面形は円形、もしくは楕円形で
ある可能性が高い。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　部分的検出のため、主軸方位は不明である。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形である。土層断面第２
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層に斑状に分布する褐色粘土ブロックから埋め戻
しと考えられる。
　遺物は出土しなかった。
Ｅ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡

（第 ～ 図）
　Ｅ・Ｆ－ ・ グリッドに位置する。やや湾曲す
るものの、直線状の周溝が４条確認された。
　Ｅ区第８号周溝状遺構、Ｅ区第 号土壙より新
しく、Ｅ区第９号周溝状遺構、Ｅ区第 号井戸跡、
Ｅ区第２号掘立柱建物跡、Ｄ区第 号溝跡、Ｅ区第
４・６・ 号溝跡よりは古いが、その他の重複遺構
との新旧関係は把握できなかった。

　４辺とも途切れることなく、平面形はほぼ方形
で、開口部をもたないタイプの周溝状遺構である。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、
内法 . ｍ、北西－南東方向の外法 . ｍ、内法
. ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ～ ㎝、長軸方向はＮ－ °－Ｅとなる。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形である。
　周溝内では、土層断面Ｂ－Ｂ 設定箇所の北
. ｍ、Ｅ－Ｅ の設定箇所、Ｅ－Ｅ の設定箇所の
南 . ｍの計３箇所で段差が検出された。これらの
地点での比高差は、西から東に３㎝、４㎝、２㎝
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第 表　Ｅ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 坩 （ . ） ［ . ］ ＣＤＦＧ 普通 橙
遺物集中区№ 　口縁部内外面横ナデ後ヘ
ラ磨き　体部外面ハケ後ヘラ磨き　器面風
化している　外面に黒斑あり

２ SR Ｅ 土師器 小型壺 （ . ） . . ＣＤＦ 普通 橙 遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面指押
えとヘラナデ　底部内面ハケナデ

３ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 橙
遺物集中　口縁外面上部ハケ後横ナデ　口
縁外面下位ハケ後ヘラ磨きか　口縁部内面
ハケ後ヘラ磨き　器面風化著しい

４ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ＡＣＦＩ 普通 橙 遺物集中区№２・６　内面ヘラナデ　外面
赤彩　器面風化著しい

５ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ＣＤＦＧ 普通 赤褐
遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラ
ナデ・ハケナデ・指頭圧痕　外面赤彩　内
外面摩滅・風化著しい

６ SR Ｅ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＤＦ 普通 黄灰 外面粗いヘラ磨き　内面ヘラナデ　器面風
化している

７ SR Ｅ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙
遺物集中区№ 　外面ハケ後ヘラ磨き　内
面ヘラナデか　底部ヘラ削り　器面風化著
しい　内面全体が黒斑

８ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＢＣＦ 普通 橙
遺物集中区№８　外面ハケ後ヘラ磨き　内
面ヘラ磨き　底部ヘラナデ　器面は若干風
化している

９ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ヘラナデ後ヘラ磨き　内面ハケ
ナデ　底部ヘラナデとナデ

SR Ｅ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙 № 　内外面ヘラ磨き　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 高坏 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 橙 遺物集中区№ 　内外面ヘラ磨き　器面は
若干風化している

SR Ｅ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙
遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　内面ハケ
とヘラナデか　孔数不明（残っているのは
１ヶ所）　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 高坏 ［ . ］ ＢＣＤＦＧ 普通 橙
遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　脚部内面
ハケナデ　穿孔４ヶ所（外からの穿孔）　器
面風化著しい

SR Ｅ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦ 普通 褐灰
遺物集中区№ 　外面ヘラ磨き　脚部内面
ヘラナデか　穿孔３ヶ所（外からの穿孔）　
風化少ない

SR Ｅ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＢＣＤＦ 普通 明赤褐 遺物集中区№ 　外面赤彩　器面風化して
いる

SR Ｅ 土師器 器台 . （ . ） . ＣＤＦ 普通 にぶい
赤褐

遺物集中区№ 　内外面ヘラ磨き　脚部内
面ヘラナデか　穿孔３ヶ所

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

遺物集中区№ 　口縁上部内外面ハケ後横
ナデ　胴部内面ヘラ磨き

SR Ｅ 土師器 甕 . ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 にぶい
褐

№８～ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　胴
部外面ハケ　胴部内面ヘラナデ　器面風化
著しい　被熱のため一部赤色化している

SR Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　器面風化著しい　外面被熱のため一
部赤色化

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 赤橙 №４　外面ハケ　底部内面・脚部内面ヘラ
ナデ器面風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＢＣＤ 普通 明赤褐
遺物集中区№ 　外面ハケか　底部内面ヘ
ラナデか　脚部内面ハケとヘラナデか　器
面風化著しい

SR Ｅ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

遺物集中　DSD と接合　外面ヘラナデ
とナデか　底部内面ヘラナデ　器面風化し
ている　外面に黒斑あり

SR Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 橙
№１　遺物集中　外面ハケ　底部内面・脚
部内面ヘラナデ　被熱のためやや赤色化し
ている
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程で落差はきわめて小さいといえる。
　図化できた遺物は、土師器の壺・器台の計５点
（１～５）である。２と４は同一個体の可能性が
考えられる。
　本遺構の南コーナー付近で、溝跡（Ｄ区第 号

溝跡）が検出された。この溝跡の規模や周溝状遺
構との位置関係からみて、Ｄ区第 号周溝状遺構、
後にＤ区第 号周溝状遺構と、本遺構とを結ぶ連
結溝と推定した。
　言い換えるならば、Ｄ区第 号周溝状遺構→Ｄ
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区第 号溝跡→Ｄ区第 号周溝状遺構またはＤ区
第 号周溝状遺構、その後、Ｄ区第 号周溝状遺構
→Ｄ区第 号溝跡→本遺構といった関連の中で、
各周溝状遺構の周溝内に溜まった水を排水してい
た可能性が推定される。但し、流下の方向はあく
までも推測である。
Ｅ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｅ－ 、Ｆ－ ・ グリッドに位置する。コー
ナー部分を含む周溝の一部が１条検出された。Ｅ
区第６号溝跡、Ｅ区第２号掘立柱建物跡よりも古
い。その他の重複する他遺構との新旧関係につい
ては捉えられなかった。
　検出された範囲内のみでは、平面形が円形・楕
円形であるのか方形・長方形であるのか特定でき
なかった。また、開口部の有無についても不明で
ある。
　周溝の規模は、全長 . ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝である。
　部分的検出のため、主軸方位は不明である。
　なお、第２層は黄褐色粘土粒子が層状ではなく、
ブロック状に混入していることから、埋め戻しに
よるものと推定される。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは比
較的急で、断面形は逆台形である。
　周溝内では、土層断面Ｂ－Ｂ 設定箇所の東

― ―
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第 表　Ｅ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 にぶい

橙
E- G　№８　外面ハケ　胴部内面中位に
指頭圧痕　器面風化著しい　胴～底部外面
に黒斑あり

２ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＦＪ 普通 明赤褐
№ 　口縁外面ハケ後ヘラ磨き　口縁内面
ヘラ磨き　胴部外面ヘラ磨き　器面やや風
化している　外面・口縁部内面赤彩

３ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＦＪ 普通 橙
№２・４～７・ 　外面ハケ後ヘラ磨き　
内面ヘラナデ　器面風化著しい　外面に黒
斑あり　底部木葉痕あり

４ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄

№２　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ
と指頭圧痕　器面風化著しい　内外面に黒
斑あり

５ SR Ｅ 土師器 器台 . ［ . ］ ＡＣＪ 普通 赤褐
№ 　外面ヘラ磨き　脚部内面上位絞り　
脚部内面中・下位ヘラナデ　器面の風化は
比較的少ない　穿孔３ヶ所　外面・底部内
面赤彩
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第 表　Ｅ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 良好 にぶい
黄橙

№１・５・６　口縁上位外面撚糸文　口縁
外面中・下位・内面ヘラ磨き
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. ｍと、 . ｍの地点では段差が検出された。これ
らの地点での周溝底面との比高差は、西から東に
５㎝、 ㎝である。この他に、周溝中央では土壙状
の落ち込みが検出された。この落ち込みについて
は、溝内土壙の可能性が考えられる。平面形は長
方形で、断面形は箱形、長径 短径 確認面から
の深さについては、 ㎝である。
　図化できた遺物は、土師器小型壺１点（１）で
ある。
Ｅ区第 号周溝状遺構（第 ・ 図）
　Ｆ－ ～ 、Ｇ－ グリッドに位置する。やや湾
曲するものの、直線状の周溝が「コ」の字状に確
認された。Ｅ区第 号周溝状遺構より新しく、Ｅ区
第６号溝跡、Ｅ区第２号掘立柱建物跡よりは古い。
その他の重複遺構との新旧関係については把握で
きなかった。
　南西側は、本遺構より深度が深いためプランが
失われているのか、あるいは開口部であるのか特
定できなかった。平面形は歪んだ方形、または長
方形と推定される。
　遺構の規模は、北西－南東方向の外法 . ｍ、
内法 . ｍであるが、北東－南西方向では外法
. ｍ、内法 . ｍまでの確認にとどまる。周溝の
規模は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ～ ㎝である。南西が開口部であった場合、
主軸方位はＮ－ °－Ｅとなる。

　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは急
で、断面形は浅い部分では皿状であるが、深い部
分では逆台形、もしくは箱形である。
　周溝内では、土層断面Ａ－Ａ 設定箇所の南
. ｍ、Ｄ－Ｄ の北 . ｍの地点に段が検出され
た。これらの地点での比高差は、前者が９㎝、後
者は ㎝程である。
　これらの段差の他に、北溝内には２箇所、東溝
では３箇所の土壙状の落ち込みが認められた。こ
の落ち込みについては、溝内土壙の可能性が考え
られる。北溝北側のものから、時計回りで平面形・
断面形・長径 短径 確認面からの深さ、および
周溝底面との比高差と主軸方位について述べてい
く。方形・箱形、 ㎝、 ㎝、長方形・箱
形、 ㎝、 ㎝、主軸方位Ｎ－ °－Ｗ、長
楕円形・箱形、 ㎝、９㎝、主軸方位Ｎ－
°－Ｅ、長楕円形・箱形、 ㎝、 ㎝、主
軸方位Ｎ－ °－Ｅ、長方形・箱形、 ㎝、
㎝、主軸方位Ｎ－ °－Ｅ。
　図化できた土師器は２点（１・２）である。
Ｅ区第 号周溝状遺構（第 図）
　Ｅ・Ｆ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第 号
土壙より新しく、Ｅ区第 号周溝状遺構、Ｅ区第６
号方形周溝墓、Ｅ区第 号土壙、Ｅ区第 号井戸跡
よりは古いが、その他の重複遺構との新旧関係は
把握できなかった。
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第 表　Ｅ区第 号周溝状遺構出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SR Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＦ 普通 橙
口縁部内外面横ナデか　肩部外面に鋸歯文
あり　肩部外面ヘラ磨きか　肩部内面ヘラ
ナデ　器面風化著しい

２ SR Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＪ 普通 灰白 外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ
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　東側は調査区外に続く。北側はＥ区第６号方形
周溝墓によってプランが失われている。南西部で
は周溝が . ｍにわたって途切れており、開口部
の可能性が考えられる。検出された範囲内におい
て、平面形は円形と推定される。
　遺構の規模は、南西部分を開口部とした場合、
北東－南西方向の外法 . ｍ、内法（ . ）ｍ、北

西－南東方向の外法（ . ）ｍ、内法（ . ）ｍ、
上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ７～
㎝、主軸方位はＮ－ °－Ｅとなる。
　周溝底面は平坦である。壁面の立ち上がりは緩
やかで、断面形は皿状である。
　遺物は出土しなかった。

― ―

第 図　Ｅ区第 号周溝状遺構



（３）方形周溝墓
　検出された方形周溝墓は７基であり、いずれも
Ｅ区で確認されている（そのため、遺構名の前に
区名を冠さないこととする）。しかも、Ｅ区東端部
に重複することなく集中している。分布状況から
みて、方形周溝墓群はさらに北・東・南へと展開
していると推定される。各方形周溝墓の時期は、
古墳時代前期であると考えられる。
第１号方形周溝墓（第 ・ 図）
　Ａ－ 、Ｂ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第
１号溝跡、Ｅ区第１号柵列跡より古いが、その他
の重複遺構との新旧関係は捉えられなかった。
　北西－南東溝と、北東－南西溝の２辺の一部と
コーナー１箇所のみの検出であり、他の部分は調
査区外に位置する。
　南西に隣接する第３号方形周溝墓との距離は
. ｍ、西隣の第２号方形周溝墓では . ｍであ
る。
　確認範囲内では、方台部内の遺構確認面や土層
断面に、方台部の盛土や埋葬施設は検出されな
かった。覆土の堆積状況から、自然堆積と推定さ
れる。
　第３層は暗褐色の「ノロ」状の覆土であるが、

埋没初期に堆積したものと考えられる。３の底部
穿孔された小型壺は、この層中からの出土である。
　第２層はオリーブ褐色土で、他の土層とは異な
るものであった。本遺構の周溝は、堆積状況から
自然堆積と考えられる。つまり、周囲の土が流れ
込んでいることになるが、近在する他の６基の方
形周溝墓の覆土中にはみられなかった覆土であ
る。
　ひとつの可能性として、周囲といっても周溝墓
の外部ではなく、内部＝方台部側からの流れ込み
の可能性が考えられる。別表現をするならば、方
台部の盛土が崩落した土層であるとの可能性が考
えられる。
　本遺構は、周溝も方台部もともに直線的である。
検出できた範囲での周溝の長さと方位は、西溝
. ｍ、Ｎ－ °－Ｗ、南溝 . ｍ、Ｎ－ °－Ｅであ
る。西溝は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さ ㎝。南溝は上場幅 . ～ . ｍ、下場
幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝。ともに底面は比較
的平坦で、壁面の立ち上りは急であり、断面形は
逆台形である。周溝の立ち上がりは、外周側より
も方台部側の方が急である。

― ―

第 図　方形周溝墓分布図



　コーナー部分には、南から北へ下る比高差６㎝
程の段が、南溝南壁には、深さ ㎝程の半土壙状の
落ち込みが検出された。後者の周溝底面との比高
差は８㎝ほどである。これらの他に、南溝の中程
でも落ち込みが確認された。これについては、溝
内土壙の可能性がある。長径 短径 確認面から
の深さ、周溝底面との比高差・長軸方向は、

㎝、９㎝・Ｎ－ °－Ｅである。
　図化できた遺物は、土師器の壺・甑・台付甕な

ど計６点（１～６）である。なお、３の底部穿孔
土器は、焼成前穿孔である。
第２号方形周溝墓（第 ～ 図）
　Ｂ・Ｃ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第３号
溝跡より新しく、Ｅ区第１号墳、Ｅ区第５・７号
掘立柱建物跡、Ｅ区第４・９号溝跡よりは古いが、
その他の重複遺構との新旧関係は捉えられなかっ
た。
　北西－南東溝と、北東－南西溝の２辺の一部と

― ―

第 図　第１号方形周溝墓

第 図　第１号方形周溝墓出土遺物
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第 図　第２号方形周溝墓

第 表　第１号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦＪ 普通 赤褐
№１　口縁部外面無節Ｒの縄文　口縁部外
面下半・内面ヘラ磨き　口縁部外面下半・
内面赤彩

２ SH Ｅ 土師器 甑 （ . ）［ . ］ ＡＦ 普通 橙 外面ハケ　内面ヘラナデ　器面風化してい
る　外面に黒斑あり

３ SH Ｅ 土師器 壺 . . . ＡＤＦ 普通 にぶい
黄橙

ESH 東溝　№ 　口縁部内外面ハケ後横
ナデ　胴部外面ハケ　胴部内面ヘラナデと
ナデ　底部焼成前に穿孔し、下面から穿孔
し　その後横方向のヘラナデ　端部を整え
ている　口縁～胴部外面に大黒斑あり　器
面の遺存状況は良好である

４ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 普通 橙
№２　外面ハケ後粗いヘラ磨き　内面上位
指頭圧痕　内面中・下位ヘラナデ　焼成前
穿孔　外面に大黒斑　ハケ目は極細かなも
の

５ SH Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＤＦ 普通 橙 東溝　外面ヘラ磨きとヘラ削り　内面・底
部ヘラナデ

６ SH Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 №３　外面ハケ　内面ヘラナデ　遺存状況
は比較的良好である



― ―

第 図　第２号方形周溝墓遺物出土状況
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第 図　第２号方形周溝墓出土遺物



コーナー１箇所のみの検出であり、他の部分は調
査区外に位置する。
　隣接する周溝墓との距離は、北東の第１号方形
周溝墓とは . ｍ、南東の第３号方形周溝墓とは
. ｍ、第４号方形周溝墓とは . ｍ、南西の第５
号方形周溝墓とは . ｍである。
　確認範囲内では、方台部内の遺構確認面や土層
断面に、方台部の盛土や埋葬施設は検出されな
かった。覆土の堆積状況から、自然堆積と推定さ
れる。
　西溝は周溝も方台部もともに直線的であるが、
南溝については、溝も方台部もともに僅かではあ
るが湾曲している。
　検出できた範囲での周溝の長さと方位は、西溝
. ｍ、Ｎ－ °－Ｗ、南溝 . ｍ、Ｎ－ °－Ｅで
ある。西溝は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～

. ｍ、深さ ㎝。南溝は上場幅 . ～ . ｍ、下場
幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝。ともに底面は比較
的平坦で、壁面の立ち上りは急であり、断面形は
逆台形である。全体的に周溝の立ち上がりは、外
周側よりも方台部側の方が急である。
　コーナー部分には、南から北へ下る比高差 ㎝
程の段が検出された。この他に、西溝では土壙状
の落ち込みが３箇所確認されたが、これらについ
ては溝内土壙の可能性がある。長径 短径 確認
面からの深さ、周溝底面との比高差・長軸方向は、
西から東へ各 ［々 ］ ㎝、７㎝・Ｎ－ °－
Ｗ、 ㎝、７㎝・Ｎ－ °－Ｗ、
㎝、９㎝・Ｎ－ °－Ｗである。

　図化できた遺物は、土師器の壺・台付甕など計
点（１～ ）である。６は、方台部から周溝へ崩
落し、転倒した状態で出土した。

― ―

第 表　第２号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SH Ｅ 土師器 小型壺 （ . ） . . ＡＣＦ 普通 橙
№ 　口縁部内外面横ナデ　胴部外面ヘラ
磨き　胴部内面指頭圧痕　器面風化してい
る　口縁～底部内外面に黒斑あり　赤彩か

２ SH Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＤＦＪ 普通 にぶい
橙 東溝　外面・底部ヘラ削り　内面ヘラナデ

３ SH Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

東溝　外面ハケ後ヘラ磨きか　内面ヘラナ
デ　外面赤彩

４ SH Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
橙

東溝　№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
底部木葉痕あり

５ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

東溝　南溝　№１・３～６・８・ ・ ・
・ ・ 　口縁部外面原体Ｒ横回転左→
右・上→下　肩部外面原体Ｒ横回転左→右・
上→下　縄文施文後結節回転施文　胴部外
面ヘラ磨き　胴部内面ヘラナデ　口縁部内
外面・胴部下位外面赤彩

６ SH Ｅ 土師器 壺 . . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 にぶい

黄橙

№ 　口縁部外面原体Ｒ横回転左→右・上
→下　肩部外面原体Ｒ横回転左→右・上→
下　口唇上にも縄文施文あるが風化著しい　
口縁部外面下位・胴部中下位・口縁部内面
赤彩　底部木葉痕あり

７ SH Ｅ 土師器 壺 . . . ＡＢＣ
ＤＦＧ 普通 橙

東溝　№ ・ ・ 　外面ヘラ磨き　内面
ヘラナデとナデ　胴部外面に黒斑あり　外
面・口縁部内面赤彩

８ SH Ｅ 土師器 甕 ５ （ . ） ［ . ］ ＡＦＪ 普通 黒褐 № 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　内外面
に黒斑あり

９ SH Ｅ 土師器 台付甕 ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 にぶい
橙

№１　脚部内面ヘラナデか　脚部内外面ヘ
ラナデ

SH Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 明黄褐
№２　外面ハケ　内面ヘラナデ　器面風化
著しい　外面黒斑あり　外面被熱により一
部赤色化している



― ―

第 表　第３号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SH Ｅ 土師器 小型壺 . ［ . ］ ＡＣＥＦ 普通 灰褐
№１　内外面ヘラナデ　器面風化している　
胴～底部外面に大黒斑あり　外面僅かに赤
彩残る

第 図　第３号方形周溝墓

第 図　第３号方形周溝墓出土遺物



第３号方形周溝墓（第 ・ 図）
　Ｂ－ ・ 、Ｃ－ グリッドに位置する。第３号
方形周溝墓、Ｅ区第９号溝跡より古い。その他の
重複遺構との新旧関係は捉えられなかった。「コ」
の字形に検出されたが、南東部分は調査区外に続
く。
　隣接する周溝墓との距離は、北東の第１号方形
周溝墓とは . ｍ、北西の第２号方形周溝墓とは
. ｍ、南西の第４号方形周溝墓とは . ｍであ
る。
　確認範囲内では、方台部内の遺構確認面や土層
断面に、方台部の盛土や埋葬施設は検出されな
かった。覆土の堆積状況から、自然堆積と推定さ
れる。
　３辺ともに、僅かではあるが方台部側に湾曲し
ており、全体的な平面形は方形、または長方形と
考えられる。北西部分では周溝が途切れているが、
陸橋部であるのか、プランが失われているのかに
ついては特定できなかった。所見としては、前者
の可能性を考えたい。
　検出できた範囲での遺構の規模は、北東－南西
方向の外法 . ｍ、内法（＝方台径、以下同じ）

. ｍ、方位Ｎ－ °－Ｗ、北西－南東方向の外法
（ . ）ｍ、内法（ . ）ｍ、方位Ｎ－ °－Ｅであ
る。
　周溝の規模は、北溝が上場幅 . ～ . ｍ、下場
幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝、東溝が上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝、西溝が
上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～
㎝。全体的に周溝底面は平坦で、壁面の立ち上が
りは急であり、断面形は逆台形である。
　土層断面Ｃ－Ｃ 部分には、北から南へ下る比高
差４㎝程の段が検出された。この他に、北溝と西
溝では土壙状の落ち込みが各々１箇所ずつ確認さ
れたが、これらについては溝内土壙の可能性があ
る。この落ち込みの長径 短径 確認面からの深
さ、周溝底面との比高差・長軸方向については、
前者が ㎝、３～ ㎝・Ｎ－ °－Ｅ、後
者が ㎝、 ～ ㎝・Ｎ－ °－Ｗである。
　土師器の小破片が出土したが、図化できた遺物
は小型壺１点（１）のみである。
第４号方形周溝墓（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第６号掘立柱
建物跡、Ｅ区第２号柵列跡より古いが、Ｅ区第３

― ―

第 図　第４号方形周溝墓
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第 図　第５号方形周溝墓（１）



号溝跡との新旧関係は捉えられなかった。
　本遺構はＬ字形に検出された。
　隣接する周溝墓との距離は、北東の第３号方形
周溝墓とは . ｍ、北西の第２号方形周溝墓とは
. ｍ、南西の第５号方形周溝墓とは . ｍであ
る。
　確認範囲内では、方台部内の遺構確認面や土層
断面に、方台部の盛土や埋葬施設は検出されな
かった。覆土の堆積状況から、自然堆積と推定さ
れる。
　両溝とも周溝・方台部は直線的であるが、南溝
は溝内土壙と推定される落ち込みのため、外側に
膨らんだ状態であった。
　検出できた範囲での周溝の規模は、東溝は全長
. ｍ、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ㎝、方位Ｎ－ °－Ｅ、南溝は全長 . ｍ、上
場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝、
方位Ｎ－ °－Ｗである。周溝底面は平坦で、壁面
の立ち上がりは比較的急であり、断面形は逆台形
である。
　東溝では、コーナー付近に南から北へ下る比高
差３㎝程の段が検出された。この他に、南溝では
土壙状の落ち込みが１箇所確認された。この落ち
込みについては溝内土壙の可能性がある。長径
短径 確認面からの深さ、周溝底面との比高差・
長軸方向は、 ㎝、５㎝・Ｎ－ °－Ｗで
ある。
　遺物は出土しなかった。
第５号方形周溝墓（第 ～ 図）
　Ｂ－ ・ 、Ｃ－ ～ 、Ｄ－ ・ グリッドに
位置する。Ｅ区第１号墳、Ｅ区第４～６号掘立柱
建物跡、Ｅ区第５・ 号井戸跡、Ｅ区第４号溝跡よ
り古いが、その他の重複遺構との新旧関係は把握
することができなかった。
　隣接する周溝墓との距離は、北東の第２号方形
周溝墓とは . ｍ、第４号方形周溝墓とは . ｍ、
南西の第６号方形周溝墓とは . ｍである。

― ―

第 図　第５号方形周溝墓（２）



　覆土の堆積状況から、自然堆積と推定される。
方台部内の遺構確認面や、土層断面を観察した限
りでは、方台部の盛土や埋葬施設は検出されな
かった。
　北溝の外周がやや湾曲しているが、概ね周溝も
方台部もともにプランは直線的で、平面形は長方
形を呈する。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、

内法 . ｍで、北西－南東方向の外法 . ｍ、内
法 . ｍ、長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　東溝は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さ ～ ㎝、南溝は、上場幅 . ～ . ｍ、
下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝、西溝は、上場幅
. ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ～ ㎝、
北溝は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ㎝である。各溝とも底面は平坦で、壁面の立

― ―

第 図　第５号方形周溝墓遺物出土状況（１）
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第 図　第５号方形周溝墓遺物出土状況（２）
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第 図　第５号方形周溝墓出土遺物（１）
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第 図　第５号方形周溝墓出土遺物（２）
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第 図　第５号方形周溝墓出土遺物（３）

第 表　第５号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SH Ｅ 土師器 小型壺 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

№ 　外面ヘラ磨きか　内面ヘラナデとナ
デか　器面風化している　胴部外面に黒斑
あり　外面・口縁部内面赤彩

２ SH Ｅ 土師器 壺 . . ＡＤＦ
Ｊ 普通 橙

№９　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
底部焼成後穿孔（外面から）　口縁部内外
面・胴部外面に黒斑あり　外面赤彩

３ SH Ｅ 土師器 坩 . ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 にぶい
黄橙 東溝中層　器面風化著しい

４ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 灰黄 № 　外面ヘラ磨きとヘラ削り　器面風化
している　内外面に大黒斑あり　外面赤彩

５ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 赤褐
№ 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ
か　端部内面ヘラ削り　器面風化著しい　
底部焼成前に穿孔　外面赤彩

６ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＤＦＪ 普通 赤褐

№ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　胴部外
面粗いハケ後粗いヘラ磨き　端部内面ヘラ
削り　胴部内面上位指頭圧痕とナデ　胴部
中・下位ヘラナデとナデ　底部焼成前に穿
孔　胴部焼成後に穿孔

７ SH Ｅ 土師器 小型壺 . ［ . ］ＡＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　器面
風化著しい

８ SH Ｅ 土師器 壺 . . . ＡＣＤ
ＦＪ 普通 浅黄 № 　口縁部内面・外面ヘラ磨き　胴部内

面ヘラナデか　器面風化著しい

９ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＤＦ 普通 明黄褐
№ 　外面ハケ　内面ヘラナデとナデ　端
部内面ヘラ削り　底部焼成前に穿孔　器面
風化している　内外面に大黒斑あり



ち上がりは急であり、断面形は逆台形である。総
じて、壁面の立ち上がりは、外周側よりも方台部
側の方が急である。
　西コーナー（Ａ－Ａ ）北側には比高差 ㎝、南
側には比高差６㎝の段差がみられた。後者に接す
るようにして、溝内土壙と推定される落ち込みが
検出された。便宜上、SK１、SK２と命名した。両
者の長径 短径 確認面からの深さ、周溝底面と
の比高差・長軸方向は、SK１が［ ］ ㎝、
５㎝・Ｎ－ °－Ｗ、SK２が ㎝、５㎝・
Ｎ－ °－Ｗである。

　四隅からそれぞれ土師器壺が出土した。北コー
ナーからは１点（ ）、東・南・西コーナーからは
２点ずつ（ ・ 、８・ 、 ・ ）が出土した。
このうち、８・ ・ ・ ・ は土圧で潰れたかの
ように、破片がまとまった状態であった。これに
対し、・ の２点は破片が散らばった状態で検出
された。特に、 では分布範囲は６ｍに及んでい
た。底部穿孔された壺が４点検出された。そのう
ち、６（東溝）の底部は焼成前穿孔であるが、胴
部は焼成後の穿孔である。５（北溝）・９（南溝）
の底部は焼成前穿孔であり、２（北溝）の底部は

― ―

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

SH Ｅ 土師器 壺 . . . ＡＣＦ 普通 にぶい
橙

№ ～ 　外面ヘラ磨き　口縁部内面ヘラ
ナデ後ヘラ磨き　胴部内面指頭圧痕とヘラ
ナデ　器面風化している　胴部外面に大黒
斑あり

SH Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ＡＣＦ 普通 橙
№２・３　口縁部外面撚糸文　口縁部内面・
胴部外面ヘラ磨き　胴部外面・口縁部内面
赤彩　ESR - と同じ

SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　外面ハケ　内面ヘラナデ　底部ヘラ
削り　底部～胴部外面に黒斑あり

SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＪ 普通 橙 南溝中央　中層　外面ヘラ磨きか　内面ハ
ケナデ　器面風化著しい

SH Ｅ 須恵器 坏 （ . ）［ . ］ ＡＨＪ 普通 灰 南溝　底部回転糸切り離しか

SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　底部
ヘラ削り

SH Ｅ 土師器 壺 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 橙 東溝中層　外面ハケ　内面ヘラナデか　底
部ヘラナデ

SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面ヘラ磨きか　肩部外面
櫛描き（波状文）　胴部外面中位ハケ後ヘラ
磨き　頸部は突帯が剥離した状態と思われ
る　棒状浮文は２本で１単位（位置関係か
ら４単位と思われる）　胴部外面に大黒斑
あり

SH Ｅ 土師器 壺 . . . ＡＣＦ
Ｇ 普通 橙

№ 　外面・口縁部内面ヘラ磨き　胴部内
面ヘラナデとナデか　器面風化している　
外面・口縁部内面赤彩　底部木葉痕あり

SH Ｅ 土師器 壺 . . . ＡＤＦ
Ｊ 普通 赤褐

№ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ～ 　
外面ハケ後粗いヘラ磨き　内面ヘラナデ　
胴部外面に黒斑あり　器面の風化少ない　
底部木葉痕あり

SH Ｅ 土師器 高坏 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 浅黄 №１　内外面ヘラ磨き　器面風化著しい　
内外面赤彩

SH Ｅ 土師器 器台 （ . ）（ . ）［ . ］ＡＢＣＤ 普通 明赤褐
№ 　内外面ヘラ磨き　脚部内面ヘラナデ　
穿孔３ヶ所（外からの穿孔）　器面風化して
いる　外面・坏部内面赤彩

SH Ｅ 土師器 高坏 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 橙 № 　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデか　器
面風化著しい　外面赤彩

SH Ｅ 土師器 壺 . （ . ） . ＡＣＦ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部外面原体 LR回転方向上→下　
胴部外面ヘラ磨き　内面ヘラ磨きとヘラナ
デ　器面風化しており磨痕は僅か　胴部外
面に黒斑あり　胴部外面・口縁部内面赤彩

SH Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＦＪ 普通 明黄褐
№４・５　口縁部内外面横ナデ　胴部外面
ハケ　胴部内面ヘラナデか　器面風化著し
い　外面僅かに煤付着

SH Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　被熱の
ため外面に赤色化した部分あり　口縁～胴
部に大黒斑あり



― ―

第 図　第６号方形周溝墓（１）



焼成後穿孔である。
　図化できた遺物は、土師器の壺・高坏など計 点
（１～ ）である。
第６号方形周溝墓（第 ～ 図）
　Ｄ・Ｅ－ ～ グリッドに位置する。Ｅ区第８・
号周溝状遺構より新しく、Ｅ区第４・ ・ 号溝
跡よりは古い。
　覆土の堆積状況から、自然堆積と推定される。
方台部内の遺構確認面や、土層断面を観察した限
りでは、方台部の盛土や埋葬施設は検出されな
かった。概ね周溝も方台部もともに直線からなる
長方形を呈する。
　遺構の規模は、北東－南西方向の外法 . ｍ、
内法 . ｍで、北西－南東方向の外法 . ｍ、内
法 . ｍ、長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　北溝は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、
深さ ㎝、東溝は上場幅 . ～ . ｍ、下場幅 . ～
. ｍ、深さ ㎝、南溝は上場幅 . ～ . ｍ、下場
幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝、西溝は上場幅 . ～
. ｍ、下場幅 . ～ . ｍ、深さ ㎝である。各溝
とも底面は平坦で、壁面の立ち上がりは急であり、
断面形は逆台形である。総じて、壁面の立ち上が
りは、外周側よりも方台部側の方が急である。
　南コーナー（Ｅ－Ｅ ）北側２ｍの地点には比高
差 ㎝程の段差がみられた。各溝から、溝内土壙と
推定される落ち込みが検出された。便宜上、SK
１～６と命名した。SK１については、南北方向と
もに３段に及ぶが、上段・中段・下段に分けて法
量を記すこととする。各土壙の長径 短径 確認
面からの深さ、周溝底面との比高差・長軸方向は、
SK１上段が ㎝、６㎝・Ｎ－ °－Ｅ、
中段が ㎝、上段との比高差 ㎝（北
側）・ ㎝・Ｎ－ °－Ｅ、下段が ㎝、
中段との比高差 ㎝・Ｎ－ °－Ｅ、SK２が

㎝、 ㎝・Ｎ－ °－Ｗである。SK３が
㎝、 ㎝・Ｎ－ °－Ｗ、SK４が

㎝、 ㎝・Ｎ－ °－Ｅ、SK５が ㎝、

― ―

第 図　第６号方形周溝墓（２）
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第 図　第６号方形周溝墓遺物出土状況
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第 図　第６号方形周溝墓出土遺物（１）
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第 図　第６号方形周溝墓出土遺物（２）

第 表　第６号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SH Ｅ 土師器 壺 . ［ . ］ ＡＦ 良好 にぶい
赤褐

№ 　口縁部内外面ハケ後横ナデ　外面ハ
ケ後ヘラ磨き　内面上位指頭圧痕あり　内
面中・下位ヘラナデとナデ　外面・口縁部
内面赤彩

２ SH Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦＪ 普通 明黄褐 № 　内外面ヘラ磨き　口縁部外面単節
LRで末端部と結束する　内外面赤彩

３ SH Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№ 　口縁部外面撚糸文　口縁部内面指頭
圧痕とヘラ磨き　頸部外面・口縁部内面赤
彩　ESR - と同じ

４ SH Ｅ 土師器 壺 . （ . ）［ . ］ＡＣＤＦＧ 普通 橙

№２　口唇上原体 LR　口縁 LR（横回転）
→Ｌ（縦回転）→結節原体Ｒ　胴部外面・口
縁部内面ヘラ磨き　胴部内面ヘラナデか　
器面は剥離部の他は比較的調整痕が残って
いる　頸部・胴部外面に黒斑あり　外面・
口縁部内面赤彩

５ SH Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ＡＣＤＦ 普通 赤褐
№ 　外面・口縁部内面ハケ後ヘラ磨き　
口唇部は無節Ｒで肩部外面は無節Ｒ端部を
結束する　胴部内面ヘラナデ　器面やや風
化している　口縁部内外面・胴部中位赤彩

６ SH Ｅ 土師器 壺 ５ ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙 № 　外面波状文・横線文・山形文　内面
指頭圧痕あり

７ SH Ｅ 土師器 壺 ［ . ］ＣＤＦＩ 普通 浅黄橙 № 　外面ハケ後ヘラ磨き　内面ヘラナデ　
器面風化著しい　外面赤彩

８ SH Ｅ 土師器 器台 ［ . ］ ＡＤＦＪ 普通 淡黄
№６　外面ヘラ磨き　脚部内面ハケナデと
絞り　穿孔３ヶ所　器面風化著しい　外面
赤彩

９ SH Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 明黄褐
№ 　口縁部内外面横ナデ　胴部外面粗い
ハケ　胴部内面指頭圧痕　器面風化著しい　
口縁部内外面に黒斑あり

SH Ｅ 土師器 甕 . . . ＡＦＪ 良好 にぶい
橙

№ 　口縁上部内外面横ナデ　胴部外面ハ
ケナデ　内面ヘラ削りとヘラナデ　つくり
は大雑把で器形も歪んでいる　調整も雑　
口縁～胴部外面に大黒斑あり

SH Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ＡＣＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№７～ ・ 　D- G　口縁部内外面横ナ
デ　胴部外面ハケナデか　胴部内面ヘラナ
デ　器面風化著しい　胴部外面に大黒斑あ
り

SH Ｅ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 明黄褐 № 　外面・脚部内面ハケ　底部内面ヘラ
ナデ　器面風化している



７㎝・Ｎ－ °－Ｗ、SK６が ㎝、 ㎝・
Ｎ－ °－Ｗである。
　北コーナー付近では、土師器の壺（４）が、方
台部から崩落し、転倒した状態で出土した。
　図化できた遺物は、土師器の壺・甕ほか計 点
（１～ ）である。
第７号方形周溝墓（第 ・ 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第７号溝跡よ
りも古い。南コーナー部分１箇所のみの検出であ
り、その他の部分は調査区外に位置している。
　方台部内の遺構確認面や、土層断面を観察した
限りでは、方台部の盛土や埋葬施設は検出されな

かった。覆土の堆積状況から、自然堆積と推定さ
れるが、第３～５層については再掘削の可能性が
ある。この覆土については、溝内土壙との関連性
も想定される。
　周溝の規模は、上場幅 . ～ . ｍ、下場幅
. ～ . ｍ、深さ ㎝。
　溝内土壙と推定される落ち込みが確認された。
土壙の長径 短径 確認面からの深さ、周溝底面
との比高差・長軸方向は、 ㎝、７～
㎝・Ｎ－ °－Ｅである。
　図化できた遺物は、土師器の高坏・壺の計２点
（１・２）である。

― ―

第 図　第７号方形周溝墓

第 図　第７号方形周溝墓出土遺物

第 表　第７号方形周溝墓出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SH Ｅ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＣＦＧ 普通 灰白
№１　外面・坏部内面ヘラ磨きか　脚部内
面ヘラナデ　器面風化著しい　外面・坏部
内面赤彩

２ SH Ｅ 土師器 壺 ５ （ . ）［ . ］ ＣＤＦ 普通 灰黄褐 外面ハケ後ヘラ磨きか　内面・底部ヘラナ
デ　器面風化著しい



（４）掘立柱建物跡
　検出された掘立柱建物跡は、Ｂ区 棟、Ｃ区５
棟、Ｄ区 棟、Ｅ区７棟の計 棟である。調査面積
が極めて限られたＡ区を除くＢ～Ｅ区では、ほぼ
満遍なく分布している状況であった。Ｄ区中央で
は掘立柱建物跡がみられないが、これはこの部分
が土取りのため削平されているのが要因であると
考えられる。そのため、深度の大きな古墳の周溝
や、溝跡のみの検出となった。
　検出された 棟の内、掘立柱建物跡同士の重複
は５箇所、 棟と比較的少ないといえる。
　発掘調査の工程上、Ｃ区とＤ区を並行して調査
を行う必要があったため、遺構名の重複を避ける
べく、先に着手したＢ・Ｃ区では、第１号～第 号
まで通し番号とし、Ｄ・Ｅ区では両区とも第１号
から開始して、それぞれ遺構番号の前に区名を冠
した。そのため、遺構名が煩雑になったり、空き
番号が生ずる結果となったが、整理段階では遺物
の注記を尊重して、旧番のままとした。
第１号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｉ－５・６、Ｊ－５グリッドに位置する。多数
の遺構と重複している。第 号周溝状遺構よりは

新しいが、その他の重複遺構との新旧関係は確認
できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、西の第８号掘
立柱建物跡とは . ｍ、南東の第３号掘立柱建物
跡とは . ｍ、第４号掘立柱建物跡とは . ｍ、北
東の第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、第７・９・
号掘立柱建物跡（３棟重複）とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行３間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－ °
－Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間
. ｍ、Ｐ －Ｐ９間 . ｍ、Ｐ９－Ｐ８間 . ｍ
（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ
３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行・梁行ともに柱筋の通りは良くなく、柱
間距離は一定しない。
　本掘立柱建物跡は、隣接する第３号掘立柱建物
跡の主軸方位（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
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第 図　掘立柱建物跡分布図



Ｅ）とほぼ平行し、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｗ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第 号掘
立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とほぼ直交する主軸方
位である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は、柱穴の
規模・形態などから、中・近世と推定される。
第２号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｉ－６グリッドに位置する。第８・ 号周溝状遺
構より新しいが、その他の重複遺構との新旧関係
については確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、西の第８号掘

立柱建物跡とは . ｍ、南西の第１号掘立柱建物
跡とは . ｍ、第３号掘立柱建物跡とは . ｍ、南
の第４号掘立柱建物跡とは . ｍ、北東の第７・
９・ 号掘立柱建物跡（３棟重複）とは . ｍであ
る。
　Ｐ５の存在からＰ６・７を想定し、２間 ２間
の総柱建物と判断した。その結果、母屋の規模は、
桁行２間（ . ｍ）、梁行２間（ . ｍ）、面積 . ㎡
であり、主軸方位はＮ－ °－Ｗを指す。柱間距離
は、桁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ
（平均 . ｍ）、梁行Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ、Ｐ４－

― ―

第 図　第１号掘立柱建物跡



Ｐ５間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行・梁行ともに柱筋の通りは比較的良好で、
柱間距離はほぼ一定している。
　本掘立柱建物跡は、第７号掘立柱建物跡（Ｎ－
３°－Ｅ）と直交するが、第３号掘立柱建物跡の主
軸方位（Ｎ－ °－Ｅ）、第１号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｅ）、第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは
平行・直交関係にない。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第３号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｉ・Ｊ－６グリッドに位置する。近隣の掘立柱
建物跡との距離は、北西の第１号掘立柱建物跡と

は . ｍ、北東の第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、
第７・９・ 号掘立柱建物跡（３棟重複）とは
. ｍ、西の第８号掘立柱建物跡とは . ｍ、南
の第４号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行２間（ . ｍ）、梁行１間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－ °－
Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ６間 . ｍ、
Ｐ６－Ｐ５間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行の柱筋の通りは比較的良好で、柱間距離
はほぼ一定している。
　本掘立柱建物跡は、隣接する第１号掘立柱建物
跡の主軸方位（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
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第 図　第２号掘立柱建物跡



Ｅ）とほぼ平行し、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｗ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第 号掘
立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは直交する。第２号
掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第４号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｗ）とは平行・直交関係にはない。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は、柱穴の
規模・形態などから、中・近世と推定される。
第４号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｊ－５・６グリッドに位置する。第 号周溝状遺
構よりも新しいが、その他の重複遺構との新旧関
係については確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北の第２号掘
立柱建物跡とは . ｍ、第３号掘立柱建物跡とは
. ｍ、北西の第１号掘立柱建物跡とは . ｍ、第
８号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行３間（ . ｍ）、梁行２間

（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－
°－Ｗを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間
. ｍ、Ｐ －Ｐ９間 . ｍ、Ｐ９－Ｐ８間 . ｍ
（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ
３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ４～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行・梁行ともに柱筋の通りは良好で、柱間
距離はほぼ一定している。
　本掘立柱建物跡は、第８号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｅ）、第９号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とほ
ぼ直交するが、隣接する第３号掘立柱建物跡の主
軸方位（Ｎ－ °－Ｅ）、第１号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｅ）、第２号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）との
平行・直交関係はない。
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第 図　第３号掘立柱建物跡



　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第５号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｆ・Ｇ－７グリッドに位置する。第１号周溝状
遺構よりも新しいが、その他の重複遺構との新旧

関係については確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南西の第 号
掘立柱建物跡とは . ｍ、南の第 号掘立柱建物
跡とは . ｍ、第６号掘立柱建物跡とは . ｍであ
る。

― ―

第 図　第４号掘立柱建物跡



　母屋の規模は、桁行２間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－
°－Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ８間
. ｍ、Ｐ８－Ｐ７間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ
１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ（平均 . ｍ）
である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ５～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行の柱筋の通りは比較的良好であるが、西
側の梁の通りにはズレがみられる。柱間距離も一
定していない。

　本掘立柱建物跡は、隣接する第 号掘立柱建物
跡の主軸方位（Ｎ－ °－Ｗ）、第 号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｗ）とは平行・直交関係にはない。第
６号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは平行に近い
主軸方位である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第６号掘立柱建物跡（第 ・ 図）
　Ｇ・Ｈ－６・７グリッドに位置する。第４号周
溝状遺構、第 号溝跡よりも新しいが、その他の重
複遺構との新旧関係については確認できなかっ
た。第 号掘立柱建物跡とは重複関係にあるが、新

― ―

第 図　第５号掘立柱建物跡



旧関係は不明である。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、西の第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、北の第５号掘立柱建物跡
とは . ｍ、南の第７・９・ 号掘立柱建物跡（３
棟重複）とは . ｍである。
　総柱の掘立柱建物と推定される。母屋の規模は、
桁行３間（ . ｍ）、梁行２間（ . ｍ）、面積 . ㎡
であり、主軸方位はＮ－ °－Ｗを指す。柱間距離
は、桁行Ｐ１－Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ９間 . ｍ、
Ｐ９－Ｐ８間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２
間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
Ｐ については、掘り替えが行われた結果と考え
られる。桁行２列目の柱筋は、梁行中央ではなく、
南側に寄った状態で検出された。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的大きなものが多い
といえる。桁行・梁行ともに、柱筋の通りにはズ
レがあり良好とはいえない。桁行の２間目は他に
比べ、柱間距離が大きいといえる。また、その他
の柱間距離も一定していない。
　本掘立柱建物跡は、近隣の掘立柱建物跡の内、
第７号掘立柱建物跡（Ｎ－３°－Ｅ）、第９号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－
５°－Ｅ）とは直行し、第５号掘立柱建物跡の主軸
方位（Ｎ－ °－Ｅ）とは平行関係に近いといえる。
第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは平行・直
行関係にはない。因みに、本遺構と重複している
第 号掘立柱建物跡の主軸方位はＮ－ °－Ｗで
ある。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第７号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｈ・Ｉ－７グリッドに位置する。第４・８号周
溝状遺構より新しく、第９・ 号掘立柱建物跡より
は古い。その他の重複遺構との新旧関係は確認で
きなかった。近隣の掘立柱建物跡との距離は、北

の第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、第６号掘立柱
建物跡とは . ｍ、北西の第 号掘立柱建物跡と
は . ｍ、南西の第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、
第３号掘立柱建物跡とは . ｍ、第１号掘立柱建
物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行３間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－
３°－Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間
. ｍ、Ｐ －Ｐ９間 . ｍ、Ｐ９－Ｐ８間 . ｍ
（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ
３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。Ｐ７については、
他遺構との重複により失われたと推定される。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形であるが、Ｐ３は、土壙状の掘り込みの中に、
小ピットが存在しているかのような形態であっ
た。径・深度ともに比較的小規模なものが多い。
桁行・梁行ともに、柱筋の通りにはズレがあり良
好とはいえない。
　本掘立柱建物跡は、近隣の掘立柱建物跡の内、
第２号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第６号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）と直交関係にあり、第 号
掘立柱建物跡（Ｎ－５°－Ｅ）とは平行関係にある。
なお、重複する第９号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）
は平行関係に近く、新旧関係は不明ながら建て替
えられた可能性が考えられる。この他に、近在の
第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第３号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第４号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｗ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第
号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは平行・直交
関係はない。因みに、本遺構と重複しているもう
１棟の第 号掘立柱建物跡の主軸方位はＮ－
°－Ｗである。
　Ｐ１から土師器片が出土したが、図化には至ら
なかった。本遺構の時期は、古墳時代前期と推定
される。

― ―
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第 図　第６号掘立柱建物跡（１）



第８号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｉ－４グリッドに位置する。重複遺構との新旧
関係は確認できなかった。今回の調査で検出され
た掘立柱建物跡の中で、最西端に位置する。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、東の第１号掘
立柱建物跡とは . ｍ、第３号掘立柱建物跡とは
. ｍ、第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、南東の
第４号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行３間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－ °
－Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間
. ｍ、Ｐ －Ｐ９間 . ｍ、Ｐ９－Ｐ８間 . ｍ
（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ
３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。Ｐ７については、
プランが失われたと推定される。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ８～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行・梁行ともに、柱筋の通りにはズレがあ
り良好とはいえない。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とほぼ直交す
る主軸方位であるが、その他の第１号掘立柱建物
跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第２号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｗ）、第３号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）との平行・

直行関係は認められない。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、古墳
時代前期と推定される。
第９号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｈ・Ｉ－７グリッドに位置する。第４・８号周
溝状遺構、第７号掘立柱建物跡より新しいが、そ
の他の重複遺構との新旧関係については確認でき
なかった。第７・ 号掘立柱建物跡と重複関係にあ
るが、新旧関係は不明である。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北の第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、第６号掘立柱建物跡とは
. ｍ、北西の第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、南
西の第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、第３号掘立
柱建物跡とは . ｍ、第１号掘立柱建物跡とは
. ｍである。
　Ｐ５とＰ の位置関係から、Ｐ４・Ｐ９を想定し
た。その結果、母屋の規模は、桁行３間（ . ｍ）、
梁行２間（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位
はＮ－ °－Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ
間 . ｍ、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３
間 . ｍ（平均 . ｍ）である。Ｐ７については、
プランが失われたと推定される。
　柱穴の規模は径（ ） ㎝～ ㎝、深さ
～ ㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしく
は楕円形で、径・深度ともに比較的小規模なもの
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第 図　第６号掘立柱建物跡（２）



が多い。桁行・梁行ともに、柱筋の通りにはズレ
があり良好とはいえない。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第６号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とほぼ直交し、重複する第

７号掘立柱建物跡（Ｎ－３°－Ｅ）、第 号掘立柱建
物跡（Ｎ－５°－Ｅ）とは平行関係に近い。但し、
その他の第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第２
号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第３号掘立柱建物
跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
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第 図　第７号掘立柱建物跡



Ｗ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第５号
掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）との平行・直交関係
は認められない。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。

第 号掘立柱建物跡（第 ・ 図）
　Ｇ・Ｈ－６・７グリッドに位置する。第１・４
号周溝状遺構よりも新しいが、その他の重複遺構
との新旧関係は確認できなかった。第６号掘立柱
建物跡とは重複関係にあるが、新旧関係は不明で
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第 図　第８号掘立柱建物跡



ある。Ｐ２・Ｐ８・Ｐ については、プランが失わ
れていると推定して図示したものである。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、西の第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、北の第５号掘立柱建物跡
とは . ｍ、南の第９号掘立柱建物跡とは . ｍ、
第７号掘立柱建物跡とは . ｍ、第 号掘立柱建
物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行５間（ . ｍ）、梁行２間

（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－ °
－Ｗを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間
. ｍ、Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、
Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ 間 . ｍ（平均
. ｍ）、梁行Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ６間
. ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ５～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
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円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行・梁行ともに、柱筋の通りにはズレがあ
り良好とはいえない。また、桁行では柱間が一定
しておらず、特にＰ６－Ｐ７間、Ｐ －Ｐ 間につ
いては、他の部分の柱間とは大きく異なっている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とは直交し、
第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第３号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｅ）ともほぼ直交する。第 号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｗ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｗ）とは平行関係にある。第２号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｗ）、第６号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－

Ｗ）、第５号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）との平行・
直交関係は認められない。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｈ・Ｉ－７グリッドに位置する。第４・８号周
溝状遺構、第７号掘立柱建物跡より新しいが、そ
の他の重複遺構との新旧関係は確認できなかっ
た。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北の第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、第６号掘立柱建物跡とは
. ｍ、北西の第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、南
西の第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、第３号掘立
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柱建物跡とは . ｍ、第１号掘立柱建物跡とは
. ｍである。
　Ｐ５・Ｐ７との位置関係からＰ６を、Ｐ５との
位置関係からＰ９を想定した。その結果、母屋の
規模は、桁行３間（ . ｍ）、梁行２間（ . ｍ）、
面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－ °－Ｗを指
す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間 . ｍ、Ｐ４－
Ｐ５間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間
. ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。

　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ５～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。桁行・梁行ともに、柱筋の通りは良くない。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第３号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と直
交もしくはほぼ直交し、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－
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°－Ｗ）とは平行する。また、第 号掘立柱建物
跡（Ｎ－ °－Ｗ）とも平行関係に近い主軸方位で
ある。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第 号掘立柱建物跡（第 ・ 図）
　Ｇ－６グリッドに位置する。重複遺構との新旧
関係は確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北東の第５号
掘立柱建物跡とは . ｍ、東の第６号掘立柱建物
跡とは . ｍ、第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、南
東の第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、第７号掘立
柱建物跡とは . ｍ、第９号掘立柱建物跡とは
. ｍである。
　母屋の規模は、桁行４間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－
°－Ｗを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間
. ｍ、Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、
Ｐ －Ｐ９間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２
間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
桁行方向の柱間は一定しない。
　柱穴の規模は径（ ） ㎝～ ㎝、深さ
８～ ㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしく
は楕円形で、径・深度ともに比較的小規模なもの
が多い。桁行・梁行ともに、柱筋の通りは比較的
良い。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、

第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第３号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と直交もしくはほぼ直交し、
第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは平行する。
また、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）ともほ
ぼ平行する主軸方位である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｊ－９・ グリッドに位置する。第２号住居跡、
第 ・ 号周溝状遺構より新しいが、その他の重複
遺構との新旧関係は確認できなかった。南西部分
は調査区外に位置する。北西―南東方向の柱間が
大き過ぎることから、Ｐ２を想定した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北西の第 号
掘立柱建物跡とは . ｍ、北東の第 号掘立柱建
物跡とは . ｍ、東の第 号掘立柱建物跡とは
. ｍであり、第 号掘立柱建物跡とは重複関係
にある。
　母屋は調査区外に続くため、規模は不明である。
北東－南西方向（桁行か）は、２間（ . ｍ）まで
の検出である。北西－南東方向（梁行か）につい
ても２間（ . ｍ）である。主軸方位はＮ－ °－Ｅ
またはＮ－ °－Ｗを指すと考えられる。柱間距離
は、桁行と推定したＰ１－Ｐ５間 . ｍ、Ｐ５－Ｐ
４間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱筋の通りは良くない。
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　本掘立柱建物跡は、今回の調査で確認された掘
立柱建物跡の内、第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｅ）、第３号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と平行も
しくはほぼ平行し、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｅ）とも平行関係に近い。そして、第 号掘
立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは直交している。ま
た、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とも直交
する主軸方位である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｊ－ グリッドに位置する。第２号住居跡、第
・ 号周溝状遺構、第 号溝跡よりも新しいが、

その他の重複遺構との新旧関係は確認できなかっ
た。南端部は調査区外に位置する。Ｐ６・Ｐ９と
の位置関係からＰ７・Ｐ８およびＰ を想定した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、西の第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、北東の第 号掘立柱建物
跡とは . ｍ、東の第 号掘立柱建物跡とは . ｍ
であり、第 号掘立柱建物跡とは重複関係にある。
　母屋の規模は、桁行４間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－ °－
Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間 . ｍ、
Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ 間（ . ｍ）、Ｐ
－Ｐ９間（ . ｍ）（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２
間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
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桁行方向の柱間は一定しない。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。桁行の柱筋の通りは良くない。
　本掘立柱建物跡は、今回の調査で確認された掘
立柱建物跡の内、第３号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－

Ｅ）とはほぼ平行し、第１号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｅ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とも
平行関係に近い。そして、第 号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｗ）とは直交し、また、第 号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）ともほぼ直交する主軸方位
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である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｉ・Ｊ－ グリッドに位置する。第 ・ ・ 号
周溝状遺構、第 号溝跡よりも新しいが、第 ・
号溝跡との新旧関係は確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南東の第 号
掘立柱建物跡とは . ｍ、南西の第 号掘立柱建
物跡とは . ｍ、第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、
第 号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行２間（ . ｍ）、梁行１間
（ . ｍ）、面積 . ㎡であり、主軸方位はＮ－５°
－Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ２－Ｐ３間
. ｍ、Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ
１－Ｐ２間 . ｍである。
　本遺構は、今回の調査で検出された掘立柱建物
跡の中で唯一、棟持柱の柱穴と推定されるピット
（Ｐ７・Ｐ８）を有するものである。この２つの
ピットの梁行までの距離は、Ｐ７が . ｍ、Ｐ８が
. ｍであり、距離が異なっている。また、Ｐ８が
梁中央の延長線上にあるのに対し、Ｐ７では若干
西に寄っている。
　母屋にかかわる柱穴の規模は径 ㎝～
㎝、深さ ～ ㎝と幅がある。棟持柱の径と深さ
は、Ｐ７が ㎝、深さ ㎝、Ｐ８が ㎝、
深さ ㎝である。各柱穴の平面形は、円形もしくは
楕円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが
多い。柱筋は比較的通っている。Ｐ２・Ｐ７・Ｐ
８では、柱痕跡が認められた。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
第７号掘立柱建物跡（Ｎ－３°－Ｅ）と平行し、第
９号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とも平行に近い。
また、第６号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とはほ
ぼ直交する主軸方位である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。

第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｉ・Ｊ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺
構よりも新しい。Ｐ６・Ｐ９との位置関係から、
Ｐ５と調査区外にＰ７・Ｐ８を想定した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北西の第 号
掘立柱建物跡とは . ｍ、西の第 号掘立柱建物
跡とは . ｍ、第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、第
号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行は３間（ . ｍ）と推定した。
梁行は２間（ . ｍ）、面積は . ㎡と推定される。
主軸方位はＮ－ °－Ｗを指す。柱間距離は、桁行
Ｐ１－Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ９間 . ｍ、Ｐ９－
Ｐ８（ . ｍ）（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間
. ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ６～
（ ）㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしく
は楕円形で、径・深度ともに比較的小規模なもの
が多い。柱筋は比較的通っている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡との平
行もしくは直行関係はみられない。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｊ－９グリッドに位置する。第 号溝跡と重複
しているが、新旧関係は確認できなかった。北西
部分は、第 号溝跡との重複により、失われている
と推定される。さらにその北側にはピットが検出
されていないことから、２間 ２間の総柱建物と
してＰ７～９を図示した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南東の第 号
掘立柱建物跡とは . ｍ、東の第 号掘立柱建物
跡とは . ｍ、第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、北
東の第 号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行は２間（推定 . ｍ）と推定
した。梁行は２間（ . ｍ）、面積は . ㎡と推定
される。主軸方位はＮ－ °－Ｗを指す。柱間距離
は、桁行Ｐ７－Ｐ１間（ . ｍ）、Ｐ１－Ｐ６間
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. ｍ（推定平均 . ｍ）、梁行Ｐ６－Ｐ５間 . ｍ、
Ｐ５－Ｐ４間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ５～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。柱筋は比較的通っている。Ｐ４では、柱痕跡
が認められた。

　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の中で、
平行もしくは直交するものはみられない。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
の規模・形態などから、中・近世と推定される。
Ｄ区第２号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第１号墳より
も新しいが、その他の重複遺構との新旧関係は確
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認できなかった。梁行の柱間距離が、桁行の柱間
距離に比べ極めて大きいことから、重複するＤ区
第 号周溝状遺構・Ｄ区第３号井戸跡の調査の過
程で、梁行の柱穴が失われたとの推測の基、Ｐ２・
Ｐ６を想定した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南のＤ区第３
号掘立柱建物跡とは . ｍ、北のＤ区第４号掘立
柱建物跡とは . ｍ、東のＤ区第８号掘立柱建物
跡とは . ｍ、Ｄ区第６号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｄ区第７号掘立柱建物跡とは . ｍであ

る。
　母屋の規模は、桁行２間（ . ｍ）、梁行２間（推
定 . ｍ）、面積は . ㎡であり、主軸方位はＮ－
°－Ｗを指す。柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ８間
. ｍ、Ｐ８－Ｐ７間 . ｍ　（平均 . ｍ）である
が、梁行については不明である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。柱筋は比較的通っている。Ｐ４・Ｐ８では柱
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痕跡が認められた。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）にほぼ平
行し、Ｄ区第５号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、Ｄ
区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とはほぼ直
交する主軸方位である。
　柱穴から土師器の小破片が出土したが、図化に
は至らなかった。本遺構の時期は、柱穴の規模・
形態などから中・近世と推定されるが、土師器片

の出土や、覆土の色調から遡る可能性も否定でき
ない。
Ｄ区第３号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｉ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第１号墳、
Ｄ区第 号溝跡よりも古いが、その他の重複遺構
との新旧関係は確認できなかった。
　南は調査区外に続いている。Ｐ１－Ｐ３間の柱
間距離が極めて大きいことから、その間にもう１
つの柱穴が存在したが、Ｄ区第８号周溝状遺構の
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調査過程で失われた結果と推測される。そのため、
梁行にＰ２・Ｐ６を、Ｐ１・Ｐ４・Ｐ５との位置
関係から、Ｐ７・Ｐ８を想定した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北のＤ区第２
号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第４号掘立柱建
物跡とは . ｍ、東のＤ区第６号掘立柱建物跡と
は . ｍ、Ｄ区第７号掘立柱建物跡とは . ｍで
ある。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）と推定した
が、それ以上である可能性も充分あり得る。梁行
についても２間（ . ｍ）と推定した。その場合、
面積は . ㎡となる。主軸方位はＮ－ °－Ｅを指
す。柱間距離は、桁行Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ、Ｐ４－

Ｐ５間 . ｍ（平均 . ｍ）であるが、梁行につい
ては不明である。
　柱穴の規模は径（ ） ㎝～ ㎝、深さ
～ ㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしく
は楕円形で、径・深度ともに比較的小規模なもの
が多い。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の中で、
平行関係、直行関係にある掘立柱建物跡はない。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、古墳
時代前期と推定される。
Ｄ区第４号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｇ・Ｈ－ グリッドに位置する。重複遺構との新
旧関係は不明である。桁行の柱間距離に比べ、梁

― ―

第 図　Ｄ区第３号掘立柱建物跡



行の柱間距離が極めて大きいことから、間にもう
１本の柱穴が存在したが、Ｄ区第 号周溝状遺構
の調査時に失われた結果と推測し、Ｐ２・Ｐ６を
想定して図示した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南のＤ区第２

号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第３号掘立柱建
物跡とは . ｍ、東のＤ区第８号掘立柱建物跡と
は . ｍである。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）、梁行は２
間（ . ｍ）と推定した。面積は . ㎡である。主
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第 図　Ｄ区第４号掘立柱建物跡



軸方位はＮ－ °－Ｅを指す。柱間距離は、桁行Ｐ
１－Ｐ８間 . ｍ、Ｐ８－Ｐ７間 . ｍ（平均
. ｍ）であるが、梁行については不明である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝であり、揃っているといえる。柱穴の平面形
は、円形で、径・深度ともに比較的大規模なもの
が多い。柱筋は比較的通っている。Ｐ７・Ｐ８で
は、柱痕跡が認められた。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物の内、Ｄ

区第８号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とほぼ直交
する主軸方位である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
掘方の規模が大きいことや覆土の色調などから、
中世以前に遡ると推定される。
Ｄ区第５号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｆ・Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ 号
周溝状遺構よりも新しいが、その他の重複遺構と
の新旧関係は不明である。東側の桁行はＤ区第
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第 図　Ｄ区第５号掘立柱建物跡



号周溝状遺構の調査過程で失われたと推測し、Ｐ
３～６を想定して図示した。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南西のＤ区第
７号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第８号掘立柱
建物跡とは . ｍ、Ｄ区第６号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｄ区第９号掘立柱建物跡とは . ｍ、北西
のＤ区第 号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｅ区第１
号掘立柱建物跡とは . ｍ、北東のＥ区第２号掘
立柱建物跡とは . ｍである。Ｄ区第 号掘立柱

建物跡とは、重複関係にある。
　母屋の規模は、桁行は３間（ . ｍ）であるが、
梁行は２間（ . ｍ）と推定した。面積は不明であ
る。主軸方位はＮ－ °－Ｅを指す。柱間距離は、
桁行Ｐ１－Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ９間 . ｍ、Ｐ
９－Ｐ８間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間
. ｍである。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ８～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
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第 図　Ｄ区第６号掘立柱建物跡



円形で、径・深度ともに比較的小規模である。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｄ区第９号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と平行し、
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とも平行
関係に近い。また、Ｄ区第２号掘立柱建物跡（Ｎ－
°－Ｗ）とは直交に近い主軸方位である。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
掘方の規模、覆土の色調などから、中・近世と推
定される。
Ｄ区第６号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｈ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ ・
号周溝状遺構、Ｄ区第 号溝跡よりも新しいが、
その他の重複遺構との新旧関係は確認できなかっ
た。南は調査区外に続いている。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北西のＤ区第
８号掘立柱建物跡とは . ｍ、北のＤ区第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、北東のＤ区第 号掘立柱
建物跡とは . ｍ、Ｄ区第９号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｄ区第５号掘立柱建物跡とは . ｍ、西
のＤ区第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第３
号掘立柱建物跡とは . ｍある。Ｄ区第７号掘立
柱建物跡とは重複関係にある。
　母屋の規模は、桁行は不明、梁行２間（ . ｍ）
で、面積は不明である。主軸方位はＮ－０°を指す。
柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ５間 . ｍ、梁行Ｐ１－
Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ（平均 . ｍ）で
ある。
　柱穴の規模は径（ ） ㎝～ ㎝、深さ
～ ㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしく
は楕円形である。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の中に
は、平行関係、直行関係にある掘立柱建物跡はな
い。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は不明で
あるが、柱穴掘方の規模から、中・近世と考えて
おきたい。
Ｄ区第７号掘立柱建物跡（第 ・ 図）

　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構より新しいが、Ｄ区第 号周溝状遺構、Ｄ区第
号溝跡よりは古い。その他の重複遺構との新旧
関係は確認できなかった。南は調査区外に続いて
いる。また１本の柱穴（Ｐ７）が、Ｄ区第 号周溝
状遺構の調査過程で失われたと推測される。もう
１本（Ｐ２）の柱穴については、Ｄ区第 号溝跡よ
り古いのか否かは不明である。以上の点からＰ２・
Ｐ７を、あわせて調査区外にＰ４・Ｐ５を想定し
た。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北のＤ区第
号掘立柱建物跡とは . ｍ、北東のＤ区第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第９号掘立柱建物跡
とは . ｍ、Ｄ区第５号掘立柱建物跡とは . ｍ、
北西のＤ区第８号掘立柱建物跡とは . ｍ、西の
Ｄ区第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第３号
掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－Ｅを
指す総柱建物である。
　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ８間 . ｍ、Ｐ９－Ｐ
６間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ８－Ｐ９間 . ｍ
である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ８～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。柱筋は比較的通っている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の中に
は、直交もしくは平行関係にある掘立柱建物跡は
ない。
　土師器の台付甕（１）が出土している。Ｄ区第
号周溝状遺構よりも古いことから、遺構の時期
は、古墳時代前期であると推定される。
Ｄ区第８号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｇ・Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第３号墳よ
り新しく、Ｄ区第 号井戸跡よりは古い。その他の
重複遺構との新旧関係は確認できなかった。

― ―
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第 表　Ｄ区第７号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 備考

１ SB Ｄ 土師器 台付甕 . ［ . ］ ＡＣＤＦＧ 普通 にぶい
橙

P - №１・２　外面ハケ　脚部内面ナデと
指頭圧痕か　器面風化著しい

第 図　Ｄ区第７号掘立柱建物跡

第 図　Ｄ区第７号掘立柱建物跡出土遺物
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第 図　Ｄ区第８号掘立柱建物跡



　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北のＤ区第
号掘立柱建物跡とは . ｍ、北東のＤ区第９号掘
立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第５号掘立柱建物跡
とは . ｍ、南東のＤ区第６号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｄ区第７号掘立柱建物跡とは . ｍ、西の
Ｄ区第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第４号
掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）、梁行１間
（ . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－Ｗを
指す。
　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ６間 . ｍ、Ｐ６－Ｐ
５間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ
である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的大規模なものが多
い。柱筋は比較的通っている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｄ区第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と直交し、
Ｄ区第７号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とも直交
関係に近いといえる。
　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、古墳
時代前期の土師器が埋納されていたＤ区第 号井
戸跡より古いことから、古墳時代前期もしくはそ
れ以前と考えられる。
Ｄ区第９号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡、Ｄ
区第 号土壙より古いが、その他の重複遺構との
新旧関係は確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北東のＤ区第
５号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第 号掘立柱
建物跡とは . ｍ、北西のＥ区第１号掘立柱建物
跡とは . ｍ、Ｄ区第 号掘立柱建物跡とは
. ｍ、南西のＤ区第７号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｄ区第６号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区
第８号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　母屋の規模は、桁行・梁行とも１間（ . ｍ）、

面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－ＥもしくはＮ－
°－Ｗを指す。
　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ４間 . ｍ、梁行Ｐ
１－Ｐ２間 . ｍである。
　柱穴の規模は径（ ） ㎝～ ㎝、深さ
～ ㎝と若干の幅がある。柱穴の平面形は、円形
もしくは楕円形で、径・深度ともに比較的大規模
である。柱筋は比較的通っている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｄ区第５号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と直交ま
たは平行し、Ｄ区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｗ）、Ｄ区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）が直
交・平行関係に近いといえる。
　周辺に、古墳時代前期の遺構が多数存在するこ
とから、この時期の住居または周溝状遺構に伴う
主柱穴の可能性も考えられる。しかし、床面らし
き痕跡が確認できなかったことから、掘立柱建物
跡として扱った。また、床面が確認できなかった
点については、高床の可能性も考えられるが、特
定するには至らなかった。面積的にみて、居住の
ための施設ではなく、倉庫または納屋の可能性が
考えられる。
　今回の調査で検出された 棟の掘立柱建物跡
中、１間 １間のものは、本遺構とＤ区第 号掘立
柱建物跡のみであった。
　土師器の小破片が出土したが、図化には至らな
かった。古墳時代前期のＤ区第 号土壙より古い
ことから、該期の遺構と推定される。
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｄ－ グリッドに位置する。掘立柱建物跡の南
東コーナーの柱穴１本のみの検出である。柱材が
遺存していたことから、掘立柱建物跡として命名
した。他の柱穴は、調査区外に存在すると推定さ
れる。
　柱穴の径は ㎝、深さ ㎝、柱穴の平面形は
隅丸方形である。柱材は柱穴掘方よりも深く沈み
こんでいるが、これは屋根の重量で沈んだもので
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はなく、上部で柱の高さを揃えるためと推測され
る。
　遺物は出土しなかった。柱穴掘方の規模が大き
いこと・柱穴の形態からみて、中世以前の掘立柱
建物跡と考えられる。
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｆ・Ｇ－ グリッドに位置する。重複遺構との新

旧関係は確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北西のＥ区第
１号掘立柱建物跡とは . ｍ、北東のＥ区第２号
掘立柱建物跡とは . ｍ、西のＤ区第 号掘立柱
建物跡とは . ｍ、南西のＤ区第９号掘立柱建物
跡とは . ｍ、Ｄ区第７号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｄ区第６号掘立柱建物跡とは . ｍであ
る。また、Ｄ区第５号掘立柱建物跡とは重複関係
にある。
　母屋の規模は、桁行（ . ｍ）・梁行（ . ｍ）と
も１間、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－Ｅを指
す。
　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ４間 . ｍ、梁行Ｐ
１－Ｐ２間 . ｍである。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と若干の幅がある。柱穴の平面形は、円形もし
くは楕円形で、径・深度ともに比較的大規模であ
る。柱筋は比較的通っている。
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第 図　Ｄ区第９号掘立柱建物跡

第 図　Ｄ区第 号掘立柱建物跡



　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｅ区第２号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と平行し、
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、Ｅ区第１
号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）と直交する。
　周辺に、古墳時代前期の遺構が多数存在するこ
とから、この時期の住居または周溝状遺構に伴う
主柱穴の可能性も考えられる。しかし、床面らし
き痕跡が確認できなかったことから、掘立柱建物
跡として扱った。また、床面が確認できなかった
点については、高床の可能性も考えられるが、特
定するには至らなかった。Ｄ区第９号掘立柱建物
跡よりは規模が大きいが、面積的にみて居住のた
めの施設ではなく、倉庫または納屋の可能性が考
えられる。

　今回の調査で検出された 棟の掘立柱物跡中、
１間 １間のものは、本遺構とＤ区第９号掘立柱
建物跡のみであった。
　遺物は出土しなかった。しかし、１間 １間と
いう形態、柱穴の規模などから中・近世とは考え
にくく、それ以前と推定される。
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｅ－ 、Ｆ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第
号周溝状遺構、Ｄ区第３号墳より新しいが、その
他の重複遺構との新旧関係については確認できな
かった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北のＥ区第１
号掘立柱建物跡とは . ｍ、東のＤ区第 号掘立
柱建物跡とは . ｍ、南東のＤ区第５号掘立柱建
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第 図　Ｄ区第 号掘立柱建物跡



物跡とは . ｍ、Ｄ区第９号掘立柱建物跡とは
. ｍ、南のＤ区第８号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｄ区第６号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ
区第７号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　Ｐ３・Ｐ８の存在から、Ｐ１・Ｐ９・Ｐ を想定

した。
　母屋の規模は、桁行は３間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－Ｗを
指す。
　柱間距離は、桁行はＰ２がのる梁行－Ｐ４間
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第 図　Ｄ区第 号掘立柱建物跡



. ｍ、Ｐ４－Ｐ５間 . ｍ、Ｐ５－Ｐ６間 . ｍ
（平均 . ｍ）、梁行Ｐ６－Ｐ７間 . ｍ、Ｐ７－Ｐ
８間 . ｍ（平均 . ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多

い。柱筋の通りは良好ではなく、ズレがみられる。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｄ区第２号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、Ｅ区第１
号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）と平行し、Ｄ区第
号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とは直交関係に
近いといえる。

― ―

第 図　Ｅ区第１号掘立柱建物跡



― ―

第 図　Ｅ区第２号掘立柱建物跡（１）



　遺物は出土しなかった。本遺構の時期は、柱穴
掘方の規模、覆土の色調などから、中・近世と推
定される。
Ｅ区第１号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｄ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第７号溝
跡、Ｅ区第２号古墳よりも新しい。その他の重複
遺構との新旧関係は確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南のＤ区第
号掘立柱建物跡とは . ｍ、南東のＤ区第 号掘
立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第５号掘立柱建物跡
とは . ｍ、Ｄ区第９号掘立柱建物跡とは . ｍ、
Ｅ区第２号掘立柱建物跡とは . ｍ、東のＥ区第
３号掘立柱建物跡とは . ｍである。
　Ｐ１・Ｐ３・Ｐ６との位置関係から、Ｐ２を想定
した。梁行２間とした場合、Ｐ６－Ｐ７間が . ｍ
であるのに対し、Ｐ５－Ｐ６間が . ｍとなり、柱
間距離に大きな差があることになる。あるいは、
Ｐ６は本遺構に伴わない可能性も考えられる。そ
の場合、Ｐ２も存在しなかったことになる。Ｐ８
は２つのピットが存在しており、建て替えの可能
性も考えられる。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）、梁行２間
（ . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－Ｗを
指す。

　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ８間 . ｍ、Ｐ８－Ｐ
７間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ５－Ｐ６間 . ｍ、
Ｐ６－Ｐ７間 . ｍ（平均 . ｍ）である。但し、
東側の桁行きでは、Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ、Ｐ４－Ｐ
５間 . ｍ（平均 . ｍ）であり、西側の数値とは
大きく異なっている。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多
い。柱筋は比較的通っているが、北側の梁行につ
いては当てはまらない。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）と平行し、
Ｄ区第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、Ｅ区第２
号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とは直交する。
　遺物は出土しなかった。明快な根拠を示すこと
はできないが、中世以前と判断した掘立柱建物跡
の覆土の色調との類似点から、本遺構の時期は、
中世以前の遺構と推定される。
Ｅ区第２号掘立柱建物跡（第 ・ 図）
　Ｅ・Ｆ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第 ・
・ 号周溝状遺構よりも新しいが、その他の重複
遺構との新旧関係は確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南西のＤ区第
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第 図　Ｅ区第２号掘立柱建物跡（２）



号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｄ区第５号掘立
柱建物跡とは . ｍ、北東のＥ区第３号掘立柱建
物跡とは . ｍ、Ｅ区第４号掘立柱建物跡とは
. ｍ、北西のＥ区第１号掘立柱建物跡とは
. ｍである。
　Ｐ８・Ｐ との位置関係から、Ｐ２を想定した。
　母屋の規模は、桁行は５間（ . ｍ）、梁行２間
（推定 . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－
Ｅを指す。
　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ
間 . ｍ、Ｐ －Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ９間
. ｍ、Ｐ９－Ｐ 間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ
－Ｐ 間 . ｍ、Ｐ －Ｐ 間 . ｍ（平均
. ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ５～
㎝と幅がある。柱穴の平面形は、円形もしくは楕
円形で、径・深度ともに比較的小規模なものが多

い。柱筋は比較的通っている。柱穴の配置からみ
て、Ｐ７－Ｐ 、Ｐ８－Ｐ 、Ｐ９－Ｐ の部分は
廂、Ｐ５－Ｐ６、Ｐ －Ｐ の部分は出入り口の施
設の可能性が挙げられる。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｅ区第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）と直交し、
Ｅ区第５号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とほぼ平
行する。
　遺物は出土しなかった。柱穴掘方の規模や、覆
土の色調から、本遺構の時期は、中・近世と推定
される。
Ｅ区第３号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｅ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第８号周溝
状遺構、Ｅ区第６号方形周溝墓より新しいが、そ
の他の重複遺構との新旧関係については確認でき
なかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南西のＥ区第
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第 図　Ｅ区第３号掘立柱建物跡



２号掘立柱建物跡とは . ｍ、西のＥ区第１号掘
立柱建物跡とは . ｍ、北東のＥ区第４号掘立柱
建物跡とは . ｍ、Ｅ区第５号掘立柱建物跡とは
. ｍである。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）、梁行１間
（ . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－Ｗを
指す。梁行を１間としたが、各柱穴が浅いことか
ら、柱穴が失われている可能性も否定できないが、
確認された範囲内から１間とした。
　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ６間 . ｍ、Ｐ６－Ｐ
５間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ

である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ８～
㎝と若干の幅がある。柱穴の平面形は、円形もし
くは楕円形で、径・深度ともに比較的小規模なも
のが多い。柱筋は比較的通っている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｅ区第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とほぼ平
行する。
　遺物は出土しなかった。柱穴掘方の規模や、覆
土の色調から、本遺構の時期は、中・近世と推定
される。
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第 図　Ｅ区第４号掘立柱建物跡



Ｅ区第４号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｃ－ ・ 、Ｄ－ グリッドに位置する。Ｅ区第
５号方形周溝墓よりも新しいが、その他の重複遺
構との新旧関係は確認できなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北東のＥ区第
５号掘立柱建物跡とは . ｍ、Ｅ区第６号掘立柱
建物跡とは . ｍ、Ｅ区第７号掘立柱建物跡とは
. ｍ、南西のＥ区第２号掘立柱建物跡とは
. ｍ、Ｅ区第３号掘立柱建物跡とは . ｍであ
る。
　本遺構の北側部分は、Ｅ区第 号溝跡の調査の
過程で失われており、本来の梁行は２間もしくは
３間であったと推定される。
　母屋の規模は、桁行は４間（ . ｍ）、梁行と面
積については不明、主軸方位はＮ－ °－Ｗを指
す。
　柱間距離は、桁行Ｐ１－Ｐ８間 . ｍ、Ｐ８－Ｐ
７間 . ｍ、Ｐ７－Ｐ６間 . ｍ、Ｐ６－Ｐ５間

. ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍであ
る。Ｐ３の存在から、廂または総柱の可能性が考
えられる。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ４～
㎝と若干の幅がある。柱穴の平面形は、円形もし
くは楕円形で、径・深度ともに小規模である。柱
筋は通っている。Ｐ４・Ｐ８では柱痕跡が確認さ
れた。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｅ区第３号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とほぼ平
行し、Ｅ区第５号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と
はほぼ直交する。
　遺物は出土しなかった。柱穴掘方の規模や、覆
土の色調から、本遺構の時期は、中・近世と推定
される。
Ｅ区第５号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｂ・Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第２・５号
方形周溝墓よりも新しい。
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第 図　Ｅ区第５号掘立柱建物跡



　近隣の掘立柱建物跡との距離は、東のＥ区第７
号掘立柱建物跡とは . ｍ、南東のＥ区第６号掘
立柱建物跡とは . ｍ、南西のＥ区第３号掘立柱
建物跡とは . ｍ、Ｅ区第４号掘立柱建物跡とは
. ｍである。
　Ｐ３・Ｐ７との位置関係から、Ｐ１を想定した。
また、Ｐ３－Ｐ５間の柱間距離の大きさから、Ｐ
４・Ｐ８を想定した。これらのピットは第２・５
号方形周溝墓の調査の過程で失われたと考えられ
る。
　母屋の規模は、桁行は２間（推定 . ｍ）、梁行
２間（ . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－Ｅ
を指す。
　柱間距離は、桁行は不明（平均 . ｍ）、梁行Ｐ
５－Ｐ６間 . ｍ、Ｐ６－Ｐ７間 . ｍ（平均
. ｍ）である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝とやや幅がある。柱穴の平面形は、円形もしく
は楕円形で、径・深度ともに比較的小規模なもの
が多い。残っている柱穴から、柱筋は比較的通っ
ていると推定される。Ｐ５では、柱痕跡が確認さ

れた。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｅ区第２号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）とほぼ平
行し、Ｅ区第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）と
ほぼ直交する。
　遺物は出土しなかった。柱穴掘方の規模や、覆
土の色調から、本遺構の時期は、中・近世と推定
される。
Ｅ区第６号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第４・５号方形
周溝墓よりも新しい。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、北のＥ区第７
号掘立柱建物跡とは . ｍ、北西のＥ区第５号掘
立柱建物跡とは . ｍ、南西のＥ区第４号掘立柱
建物跡とは . ｍである。
　Ｐ１・Ｐ４との位置関係から、Ｐ５を想定した。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）、梁行１間
（推定 . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－
Ｅを指す。
　柱間距離は、桁行Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－Ｐ
４間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ
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第 図　Ｅ区第６号掘立柱建物跡



である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ８～
㎝と若干の幅がある。柱穴の平面形は、円形もし
くは楕円形で、径・深度ともに比較的小規模であ
る。柱筋は比較的通っている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｅ区第７号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と平行す
る。
　遺物は出土しなかった。柱穴掘方の規模や、覆
土の色調から、本遺構の時期は、中・近世と推定
される。
Ｅ区第７号掘立柱建物跡（第 図）
　Ｂ－ 、Ｃ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第
２号方形周溝墓、Ｅ区第３号溝跡よりも新しいが、
その他の重複遺構との新旧関係については確認で
きなかった。
　近隣の掘立柱建物跡との距離は、南のＥ区第６
号掘立柱建物跡とは . ｍ、西のＥ区第５号掘立
柱建物跡とは . ｍ、南西のＥ区第４号掘立柱建

物跡とは . ｍである。
　Ｐ２・Ｐ５との位置関係から、Ｐ１を想定した。
　母屋の規模は、桁行は２間（ . ｍ）、梁行１間
（推定 . ｍ）、面積 . ㎡、主軸方位はＮ－ °－
Ｅを指す。
　柱間距離は、桁行Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－Ｐ
４間 . ｍ（平均 . ｍ）、梁行Ｐ４－Ｐ５間 . ｍ
である。
　柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と若干の幅がある。柱穴の平面形は、円形もし
くは楕円形で、径・深度ともに比較的小規模であ
る。柱筋は比較的通っている。
　本掘立柱建物跡は、近在の掘立柱建物跡の内、
Ｅ区第６号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と平行す
る。
　遺物は出土しなかった。柱穴掘方の規模や、覆
土の色調から、本遺構の時期は、中・近世と推定
される。
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第 図　Ｅ区第７号掘立柱建物跡



（５）柵列跡
　柵列跡と判断したのは、Ｂ区２基、Ｃ区３基、
Ｅ区２基の計７基である。掘立柱建物跡の一部分
が遺存している可能性も否定できないが、建物状
にピットが並ばないものを、柵列跡として扱った。
　Ｂ区・Ｃ区の柵列については連番である。しか
し、調査工程の都合上、Ｄ区・Ｅ区を並行して調
査を行ったため、遺構名の重複を避けるべく区名
を冠してＥ区第○号柵列跡と命名した。
第１号柵列跡（第 図）
　Ｊ・Ｋ－５グリッドに位置する。南北方向・東
西方向との２辺から成るが、１基の柵列と判断し
た。直接重複する遺構は検出されなかったが、第
１号柵列跡で囲む範囲内に第２号柵列跡が存在し
ている。
　Ｐ１～５が確認された。２辺の長さは、南北辺
. ｍ、東西辺 . ｍ、総延長 . ｍ。柱間距離は、
Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－
Ｐ４間 . ｍ、Ｐ４－Ｐ５間 . ｍ（平均 . ｍ）、
柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱筋は通っているが、柱間距離は
不均一で柱穴はいずれも小規模である。

　方位は、南北辺はＮ－ °－Ｅ、東西辺はＮ－
°－Ｗを指し、両辺の開きは °である。南北辺
は、第３号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第１号掘
立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）と平行し、第 号溝跡
（Ｎ－ °－Ｅ）ともほぼ平行する。南北辺は第
号溝跡に沿って設けられていた可能性が考えられ
る。東西辺は、第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、
第２号柵列跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第 号溝跡（Ｎ－ °
－Ｗ）とほぼ平行している。東西辺については第
号溝跡に沿って設けられていた可能性が考えら
れる。
　遺物は出土しなかった。中・近世と推定される
第１・３号掘立柱建物跡の方位に近いことから、
本遺構の時期は中・近世と考えられる。
第２号柵列跡（第 図）
　Ｊ－５、Ｋ－５・６グリッドに位置する。直接
重複する遺構は検出されなかったが、本遺構は、
第１号柵列跡で囲む範囲内に位置している。
　Ｐ１～４が確認された。柵列跡の総延長は
. ｍ。柱間距離は、Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－
Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ（平均 . ｍ）、
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第 図　柵列跡分布図
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第 図　第１・２号柵列跡



柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ５～
㎝と比較的均一である。柱間距離は数値的に近
く、柱筋は通っているが、柱穴はいずれも小規模
である。
　方位は、Ｎ－ °－Ｗを指す。第３号掘立柱建物
跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第１号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｅ）、第 号溝跡（Ｎ－ °－Ｅ）とほぼ直交する。
第４号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第２号柵列跡
（Ｎ－ °－Ｗ）、第 号溝跡（Ｎ－ °－Ｗ）とはほ
ぼ平行している。
　同時性は不明ではあるが、第１・３号掘立柱建
物跡、第 ・ 号溝跡を意識して設けられていた可
能性が考えられる。
　遺物は出土しなかった。中・近世と推定される
第１・３号掘立柱建物跡の方位に近いことから、
併存の有無は不明ながら本遺構の時期は中・近世
と考えられる。
第３号柵列跡（第 図）
　Ｊ－９グリッドに位置する。第 ・ 号周溝状遺
構より新しいが、その他の重複遺構との新旧関係
は確認できなかった。Ｐ１－Ｐ３から成る辺と、
Ｐ３－Ｐ５から成る辺の２辺が検出されたが、１
基の柵列と判断した。
　Ｐ１～５が確認された。２辺の長さは、前者が
. ｍ、後者が . ｍ、総延長 . ｍ。柱間距離は、
Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－
Ｐ４間 . ｍ、Ｐ４－Ｐ５間 . ｍ（平均 . ｍ）、
柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、と比較的均
一であるが、深さは ～ ㎝と幅がある。柱筋は
通っているが、柱間距離はやや不均一で、柱穴は
いずれも小規模である。
　方位は、Ｐ１－Ｐ３から成る辺がＮ－ °－Ｗ、
Ｐ３－Ｐ５から成る辺がＮ－ °－Ｅを指し、両辺
の開きは °である。両辺ともに第 号掘立柱建物
跡（Ｎ－ °－Ｗ）、第 号掘立柱建物跡（Ｎ－ °－
Ｅ）と比較的平行・直交関係にあるが、第 号掘立
柱建物跡については囲い込む形ではない。またＰ

３－Ｐ５から成る辺は、第 号溝跡とほぼ平行す
る。方位は若干異なるが、周囲の溝跡に平行もし
くは直交するようにも見受けられるが、詳細は不
明である。
　遺物は出土しなかった。中・近世と推定される
第 ・ 号掘立柱建物跡の方位に近いことから、併
存の有無は不明ながら本遺構の時期は中・近世と
考えられる。
第４号柵列跡（第 図）
　Ｊ－ グリッドに位置する。第 ・ 号周溝状遺
構より新しいが、その他の重複遺構との新旧関係
は確認できなかった。
　Ｐ１～４が確認された。柵列跡の総延長は
. ｍ。柱間距離は、Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－
Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ（平均 . ｍ）、
柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と比較的均一である。柱筋は通っているが、柱
間距離は不均一で、柱穴はいずれも小規模である。
　方位は、Ｎ－ °－Ｅを指し、第 号掘立柱建物
跡（Ｎ－ °－Ｅ）、第 号溝跡とほぼ平行する。
　遺物は出土しなかった。中・近世と推定される
第 ・ 号掘立柱建物跡の方位に近いことから、併
存の有無は不明ながら本遺構の時期は中・近世と
考えられる。
第５号柵列跡（第 図）
　Ｉ・Ｊ－ グリッドに位置する。第 ・ ・ ・
号周溝状遺構より新しい。
　Ｐ１～４が確認された。柵列跡の総延長は
. ｍ。柱間距離は、Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－
Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ（平均 . ｍ）、
柱穴の規模は径 ㎝～ ㎝、深さ ～
㎝と幅がある。柱筋は通っており、柱間距離も
整っているといえる。柱穴の規模は、他の柵列よ
りも若干大きいといえる。
　方位は、Ｎ－ °－Ｅを指し、第 号掘立柱建物
跡（Ｎ－ °－Ｅ）とほぼ平行し、第 号掘立柱建
物跡（Ｎ－ °－Ｗ）とは直交関係に近い。また、
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第 図　第３・４・５号柵列跡



― ―

第 図　Ｅ区第１号柵列跡

第 図　Ｅ区第２号柵列跡



第３号柵列跡のＰ３－Ｐ５の辺と平行関係にあ
る。
　遺物は出土しなかった。中・近世と推定される
第 ・ 号掘立柱建物跡の方位に近いことから、併
存の有無は不明ながら本遺構の時期は中・近世と
考えられる。
Ｅ区第１号柵列跡（第 図）
　Ｂ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第１号方形
周溝墓と１つのピットより新しいが、その他の重
複遺構との新旧関係は確認できなかった。
　Ｐ１～５が確認された。柵列跡の総延長は
. ｍ。柱間距離は、Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－
Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ、Ｐ４－Ｐ５間
. ｍ（平均 . ｍ）、柱穴の規模は径 ㎝～
㎝、深さ ～ ㎝と若干の幅がある。

　柱穴はいずれも小規模ではあるが、柱筋は通っ
ている。しかし、柱間距離は不均一である。
　方位は、Ｎ－ °－Ｗを指し、Ｅ区第７号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、Ｅ区第６号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｅ）とは比較的直交関係にある。
　遺物は出土しなかった。中・近世と推定される
Ｅ区第６・７号掘立柱建物跡の方位に近いことか

ら、併存の有無は不明ながら本遺構の時期は中・
近世と考えられる。
Ｅ区第２号柵列跡（第 図）
　Ｃ－ 、Ｄ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第
４号方形周溝墓より新しいが、その他の重複遺構
との新旧関係は確認できなかった。
　Ｐ１～６が確認された。柵列跡の総延長は
. ｍ。柱間距離は、Ｐ１－Ｐ２間 . ｍ、Ｐ２－
Ｐ３間 . ｍ、Ｐ３－Ｐ４間 . ｍ、Ｐ４－Ｐ５間
. ｍ、Ｐ５－Ｐ６間 . ｍ（平均 . ｍ）、柱穴の
規模は、径 ㎝～ ㎝というように比較
的均一であるが、深さは５～ ㎝であり若干の幅
がある。
　柱穴はいずれも小規模ではあるが、柱筋は比較
的通っている。しかし、柱間距離は不均一である。
　方位は、Ｎ－ °－Ｅを指し、Ｅ区第７号掘立柱
建物跡（Ｎ－ °－Ｅ）、Ｅ区第６号掘立柱建物跡
（Ｎ－ °－Ｅ）と平行関係にある。
　遺物は出土しなかった。中・近世と推定される
Ｅ区第６・７号掘立柱建物跡との方位・位置関係
から、併存の有無は不明ながら本遺構の時期は中・
近世と考えられる。
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（６）土壙
　土壙については、古墳時代、古代、中・近世の
ものが混在すると考えられ、時期を特定すること
は極めて困難であることから、この項ですべての
土壙について扱うこととした。なお、発掘調査の
工程上、Ｄ区・Ｅ区を並行して行ったため、遺構
名の重複を避けるべく各々区名を冠して、Ｄ区第
１号土壙、Ｅ区第１号土壙と命名した。但し、Ａ
～Ｃ区については連番で行っているため、区名の
表記を行っていない。
　Ａ～Ｃ区で検出された土壙（区名表記なし）は
基、Ｄ区 基、Ｅ区 基の計 基である。
第１号土壙（第 図）
　Ｇ－５グリッドに位置する。第２号溝跡より新
しい。平面形は円形に近い楕円形、断面形は皿状
である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、
深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第２号土壙（第 図）
　Ｇ－６グリッドに位置する。重複する第 号掘
立柱建物跡や、ピットとの新旧関係は確認できな

かった。平面形は隅丸長方形、断面形は皿状であ
る。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ
５㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第３号土壙（第 図）
　Ｇ－６グリッドに位置する。重複する第 号掘
立柱建物跡やピットとの新旧関係は確認できな
かった。平面形は隅丸長方形、断面形は皿状であ
る。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ
５㎝、長軸方位はＮ－８°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第４号土壙（第 図）
　Ｇ－６グリッドに位置する。重複する第４号溝
跡や、ピットとの新旧関係は確認できなかった。
平面形は隅丸方形、または隅丸長方形と推定され
る。断面形は皿状である。遺構の規模は、径が
. ［ . ］ｍ、深さ６㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。

― ―

第 図　土壙分布図
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第 図　土壙（１）



第５号土壙（第 図）
　Ｆ・Ｇ－７グリッドに位置する。重複遺構との
新旧関係は確認できなかった。平面形は円形、断
面形は逆台形である。遺構の規模は、径が .
. ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第６号土壙（第 図）
　Ｆ－８グリッドに位置する。重複する遺構はな
い。平面形は円形、断面形は立ち上がりの急な逆
台形である。遺構の規模は、径が . . ｍ、深
さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第７号土壙（第 図）
　Ｇ－７グリッドに位置する。第１号周溝状遺構
よりも新しい。平面形は円形と推測される。遺構
の規模は、径が . ［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第８号土壙（第 ・ 図）
　Ｇ－８グリッドに位置する。第９号溝跡との新
旧関係は確認できなかった。重複関係にある土壙
がピット状であるが、１つの土壙として扱った。
ピット部分の平面形は長楕円形、断面形は 形で
ある。規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－９°－Ｗである。次いで、土壙部分
の平面形は隅丸長方形、断面形は皿状である。規
模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ７㎝、長軸方
位はＮ－ °－Ｗである。
　土師器の甕（１）が出土している。遺構の時期
は古墳時代前期と推定される。
第９号土壙（第 図）
　Ｆ－９グリッドに位置する。重複遺構はない。
平面形は長楕円形、断面形は皿状である。遺構の
規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸
方位はＮ－ °－Ｅである。

　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｆ－９グリッドに位置する。重複遺構はない。
平面形は長楕円形、断面形は 形である。遺構の
規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸
方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｇ－７グリッドに位置する。重複するピットと
の新旧関係は確認できなかった。平面形は長楕円
形、断面形は皿状である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
２°－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｆ－７グリッドに位置する。重複する遺構はな
い。平面形は楕円形、断面形は皿状である。遺構
の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長
軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 ・ 図）
　Ｆ－８グリッドに位置する。重複する第 号溝
跡との新旧関係は確認できなかった。。平面形は歪
な長楕円形、断面形は皿状である。遺構の規模は、
長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｗである。
　土師器の台付甕（２・３）が出土している。遺
構の時期は、古墳時代前期と推定される。
第 号土壙（第 図）
　Ｇ－８グリッドに位置する。重複する第３号周
溝状遺構、第 号溝跡との新旧関係は確認できな
かった。平面形は隅丸長方形、断面形は皿状であ
る。遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、短径［ . ］ｍ、
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第 図　土壙（２）



深さ７㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｇ－８グリッドに位置する。重複する第３・５・
７号周溝状遺構との新旧関係は確認できなかっ
た。平面形は隅丸長方形、断面形は皿状である。
遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｈ－９グリッドに位置する。重複する第５・７
号周溝状遺構よりも新しいが、その他の重複遺構
との新旧関係は確認できなかった。平面形は楕円
形、断面形は 形である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｇ－８グリッドに位置する。第３・７号周溝状
遺構より新しい。平面形は隅丸長方形と推定され
るが詳細は不明で、断面形は皿状である。遺構の
規模は、長径［ . ］ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｈ－２・３グリッドに位置する。東側は調査区
外に続く。重複する第 号溝跡との新旧関係は確
認できなかった。平面形は楕円形と推定されるが
詳細は不明である。断面形は皿状である。遺構の
規模は、長径 . ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｅと推定される。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。

第 号土壙（第 図）
　Ｈ－２・３グリッドに位置する。北側は攪乱に
よって失われている。第 号溝跡より新しい。平面
形は長楕円形と推定されるが詳細は不明である。
断面形は逆台形である。遺構の規模は、長径
［ . ］ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝、長軸方位
はＮ－ °－Ｅと推定される。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｆ－９・ グリッドに位置する。第 号溝跡より
も古いが、第 号溝跡との新旧関係は確認できな
かった。平面形は円形、断面形は箱形である。遺
構の規模は、径 . ｍ . ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－７グリッドに位置する。第９号周溝状遺構
との新旧関係は確認できなかった。平面形は不整
形、断面形は皿状である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ９㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 ・ 図）
　Ｊ－７グリッドに位置する。第 号溝跡より古
いと推定される。平面形は円形、断面形はＵ字形
である。遺構の規模は、径が . . ｍ、深さ ㎝
である。
　土師器の甕（４）が出土している。遺構の時期
は古墳時代前期と推定される。
第 号土壙（第 図）
　Ｊ－６グリッドに位置する。重複する第 ・ 号
溝跡との新旧関係は確認できなかった。平面形は
隅丸長方形と推定されるが詳細は不明である。断
面形は皿状である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短
径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗであ
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第 図　土壙（３）



る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－５・６グリッドに位置する。重複する第１
号掘立柱建物跡との新旧関係は確認できなかっ
た。平面形は楕円形、断面形は逆台形である。遺
構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－３グリッドに位置する。北側は攪乱によっ
て失われている。平面形は隅丸長方形と推定され
る。断面形は皿状である。遺構の規模は、長径
［ . ］ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｋ－８グリッドに位置する。北側は谷地形であ
るため、調査の過程でプランが失われており、南
側は調査区外に続いている。平面形は長楕円形と
推定される。断面形は皿状である。遺構の規模は、
長径 . ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　縄文時代後期の遺物が出土している（要：Ⅳ－
１参照）。遺構の時期は縄文時代後期と推定され
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－９・ グリッドに位置する。重複する第 号
周溝状遺構、、ピットとの新旧関係は確認されな
かった。平面形は楕円形、断面形は逆台形である。
遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。

第 号土壙（第 図）
　Ｊ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺構、
第 号掘立柱建物跡よりも古い。平面形は長楕円
形、断面形は皿状である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ８㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｗである。
　古墳時代前期の土師器壺の破片が出土したが、
図化には至らなかった。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。重複する第 ・ 号
周溝状遺構との新旧関係は確認できなかった。平
面形は長楕円形、断面形は皿状である。遺構の規
模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方
位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は、古墳時
代前期の可能性が考えられる。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。重複する第 号周
溝状遺構、第 号掘立柱建物跡との新旧関係は確
認できなかった。平面形は長楕円形、断面形は皿
状である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、
深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｇ－６グリッドに位置する。重複する第 号掘
立柱建物跡、第６号溝跡との新旧関係は確認でき
なかった。平面形は楕円形、断面形は皿状である。
遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｈ－７グリッドに位置する。重複遺構との新旧
関係は確認できなかった。南側はピットとの重複
によりプランが失われている。平面形は不整形、
断面形は皿状である。遺構の規模は、長径

― ―



― ―

第 図　土壙（４）



［ . ］ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｈ－７グリッドに位置する。重複遺構との新旧
関係は確認できなかった。南側はピットとの重複
によりプランが失われている。平面形は溝状、断
面形は皿状である。遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、
短径 . ｍ、深さ８㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗであ
る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｈ－９グリッドに位置する。重複する第３・５
号周溝状遺構、第 号溝跡との新旧関係は確認で
きなかった。他遺構との重複によりプランが失わ
れている。平面形は不整形、断面形は皿状である。
遺構の規模は、［ . ］ ［ . ］ｍ、深さ ㎝であ
る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－３グリッドに位置する。重複する第 号溝
跡との新旧関係は確認できなかった。西側は第
号溝跡との重複によりプランが失われている。平
面形は長楕円形と推定される。断面形は皿状であ
る。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径［ . ］ｍ、
深さ９㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－８グリッドに位置する。第 号井戸跡より
新しいが、その他の重複遺構との新旧関係は確認
できなかった。西側は第 号溝跡との重複により
プランが失われている。平面形は長楕円形と推定
される。断面形は皿状である。遺構の規模は、長

径［ . ］ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位は
Ｎ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－８グリッドに位置する。南側は第 号井戸
跡との重複により失われているが、新旧関係は確
認できなかった。平面形は隅丸長方形と推定され
る。断面形は逆台形である。遺構の規模は、長径
［ . ］ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
３°－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。第 号周溝状遺構
よりも古いが、その他の重複遺構との新旧関係は
確認できなかった。平面形は長楕円形と推定され
る。断面形は皿状である。遺構の規模は、長径
（ . ）ｍ、短径（ . ）ｍ、深さ ㎝、長軸方位
はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。重複関係から、遺構の
時期は古墳時代前期と推定される。
第 号土壙（第 図）
　Ｊ－９グリッドに位置する。北側は第 ・ 号井
戸跡との重複により失われているが、新旧関係は
確認できなかった。平面形は楕円形と推定される。
断面形は皿状である。遺構の規模は、平面規模は
. . ｍまでの確認である。深さは ㎝であ
る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｆ－９・ グリッドに位置する。重複遺構との新
旧関係は確認できなかった。各溝跡の調査の過程
で、本遺構の一部が失われている平面形はやや歪
んだ長楕円形、断面形は逆台形である。遺構の規
模は、長径 . ｍ、短径（ . ）ｍ、深さ ㎝、長
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軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
第 号土壙（第 図）
　Ｊ・Ｋ－３グリッドに位置する。重複遺構はな
い。平面形は隅丸長方形、断面形は逆台形である。
遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第１号土壙（第 図）
　Ｈ・Ｉ－ グリッドに位置する。Ｄ区第２号周溝
状遺構よりも新しい。平面形は円形、断面形は
ロート状である。遺構の規模は、径が . . ｍ、
深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、中・近世以前の可能性が考えられる。
Ｄ区第２号土壙（第 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。重複遺構との新旧
関係は、確認できなかった。平面形は楕円形、断
面形は皿状である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短
径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅであ
る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。

Ｄ区第３号土壙（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第９号溝跡よ
り新しく、Ｄ区第４号土壙よりは古い。平面形は
やや歪んだ楕円形、断面形は皿状である。遺構の
規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸
方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、古墳時代前期の可能性が考えられる。
Ｄ区第４土壙（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡、Ｄ
区第３号土壙よりも新しい。本遺構の北側はＤ区
第 号溝跡の調査の過程で失われている。平面形
は楕円形と推定される。断面形は皿状である。遺
構の規模は、 . ［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、古墳時代前期の可能性が考えられる。
Ｄ区第５号土壙（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第１号周溝状
遺構よりも新しい。平面形はやや歪んだ楕円形、
断面形は 形である。遺構の規模は、長径 . ｍ、
短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅであ
る。
　土師器の小破片が１点出土したが、図化には至
らなかった。遺構の時期は、古墳時代前期の可能
性が考えられる。
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Ｄ区第６号土壙（第 ・ 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構、Ｄ区第 号溝跡より新しい。平面形はやや歪
んだ隅丸長方形、断面形は逆台形である。遺構の
規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸
方位はＮ－ °－Ｅである。
　土師器の高坏（５）が出土した。遺構の時期は
古墳時代前期と推定される。
Ｄ区第７号土壙（第 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。重複遺構との新旧
関係は確認できなかった。
　平面形は長楕円形、断面形は 形である。人為
的埋め戻しであると考えられる。遺構の規模は、
長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝である。長軸方
位はＮ－ °－Ｅである。
　流れ込みと考えられる土師器の小破片が出土し
たが、図化には至らなかった。遺構の覆土の色調
から、時期は近世の可能性が高い。
Ｄ区第９号土壙（第 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構と重複関係にあるが、新旧関係は不明である。
平面形は隅丸三角形、断面形は皿状である。遺構
の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長
軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の覆土の色調から、
時期は近世の可能性が高い。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡よ
りも新しい。平面形はやや歪んだ楕円形、断面形
は箱形である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径
. ｍ、深さ . ｍ、長軸方位はＮ－５°－Ｗであ
る。
　遺構の時期は不明である。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号土壙、Ｄ
区第３号墳、およびピットと重複しているが、新
旧関係は確認できなかった。平面形はやや歪んだ

円形、断面形は逆台形である。遺構の規模は、
. . ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 ・ 図）
　Ｇ－ ・ グリッドに位置する。Ｄ区第９号掘立
柱建物跡より新しく、Ｄ区第 号溝跡と１つの
ピットよりも古い。Ｄ区第 号周溝状遺構との新
旧関係は不明である。複数の土壙が重複している
かのような形状である。平面形はやや不整形、断
面形は逆台形である。遺構の規模は、長径 . ｍ、
短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅであ
る。
　土師器の壺・甕・台付甕（６～９）が出土して
いる。遺構の時期は、古墳時代前期と推定される。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構より新しく、Ｄ区第 号溝跡よりも古い。前記
の２遺構の調査の過程で、本遺構の大部分のプラ
ンは失われている。平面形は楕円形、断面形は皿
状と推定される。遺構の平面規模は不明、深さは
㎝である。
　遺構の時期は不明であるが、古墳時代前期の可
能性が考えられる。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ 号井戸
跡よりも古いため、両端部が失われている。平面
形は長楕円形と推定される。断面形は皿状である。
遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、短径 . ｍ、深さ
㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、古墳時代前期の可能性が考えられる。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡よ
りも古いため、西側部分が失われている。平面形
は長楕円形と推定される。断面形は皿状である。
遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、短径 . ｍ、深さ
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㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ・Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡
より古いため、東側部分が失われている。平面形
は長楕円形と推定される。断面形は皿状である。
遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、短径［ . ］ｍ、
深さ７㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡よ
りも古いため、東側部分が失われている。平面形
は楕円形と推定される。断面形は皿状である。遺
構の規模は、［ . ］ ［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　土師器片が出土したが、図化には至らなかった。
遺構の時期は、古墳時代前期と推定される。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｅ区第４号溝跡よ
りも新しいが、調査の過程で本遺構の西側部分の
プランは失われている。平面形は長楕円形と推定
される。断面形は皿状である。遺構の規模は、長
径［ . ］ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ８㎝、長軸方
位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構と重複するが、新旧関係は不明である。平面
形は楕円形、断面形は逆台形である。遺構の規模
は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位
はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は、古墳時
代前期の可能性が考えられる。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｆ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第 号周

溝状遺構より新しいが、Ｄ区第 ・ 号溝跡との
新旧関係は不明である。平面形は楕円形と推定さ
れる。断面形は皿状である。遺構の規模は、.
［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡よ
り古い。本遺構の北側部分はプランが失われてい
る。平面形は楕円形と推定される。断面形は皿状
である。遺構の規模は、 . ｍ ［ . ］ｍ、深さ
㎝である。
　縄文時代後期の土器が出土しており、該期の遺
構と推定される。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｈ・Ｉ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号井戸
跡、Ｄ区第１号墳よりも古い。平面形は楕円形と
推定される。断面形は皿状である。遺構の規模は、
. ［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　縄文時代後期の土器が出土しており、該期の遺
構と推定される。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第３号墳より
も古いと推定される。平面形は楕円形、断面形は
皿状である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径
. ｍ、深さ ㎝である。長軸方位はＮ－８°－Ｅで
ある。
　縄文時代後期の土器が出土しており、該期の遺
構と推定される。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号溝跡よ
り新しいが、Ｄ区第 号周溝状遺構との新旧関係
は確認できなかった。平面形は長楕円形、もしく
は隅丸長方形と推定される。断面形は逆台形に近
いといえる。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径
. ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
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る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｉ－ グリッドに位置する。南側部分は調査区
外に続く。Ｄ区第９号周溝状遺構との新旧関係は
確認できなかった。平面形は楕円形と推定される。
断面形は皿状である。遺構の規模は、［ . ］
［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　土師器の破片が多数出土したが、いずれも小破
片であり、図化には至らなかった。遺構の時期は
不明である。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ ・ グリッドに位置する。重複遺構との新
旧関係は確認できなかった。大部分のプランが失
われているため、平面形は不明、断面形は皿状と
推定される。遺構の規模は、径が . ［ . ］ｍ、
深さ８㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ 号周溝
状遺構、Ｄ区第 ・ 号溝跡と重複しているが、新
旧関係は確認できなかった。平面形は楕円形と推
定される。断面形は皿状である。遺構の規模は、
長径 . ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝、長軸方位
はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。重複遺構との新旧
関係は確認できなかった。平面形は歪んだ隅丸長
方形、断面形は皿状である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第６号周溝状

遺構、Ｄ区第９号溝跡と重複しているが、新旧関
係は確認できなかった。平面形は楕円形と推定さ
れる。断面形は皿状である。遺構の規模は、.
［ . ］ｍ、深さ９㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 号周溝状
遺構と重複しているが、新旧関係は確認できな
かった。平面形は長楕円形と推定される。断面形
は皿状である。遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、短
径［ . ］ｍ、深さ９㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗで
ある。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ 号周溝
状遺構と重複しているが、新旧関係は確認できな
かった。平面形は長楕円形と推定される。断面形
は皿状である。遺構の規模は、［ . ］ ［ . ］ｍ、
深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ ・ 号
周溝状遺構と重複しているが、新旧関係は確認で
きなかった。平面形は不明、断面形は皿状である。
遺構の規模は、［ . ］ ［ . ］ｍ、深さ６㎝であ
る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｅ区第４号溝跡と
重複しているが、新旧関係は確認できなかった。
Ｅ区第４号溝跡の調査の過程で、本遺構の西側部
分は失われている。平面形は長楕円形と推定され
る。断面形は皿状である。遺構の規模は、長径
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第 図　Ｄ区土壙（４）



［ . ］ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｇ－ グリッドに位置する。Ｄ区第３号墳、Ｄ区
第 号土壙およびピットと重複しているが、新旧
関係は確認できなかった。平面形は楕円形、断面
形は箱形と推定される。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｆ・Ｇ－ グリッドに位置する。Ｅ区第４号溝跡
と重複しているが、新旧関係は確認できなかった。
平面形は長楕円形と推定される。断面形は皿状で
ある。遺構の規模は、［ . ］ ［ . ］ｍ、深さ ㎝
である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ 号溝跡
よりも古い。平面形はやや歪んだ隅丸長方形、断
面形は 形である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短
径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅであ
る。
　平面形と底面にピット状の窪みがあることか
ら、掘立柱建物跡の柱穴の可能性が考えられる。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。重複遺構はないが、
南側部分は調査区外に位置している。２つの土壙
が重複しているかのような形状であるが、詳細は
確認できなかった。平面形は不明、断面形は皿状
である。遺構の規模は、. ［ . ］ｍ、深さ ㎝
である。

　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｄ区第 号土壙（第 図）
　Ｈ－ グリッドに位置する。Ｄ区第 ・ 号周溝
状遺構と重複しているが、新旧関係は確認できな
かった。平面形は長楕円形と推定される。断面形
は皿状である。遺構の規模は、［ . ］ . ｍ、深
さ８㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第１号土壙（第 ・ 図）
　Ｄ－ グリッドに位置する。Ｅ区第６・ 号溝跡
より新しい。南側部分は、調査区外に続いている。
平面形は楕円形、もしくは長楕円形、断面形は逆
台形と推定される。
　遺構の規模は、 . ［ . ］ｍ、深さ ㎝であ
る。
　陶器の破片（ ・ ）が２点出土した。共に瀬戸・
美濃産、 は擂鉢で、卸目の磨滅がみられないこと
から、擂鉢内の上部の破片ではないかと考えられ
る。 は鉢である。外面の灰釉は、一部高台にまで
流れているほか、畳付にも付着がみられるが、高
台・畳付・高台内は基本的には露胎と思われる。
世紀後葉～ 世紀中葉と推定される。遺構の時
期は、近世と考えられる。
Ｅ区第２号土壙（第 図）
　Ｄ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号溝跡よ
り古いため、北側部分のプランが失われている。
平面形は長楕円形と推定される。断面形は皿状で
ある。遺構の規模は、［ . ］ 「 . 」ｍ、深さ ㎝
である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、古墳時代前期の可能性が考えられる。
Ｅ区第３号土壙（第 ・ 図）
　Ｄ－ グリッドに位置する。Ｅ区第２号墳より
も古い。Ｅ区第５号周溝状遺構とも重複している
が、新旧関係は確認できなかった。同遺構の調査
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過程で、南側部分のプランが失われた可能性があ
る。平面形は楕円形または長楕円形と推定され
る。断面形は皿状である。遺構の規模は、 .
「 . 」ｍ、深さ ㎝である。
　土師器の台付甕（ ）が出土している。遺構の時
期は古墳時代前期と推定される。
Ｅ区第４号土壙（第 ・ 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第２号墳、Ｅ区
第 号周溝状遺構よりも古い。平面形は楕円形ま
たは長楕円形と推定される。断面形は皿状であ
る。遺構の規模は、 . 「 . 」ｍ、深さ ㎝で
ある。
　土師器の壺（ ・ ）が出土している。遺構の時
期は古墳時代前期と推定される。
Ｅ区第６号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。１つのピットより
も新しい。平面形は楕円形、断面形は皿状である。
遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、
長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、中・近世以前の可能性が考えられる。
Ｅ区第７号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第６号溝跡、Ｅ
区第２号墳よりも古いと考えられる。平面形は楕
円形、断面形は箱形である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、古墳時代前期の可能性が考えられる。
Ｅ区第８号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第９号土壙よ
りも古いが、Ｅ区第 号土壙との新旧関係は確認
できなかった。平面形はやや歪んだ長楕円形、断
面形は皿状と推定される。遺構の規模は、［ . ］
［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。

Ｅ区第９号土壙（第 ・ 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第８・ 号土壙
よりも新しい。平面形は不整形、断面形は逆台形
である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、
深さ ㎝、長軸方位はＮ－８°－Ｅである。
　土師器の甕（ ）と須恵器の坏（ ）が出土して
いる。前者は北武蔵型の甕で、９世紀前半、後者
は南比企産の坏で８世紀後半と推定される。
Ｅ区第 号土壙（第 ・ 図）
　Ｅ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第９号土壙
よりも古い。平面形は楕円形もしくは長楕円形と
推定される。断面形は皿状である。遺構の規模は、
［ . ］ ［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　土師器の甕（ ）と須恵器の坏（ ）が出土して
いる。前者は９世紀前半、後者は南比企産の坏で
９世紀第２四半期と推定される。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号井戸跡
よりも古いため、本遺構の東側部分は失われてい
る。平面形は円形または楕円形、断面形は 形と
推定される。遺構の規模は、［ . ］ ［ . ］ｍ、
深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は、古墳時
代前期の可能性が考えられる。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第４・ 号溝跡
と重複しているが、新旧関係は確認できなかった。
平面形は楕円形、断面形はロート状である。遺構
の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長
軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は、古墳時
代前期の可能性が考えられる。
Ｅ区第 号土壙（第 ・ 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号周溝状
遺構よりも新しい。３つのピットと重複している
が、新旧関係は確認できなかった。ピットの調査
の過程で、南側部分のプランが失われたと推定さ
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第 図　Ｅ区土壙（１）



れる。平面形はやや歪んだ楕円形、断面形は逆台
形である。遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、短径
. ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｗである。
　須恵器の坏（ ）が出土している。南比企産の坏
で９世紀第２四半期と推定される。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号溝跡と
１つのピットと重複しているが、新旧関係は確認
できなかった。平面形は円形、断面形は皿状であ
る。遺構の規模は、 . （ . ）ｍ、深さ８㎝で
ある。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は、覆土の
色調から近世と考えられる。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号周溝状
遺構、Ｅ区第 号井戸跡よりも古い。平面形は楕円
形と推定される。断面形はＵ字形である。遺構の
規模は、（ . ） （ . ）ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
るが、古墳時代前期と推定される。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｅ－ グリッドに位置する。Ｅ区第８・ 号周溝
状遺構より古いため、本遺構の北側部分のプラン
が失われている。平面形は楕円形と推定される。
断面形は逆台形である。遺構の規模は、 .
［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　縄文時代後期の深鉢が出土している。該期の遺
構と推定される。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。第５号方形周溝墓
と重複しているが、新旧関係は確認できなかった。
同遺構の調査の過程で、本遺構の東側部分が失わ
れた可能性がある。平面形は長楕円形、断面形は
逆台形と推定される。遺構の規模は、長径［ . ］ｍ、
短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅであ
る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ

る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 ・ 号溝跡
と重複しているが、新旧関係は確認できなかった。
Ｅ区第 号溝跡の調査の過程で、本遺構の南西部
分が失われた可能性がある。平面形は長楕円形と
推定される。断面形は皿状である。遺構の規模は、
. ［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号土壙よ
り新しいが、Ｅ区第 号周溝状遺構との新旧関係
については特定できなかった。平面形は楕円形、
断面形は逆台形である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号土壙よ
りも古いが、Ｅ区第 号周溝状遺構との新旧関係
については特定できなかった。平面形は隅丸長方
形、断面形は逆台形である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｄ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第 号土壙
よりも新しい。平面形は楕円形、断面形は逆台形
である。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径 . ｍ、
深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｄ－ ・ グリッドに位置する。Ｅ区第 号土壙
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第 図　Ｅ区土壙（２）



よりも古い。平面形は楕円形、断面形は逆台形と
推定される。遺構の規模は、長径 . ｍ、短径
［ . ］ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅであ
る。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第１号墳と重
複しているが、新旧関係については確認できな
かった。本遺構の北側部分は、Ｅ区第１号墳の調
査の過程で失われた可能性がある。平面形は不整
形、断面形は 形である。遺構の規模は、長径
［ . ］ｍ、短径［ . ］ｍ、深さ ㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。

Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｆ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号周溝状
遺構と重複しているが、新旧関係については確認
できなかった。平面形は隅丸長方形、断面形は中
央に窪みをもつ 形である。遺構の規模は、長径
. ｍ、短径 . ｍ、深さ ㎝、長軸方位はＮ－
°－Ｗである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｃ－ グリッドに位置する。Ｅ区第７号掘立柱
建物跡Ｐ３、Ｅ区第３号溝跡および１つのピット
と重複しているが、新旧関係については確認でき
なかった。本遺構の北側部分は、Ｅ区第３号溝跡
の調査の過程で失われた可能性がある。平面形は
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第 図　土壙出土遺物



楕円形もしくは長楕円形と推定される。断面形は
皿状である。遺構の規模は、 . ［ . ］ｍ、深
さ ㎝、長軸方位はＮ－ °－Ｅである。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
Ｅ区第 号土壙（第 図）
　Ｄ－ グリッドに位置する。Ｅ区第 号溝跡と
重複しているが、新旧関係については確認できな

かった。本遺構の北側部分は、Ｅ区第 号溝跡の調
査の過程で失われた可能性がある。平面形は楕円
形もしくは長楕円形と推定される。断面形は 形
である。遺構の規模は、［ . ］ ［ . ］ｍ、深さ
㎝である。
　遺物は出土しなかった。遺構の時期は不明であ
る。
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第 表　土壙出土遺物観察表

番号 遺構 区別 種別 器種 残存率
（％）

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝） 胎土 焼成 色調 成型

技法 備考

１ SK Ｂ 土師器 甕 . ［ . ］ ＡＧ 普通 灰黄褐 №１　口縁上部内外面横ナデ

２ SK Ｂ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＥＦ 普通 にぶい黄橙 器面風化著しく調整痕はみえない

３ SK Ｂ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＤＥ 普通 にぶい
赤褐 №２　風化著しい

４ SK Ｂ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＢＣＦＧ 普通 橙 口縁部内外面横ナデ

５ SK Ｄ 土師器 高坏 ［ . ］ ＡＦＧ 普通 にぶい
黄橙

外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　器面風化
著しい

６ SK Ｄ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦ 普通 にぶい
橙

№５　外面ヘラ磨き　器面風化している
（内面は表面が剥離している）　外面赤彩

７ SK Ｄ 土師器 壺 . ［ . ］ＣＤＦＩ 普通 橙 №４　外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ　内
外面に黒斑あり　外面・口縁部内面赤彩

８ SK Ｄ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
橙

№１　口縁上部内外面ハケ後横ナデ　ハ
ケ目は太く深いものである

９ SK Ｄ 土師器 台付甕 . . . ＡＣＦ 普通 褐灰
№８　口縁部内外面ハケ後横ナデ　胴部
内面ヘラナデか　脚部上位指頭圧痕あり　
器面風化している　胴部外面に大黒斑あ
り

SK Ｅ 陶器 擂鉢 ５ ［ . ］ Ａ 普通 淡黄緻
密

内外面鉄釉　卸目の摩滅はみられない　
上位部分の破片か　瀬戸・美濃系

SK Ｅ 陶器 鉢 （ . ）［ . ］ ＡＧ 良好 淡黄緻密 轆轤
内外面灰釉　畳付一部釉付着　削出し高
台　底部静止糸切りか　瀬戸・美濃系　
Ｃ後～ Ｃ中葉　貫入多（大き目）

SK Ｅ 土師器 台付甕 （ . ）［ . ］ ＡＣＦＪ 普通 にぶい
黄橙

№２　外面上位ヘラナデか　端部内外面
ヨコナデ　脚部内面ハケナデ　器面風化
著しい

SK Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 にぶい
黄橙

E- G　内外面ハケ後ヘラ磨き　器面風
化著しい　内外面赤彩

SK Ｅ 土師器 壺 （ . ） ［ . ］ ＡＣＪ 普通 明黄褐 E- G　内外面ヘラ磨きか　器面風化著
しい　内外面赤彩

SK Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＣＤＦＪ 普通 橙
口縁～頸部内外面横ナデ　胴部外面ヘラ
削り　胴部内面ヘラナデ　器面風化著し
い　北武蔵野産　９Ｃ前半

SK Ｅ 須恵器 坏 （ . ） ［ . ］ ＡＧＨＩ 普通 灰 内外面轆轤ナデ　南比企産　８Ｃ第３四
半期

SK Ｅ 土師器 甕 （ . ） ［ . ］ ＡＤＦ 普通 褐 口縁部内外面横ナデ　頸部外面ヘラ削り　
頸部内面ヘラナデ　９Ｃ前半か

SK Ｅ 須恵器 坏 . ［ . ］ ＡＢＦＨ 不良 灰白 底部回転糸切り　南比企産　９Ｃ第２四
半期

SK Ｅ 須恵器 坏 （ . ） . . ＡＣＦ
Ｈ 不良 灰白 底部回転糸切り　南比企産　９Ｃ第２四

半期
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所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項・備考
富田後遺跡 集落跡 縄文時代 土　壙 ５基 土器　石器 　古墳時代前期の周

溝状遺構は、検出数
が多く、分布密度も
高い。
　古墳時代前期の方
形周溝墓は、自然堤
防上の比較的高い位
置に設けられてい
た。
　古墳時代前期の井
戸跡 基の内には、
井戸の中に、意図的
に土器を納めた例が
あり、しかも頻度が
高い。
時期不明
　井戸跡 基
　土壙 基
　溝跡 条

古墳時代 住居跡 ４軒
周溝状遺構 基
方形周溝墓 ７基
掘立柱建物跡 ６棟
井戸跡 基
土壙 基
溝跡 条
古墳跡 ６基

土師器
石製品
鉄製品
木製品

中・近世以前 掘立柱建物跡 ４棟
井戸跡 ３基
土壙 ２基
溝跡 １条

土師器
須恵器

中・近世 掘立柱建物跡 棟
柵列跡 ７基
井戸跡 基
土壙 ４基
溝跡 条
ピット 多数

陶磁器類
石製品
金属製品
木製品

要　約
　富田後遺跡は、比企郡川島町の荒川右岸に所在する。川島町は旧河川と、それによって形成された多数の自然
堤防が明瞭に残されている地域である。遺跡は、その旧流路のひとつに面した自然堤防上に立地している。この
旧流路の対岸の自然堤防上には、元宿遺跡が存在している。土壙内から縄文時代後期の土器が出土したことから、
富田後遺跡が立地している自然堤防は、この時期には既に形成されていたことが判明した。古墳時代前期では、
立地的に標高の高い部分に方形周溝墓が分布している。周溝状遺構は方形周溝墓を避けるように調査区全体にほ
ぼ満遍なく分布するが、一部は方形周溝墓と重複関係にある。この時期の井戸の約３分の１には、意図的に土器
が納められていることは特筆に値する。古墳時代後期では古墳の周溝から、埼玉古墳群で用いられているのと同
様の、大型の円筒埴輪が出土した。奈良・平安時代では集落は小規模であったが、中・近世に入ると徐々に拡大
していったと考えられる。
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